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　風が吹ふいていた。

　とても、暖かな風だった。

　四月に入ってしばらくは冬の名残なごりが色濃こかったのに、今やそらっとぼけたような温ぬくみを携たずさえ、歩く者の肌はだを撫なでている。歩道のあちこちに、優やさしいたんぽぽの黄色が覗のぞき、そろそろ役目を終えつつある桜の花弁の代わりをつとめていた。

　だから、だろう。

「──くしゅんっ！」

　と、大きなくしゃみが事務所の内側でこだましたのだ。

　保ほ湿しつティッシュをつかみあげ、ぐしゅぐしゅと鼻水を拭ふき取る。

　室内にもかかわらず、黒い手て袋ぶくろと真しん紅くのコートを纏まとった小こ柄がらな少年であった。

　小柄といっても昔に比べればずいぶんと成長しており、以前のコートは合わなくなっているのだが、これは近いデザインのものを買って、魔ま術じゆつ的に欠かせない部分については自分で裁さい縫ほうしてたりする。

　つややかな金きん髪ぱつが揺ゆれて、長いまつげがぱちぱちと瞬まばたきで上下した。

　オルトヴィーン・グラウツ。

〈アストラル〉ルーン魔術課正社員であり、今は人事部門を統とう括かつする重じゆう鎮ちんだった。

「お大事にGesundheit」

　対して。

　茶目っ気たっぷりのドイツ語は、すぐ斜ななめ前のデスクからかけられたものだ。

　そこでは、肘ひじに頰ほおをもたせかけた少女が、悪戯いたずらっぽく笑っていた。眼鏡の縁ふちを軽く指先で持ち上げて、瑞みず々みずしい唇くちびるを淡あわくほころばせている。

　この少女も、二年前とはずいぶん雰ふん囲い気きを変えていた。

　柔やわらかくなった、と言えばいいだろうか。

　眼鏡めがね越ごしに覗いた瞳ひとみの蒼あおからは、以前の刃やいばにも似た鋭するどさが薄うすれ、代わりに強したたかでしなやかな色が濃くなっていた。もとより絢けん爛らんと咲さいていた花が、この少女の精神こころとともに、その在り方を変えていったようでもあった。通りがかる者をのきなみ振ふり返らせる美しさだけではなく、じっと見つめていたくなるような深みを今の少女は備えていた。

　いいや。

　もう、少女という呼こ称しようは合わないかもしれない。

　穂ほ波なみ・高たか瀬せ・アンブラーは、つい数日前に二十歳はたちの誕生日を迎むかえたばかりであった。

「朝から、えらいぐしゅぐしゅしとるね。もう何度目？」

「に、日本に来たからです！　やっぱりこの国は魔の国だった……」

「吸きゆう血けつ鬼きの弟で子しが花か粉ふん症しよう」

　くすくす、と口元を押さえる。

　文句ありげに、オルトヴィーンが唇くちびるをとがらせた。

「……うう。そんなこと言っても。自己免めん疫えきの問題ですから回復能力も関係ないし──」

「ふうん。だったら魔術薬でも調合したげよか？　アレルギーやったら最近試ためしてる配合がいくつかあるんやけど──」

「い、いやいや。いやいやいや！　先せん輩ぱいにそんな迷めい惑わくをかけるわけには！」

　ぶんぶんと、少年が全力で遠えん慮りよする。

　思い切り渋しぶい顔をしているのは、この前の味を思い出したためだ。

　いささか鋭すぎるオルトヴィーンの味覚にとって、彼女の魔術薬はあまりに強きよう烈れつすぎるのである。料理だったら事務所一の腕うでなのに良薬口に苦しを地でいくと、穂波の魔術薬を買いつけているいくつかの結社でももっぱらの評判だった。

「あ、そう」

　あっさりと、上司は引き下がる。

　このあたりの呼吸は、かつてふたりが在ざい籍せきした〈学院〉から変わらない。

　それから、

「──セリムくん」

　と、新たな名をあげたのだ。




「あ、はい！」




　今まで黙だまっていた三人目の社員が立ち上がる。

　こちらは十五か六──オルトヴィーンより少し下と思おぼしい少年だった。

　少し分厚めの、真面目まじめそうな眼鏡。癖くせのある赤毛がくりくりと額のあたりで巻いている。緊きん張ちようのせいか、への字になった唇と、気持ちよくまっすぐに引かれた眉まゆが実直な印象をさらに強化している。

「返事はよろしい。新人は元気の良さが大事やしね」

　穂波が人差し指を動かして、家庭教師みたいに小さくうなずく。

「調子はどう？」

「あ、ええと……先週穂波さんに言われた書類整理が、やっと半分ほど終わったところですが……」

　デスクには、旧式のノートパソコンに並んで、大量のファイルとバインダーが積まれていた。

　ここ数年散乱するばかりだった資料や契けい約やく書類の整理を、この眼鏡の少年がほぼ一手に押しつけられた形である。デジタルとアナログ双そう方ほうなのは、コンピュータ音おん痴ちな穂波とオルトヴィーンの分担の違ちがいだったりする。

「うん。だったら、一いつ旦たんそこで終わってもらおか」

「え？」

　きょとんとした新人の前で、穂波の指が横に流れた。

　自分のデスクの書類から、一番上の紙をひらりと取って、新人の前へ示して見せる。

「急ぎで悪いんやけど、こっちにかかってもらえる？」

「おお……」

　と、オルトヴィーンが天てん井じようを仰あおぐ。

　わざとらしく手袋をはめた右手で、目のあたりを押さえて、

「すいません。それ、新人にやらせるつもりなんですか先輩」

「大だい丈じよう夫ぶ大丈夫。セリムくんやって、〈協会〉から推すい薦せんされたカバラ使いやろ？　こういう仕事やったら得意ジャンルやんか。うまいこといったら、うちもカバラ魔術課の新人ですって、新しい依い頼らいを受けやすくなるしね」

「え……あ、そ、その」

　対するセリムは、まともに返答できず、ただ狼狽うろたえるばかり。

　そこにつけこむように、穂波・高瀬・アンブラーは華はなやかに笑ったのであった。

「ちゃんと教習役もつけるから。──じゃあ、まずは竜りゆう蓮れん寺じまで行ってもらおか」
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　その館やかたは、ロンドンの郊こう外がいにあった。

　質実剛ごう健けんなつくりの、どこかしら懐なつかしい雰囲気のする館だった。

　なんでも、物好きで偏へん屈くつな富ふ豪ごうがつくった別べつ荘そうのひとつだということで、常に家人がいるわけではないのだが──この数ヶ月ほどは、時々玄げん関かんを出入りする者の影かげを、近きん隣りんの住人たちが認めていた。

　そのくせ、生活臭しゆうはしない。

　まるで、古い写真の中の建物みたいだった。デジタルと違い、セピア色に褪あせた景色の中で、館はこれ以上劣れつ化かすることもなく、永遠に主あるじを待ち続けるかのようでもあった。

　そんな館をとある青年が訪れたのは、風の穏おだやかな昼下がりだった。

「…………」

　ノックを数回したが、返事はなかった。

「相変わらずですねえ」

　ひとつぼやいて、鍵かぎもかかってない扉とびらを開く。

　内部も結構な広さがあったのだが、迷いもせずロビーを突つっ切きって扉のひとつを選び、廊ろう下かを渡わたっていった。

　途と中ちゆうで階段を下りて、地下室へと向かう。

　石段を踏ふむたび、時間を遡さかのぼるかのように闇やみが深くなっていった。

　傷ついた木の扉の前に立って、青年はひとつ息をつく。思い切って扉を開くと、黴かびと薬品の臭においが一気に鼻をついた。

　その部屋の中央で、

「……お前か」

　男は、振り返りもせずに重く呟つぶやいた。

　白いインバネスを羽織った、巨きよ体たいの男だった。

　一見して、二メートル近い。けして瘦やせ形ではなく、逞たくましく張り出した肩かたは軍人を思わせるほどだ。そのくせ俯うつむいた横顔は哲てつ学がく者のように重々しく、皺しわのひとつひとつが過ごしてきた時間を語るかにも見えた。

「おひさしぶりです。ユーダイクスさん」

　深々と背を曲げて、青年が一礼する。

　男はただ、軽く顎あごをしゃくった。

「座っておけ。そろそろ来る頃ころだろうと思って、茶を用意しておいた」

　示されたテーブルには、言葉通りティーカップが用意されていた。

　まだ、紅茶の表面から湯気が立っている。

　ならば、ほんの数分前に淹いれたばかりのはずなのだが、それにしてはお手伝いもそれらしいティーセットも見あたらず、それでいて青年も不思議そうにはしなかった。

「これはどうも」

　軽く会え釈しやくして椅い子すに座り、ティーカップを持ち上げる。

　が、そこで青年もぱちぱちと瞬きしたのである。

　ちょこん、と可愛かわいらしいケーキが、ティーカップの陰かげに隠かくれていたからだ。

「……あの、ひょっとして、このケーキは自家製ですか？」

「料理も、基本的には錬れん金きん術じゆつと変わらん。レシピを守り調合を繰くり返すだけのことだ」

　しかつめらしい顔で、苺いちごのプチケーキについて述じゆつ懐かいされたものだから、青年の目が思わず引き剝むかれる。

「……ま、まあ魔ま女じよの鍋なべだって似たようなものと言えばそうですが。錬金術だと湿しめった道とかいうんでしたっけ？」

「湿しつ潤じゆん法のことならそうだな。石や金属を砂糖とクリームに変えたところで、物事の本質は異なるまい。ついでに言えば、そのティーカップも自家製だがな」

　ユーダイクス・トロイデがうなずき、片手にもっていた三角フラスコを机に置く。

　かつての大魔術グラン・決闘フエーデにおいても重大な役目を果たした自動人形オートマタの錬金術師は、ただ黙もく然ねんと足あし下もとを見下ろした。

「……にあ」

「にゃあ」

「うにゃあ」

「にぃ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～あ」

　足下で、青年と一いつ緒しよに入っていた四匹ひきの猫ねこが鳴き声をあげたのだ。

　太い指が、その一匹を持ち上げた。

「ますます玄げん武ぶは太っていないか？」

「……いやあ節制させてるんですが、定期的に日本のキャットフードを取り寄せるようになってから、やたら食い付きがよいもので。式神になってるだけに、わりと適当でもなんとかなるのがよくありませんね。あ、もちろん猫にあっては肥満やごろ寝ねだってその絶対的な美を輝かがやかせるものに違いありませんが！」

「…………」

　返す言葉が見あたらなかったものか、ユーダイクスは手持ちぶさたに黒猫の頭と背中を撫なでながら、片目を閉じた。

「相変わらずのようだ」

「それはもう」

　猫ねこ屋や敷しき蓮れんは、大いに満足そうに微び笑しようした。

　かつて同じ〈アストラル〉で席を連ねたふたりの魔法使いは、ひどく馴な染じまない空気を纏まとっていた。

　黒猫を放し、重くかぶりを振ふったのは、ユーダイクスの方だった。

「で、何の用だ」

「まあ、ひとつはいつも通りの〈協会〉の監かん査さですが」

「強制的な派は遣けん期間はもう終わっているだろうに、まだ〈協会〉の犬をやっているのか」

「あはは、そこは持ちつ持たれつでして。〈協会〉に便べん宜ぎをはかってもらうことも多いですし、一度魔法使いを罰ばつする魔法使いを請うけ負った以上、急に離はなれるといろいろ問題もありますからね」

　猫屋敷が、肩をすくめてみせる。

　ちなみに、彼の服装は以前と同じ和服に戻もどっていた。これは魔術界を騒そう然ぜんとさせた二年前の事件が落ち着き、呪物フエテイシユを持ち歩く量が減ったためである。

　威い力りよく偵てい察さつのようだったかつての任務が終わり、本当に監査をしているだけなのだ──という、無言の主張でもあろう。

「…………」

　それを汲くんだかどうか、ユーダイクスはしばし黙り込む。

　自動人形オートマタの材料に戻ったかのように、巨漢の沈ちん黙もくは堅かたく、重かった。

　やがて、

「主マスターはどうしてる？」

　ぽつりと、訊きいた。

　問われて、猫屋敷は少し考えて、口を開く。

「予定通りなら、今はタクラマカン砂さ漠ばくあたりじゃないですかね」
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　太陽が、ひどく大きかった。

　日本では考えられないような、両手でも抱かかえきれないほどの巨大な太陽が、地平線に没ぼつしようとしているのだ。どこまでも広がる砂の海と、血を思わせるほどに赤い太陽の組み合わせは、世界の果てというにふさわしい光景だった。

　じり、と砂を靴くつが踏んだ。

　陽光にやられないよう身体からだ中を包んだ旅服を叩たたき、朗ほがらかに男が笑ったのだ。

「あっはっは、ようやく到とう着ちやくかな」

「司つかささんはちょっと適当すぎると思います！　丸三日も到着が遅おくれちゃいましたよ！」

　ぐるり、と頭上で何かが回ったのだ。

　驚おどろくべきことに、こちらの少女は古式ゆかしいメイド服姿であり──文字通り、宙に浮ういていた。ばかりか、艶つやめく黒くろ髪かみも、砂漠に似つかわしからざる白い肌はだも、地平線に落ち行く夕日の紅くれないを透すかしていた。

　常人には視みえざる、霊エーテル体。

　黒くろ羽はまなみ。

〈アストラル〉幽ゆう霊れい課正社員であり、目下有給休きゆう暇かを取っている最中の少女が、男の頭上を舞まっていたのである。

「……まあ、この人はいつものことですけどね」

　やや疲つかれた顔で囁ささやいたのは、先の男とほぼ同じ装備の、瘦せた人物だった。

　こちらも不思議な相手であった。

　砂漠の塵じん埃あいにまみれた姿は確かなのに、なおそこにいるような、いないような──存在感があるような、ないような、奇き怪かいな違い和わ感ばかりが先立つ。

　それも当然かもしれなかった。

　つい二年前まで、彼は半ば人間をやめていたのだから。

「……影かげ崎ざきさん、大丈夫ですか」

　少しだけ心配そうに、少女が尋たずねた。

「いやご心配なく。ずっと霊脈レイラインの上を歩いていましたからね。体力的にはともかく、霊れい的てきにはだいぶ安定してきましたよ」

「そうそう。俺の壊こわれまくった霊エーテル体の安定も必要だったしねー」

　へらへらと笑って、司が言う。

　伊い庭ば司。

　影崎。

　かつての〈アストラル〉社長であり、社員であったふたりは、こうして黒羽まなみもまじえて世界中を旅していたのだった。言葉通り、その旅は壊れた霊エーテル体を癒いやすためのものであり、お遍へん路ろや巡じゆん礼れいにも似た霊脈レイラインを辿たどるふたりきりの道行きのはずだったのだが、半ばお目付役といった案配で黒羽がついてきたのである。

　当時はほとんど力ずくといった勢いだったのだが、いつのまにやら少女もこのふたりに馴染んでいた。幽霊でありながら、魔術結社である〈アストラル〉に居着いていた黒羽ならではの人徳かもしれない。

「ま、もうすぐ街だから！　ほらほら酒と女が俺を待ってるぜ！」

「はいはい」

　諦あきらめたように相づちを打って、影崎も歩を進める。

　やがて視界の先に、蜃しん気き楼ろうのごとくへばりついた街が見えてきたところで、その足が止まったのだ。

「おや」

　と、司が砂まみれの瞼まぶたを何度かしばたたいた。

「先客がいるらしい」

　街の入り口だった。

　どう見ても、砂漠の旅には向かなそうな、喪も服ふくのごときドレスとヴェールをかぶった女性がそこに佇たたずんでいた。

「なんで君が」

「偶ぐう然ぜんというのでは通りませんわねぇ？」

〈アストラル〉とも縁えん深い、呪じゆ物ぶつ商〈トリスメギストス〉の女首領──ディアナは、優美に首を傾かしげて見せた。

「いやいや通る通る。世界って狭せまいからね。二年ぶりに偶然タクラマカン砂漠のごくごく小さな街で、しかも明らかに待ち伏ぶせしていたみたいに出会ったって全然おかしくない。うん、まともに人生やってれば何度だってあるさ」

　極めて適当な物言いで、司が何度もうなずく。

「それにまあ大魔術グラン・決闘フエーデのときは言い損そこねたけれど、綺き麗れいになったもんだ。こりゃ九年寝ね太た郎ろうをやる前に、ちゃんと口説いておくべきだったなあ」

「元社長」

　後ろから、影崎が釘くぎをさす。

　ちなみに元社長というのは、影崎から司に対する呼こ称しようが見つからなかったための、いろんな妥だ協きようの末の産物だ。ここに定まるまでもいろんな紆う余よ曲折があったのだが、ここでは割かつ愛あいする。

　くすくす、とディアナは笑う。

「今の影崎さんとお話しするのも、初めてですわねぇ」

「まあ、そうですね」

　影崎が、かすかに視線をそむける。

　呪物商である〈トリスメギストス〉と、かつて〈協会〉の構成員だった影崎は、結構な回数の接せつ触しよくがあったのだが、それだけにやりにくいらしい。

　まあ、過去と現在の影崎の人格を考えれば、これも無理からぬところだろう。

「お渡わたししたいものがありましてねぇ」

　と、ディアナは手元の鞄かばんから一冊のノートを取りだした。

　変へん哲てつもない大学ノートだったが、渡された司の目はかすかに細められた。

　ついで、頭上に浮いていた黒羽が、あ、と手を口元にあてたのだ。

「……源オリジナル書・グリモア」

　数年前、ユーダイクスと〈アストラル〉が魔術決闘フエーデを執とり行う理由となった──司が遺産として残した魔術の書き置きだった。

　穂波やアディリシアにも解読できず、〈学院〉の恩師に渡されていたこの源オリジナル書・グリモアは最終的にディアナの手に落ち着いていたのだ。

「ずいぶん長い間騙だまされましたわぁ」

　のんびりと、ディアナが口にする。

「分かってみれば単純。この源オリジナル書・グリモアが、誰のために書かれたのかを考えれば良かったのですわねぇ」

「そう、なるかな」

「ええ」

　ディアナがうなずく。

「いつき様に協力していただきました。妖精眼グラム・サイトなら、いくつかの文字と図形が浮かび上がりましたわぁ。後は根気よくほかの魔ま術じゆつ系統と照らし合わせてみましたの」

「…………」

　司は何も言わない。

　影崎と黒羽も黙だまったまま、ディアナの言葉を待った。




「……これは、第三団サード・オーダーのつくりかたですわねぇ？」




「……ノーコメントでいい？」

　申し訳なさそうに、司が首をすくめる

「はい。私は読まなかったことにしますわぁ」

「すまないね」

　司は軽く手を持ち上げたが、これはとんでもない出来事だった。

〈協会〉が必死になって秘ひ匿とくした第三団サード・オーダーを創つくり出す秘術。ある意味では魔術世界を揺ゆるがすほどの事実があっさりと明かされ、またあっさりと封ふう印いんされたのである。それも、この『魔法を使わない魔法使い』らしかった。

　そして、そんな術式を書き残した理由も明白だった。

（きっと……）

　と、黒羽は思う。

　いつきのために、違ちがいないだろう。

　彼の瞳ひとみに巣くっていた呪のろいを解くためには、第三団サード・オーダーの秘ひ奥おうに迫せまることが不可欠だった。万が一自分の眠ねむりが解けなかったときのために、司はそうした保険を残しておいたのだろう。

　渡されたノートにライターで火がつけられるのを、場の全員が見た。

　ひどくあっけなく、伊庭司の源オリジナル書・グリモアは灰になって、砂漠の風に撒まき散らされていった。

　それを見届けてから、改めてディアナは口を開いた。

「せっかくですし、少しお酒でもいかがですぅ？　ここの宿は顔なじみで、とっておきの酒をおいてますの」

「やや、それはありがたい。是ぜ非ひ是非遠えん慮りよなく」

　上じよう機き嫌げんで、司がディアナの手を取る。

　つかのま、ディアナの身体が胡う乱ろんげに硬こう直ちよくしたが、すぐ女は素知らぬ顔で新たな話題を提供した。

「そうそう、この前〈アストラル〉の新人にお会いしましたよぅ」

「新人？　あ、そういえば黒羽さんもそんなこと言ってたっけ。〈学院〉に押しつけられたとかなんとか」

「……やっぱり司さん、覚えてなかったんですね」

　中空の黒羽が、小さくため息をつく。

「名前は、セリム・レフティ。カバラ魔術課ということで新採用された、すっごく真面目まじめな子なんですからね」




　　　　２




　寺であった。

　布ふ留る部べ市の繁はん華か街がいからややずれた位置に在する、小さな裏山だ。

　古びた木ぎれに『竜蓮寺』と大書されているだけの、建物の一見だけでははたして寺社なのか何かの道場なのかも判別しがたい、ひどく古ぼけた家屋であった。

　その境けい内だいに、素すっ頓とん狂きような声がこだましたのだ。

「あ！　ダフネどの！　待った！」

　対して、将しよう棋ぎ盤ばんを挟はさんで向かい合った女性はかぶりを振ふった。

　美しい白銀の髪かみに、黒いスーツを纏まとった白人の女性はぴしりと正座したまま、冷然と言い放ったのである。

「最初に、待ったは三度までと確かく認にんしました。これで七度目ですので、もう待ちません」

「……に、人情のない」

　呻うめいたのは、僧そう形ぎようの男である。

　乱雑に短く切った髪。顔のところどころに覗のぞいた傷きず跡あと。一応墨すみ染ぞめの衣ころもも着てはいるが、僧そう侶りよというよりも時代劇の浪ろう人にんめいた風ふ情ぜいが強い。

　ぽっかりと日ひ溜だまりがこぼれ落ちたような寺の縁側で、そんなふたりが将棋を指しあっていたのだ。

「どうせ、冷たい女ですから」

　ふんと唇くちびるをとがらせるようにして、ダフネが呟つぶやく。

　しかし。

　これは、隻せき蓮れんがことりと首を傾げた。

「ん？　おぬしが冷たいなどと思ったことは一度もないでござるよ」

「…………っ」

　ダフネの、息が詰つまる。

　まじまじと、目の前の僧侶を見つめて硬直していると、隻蓮が片手をあげて快活に笑ったのだ。

「だから、こう、待ってもらえんかな」

「……勝負は勝負です」

　などと言いながら、こっそりと駒こまを戻もどして関係ない歩の駒を打ち直したあたり、ダフネの弱みがうかがえる。

「いやありがたい」

「これが最後ですから」

「うむうむ。もちろん分かってるでござるよ」

　と、隻蓮がウキウキした顔で、新たに飛車駒を取ったところだった。

「──おや」

　と、その顔が正門の方を振り返ったのだ。

　少し遅おくれて、とある人ひと影かげが長い石段を上ってきた。

　巻いた赤毛と、きゅっとへの字になった唇が印象的な、十五、六ほどの少年であった。

「おぬしは、確か新人の」

「……あの、〈アストラル〉カバラ魔術課見習いのセリムと言います」

　しゃちほこばった感じにうなずいて、セリムは荒あららげた息を整えた。

　竜蓮寺の石段は、長さはもとよりあちこちが微び妙みように曲がりくねっていて、来客の足あし腰こしを酷こく使しさせる。この寺社にやってくる信者を、ほとんど見かけない理由のひとつでもあるだろう。

「ふむ」

「〈アストラル〉の」

　と、これはダフネも振り返った。

　いつもクールな横顔に、なぜだかほんのりと蕾つぼみがほころぶような面おも影かげがよぎったのだ。

　すると、セリムもそちらへと視線を移した。

「隻蓮さんですよね。お隣となりは──」

「──〈ゲーティア〉の副首領を務めさせていただいてます、ダフネと申します」

「え」

　セリムがぱちぱちと瞬まばたきした。

「じゃあ、うちの社長と」

「ええ、いつき様とは懇こん意いにさせていただいてます」

　丁てい寧ねいに一礼して、ダフネがうなずいた。

　その隣で、隻蓮が呵か々かと笑った。

「はは、向こうの首領どのと若の事情で、ダフネ殿どのもちまちま日本に来てるのでな。たまに拙せつ僧そうの将棋の相手をしてもらってるのでござる」

「……別に、それだけの理由で来てるわけじゃありませんが」

　なにやら不満そうにダフネが呟いたが、そこに踏ふみ込むほどセリムも不用心ではない。

　ただひとり、何も気づかぬげに隻蓮が顎あごを撫なでる。

「で、わざわざ新人をよこしたということは、前に言ってたあれかな」

「あ……と、隻蓮さんに訊きけば分かるはずだと」

「うむ。用意してるでござる。少し待っておれ」

　隻蓮が、寺の奥に引っ込んで、なにやらごそごそとやりはじめる。

　その間に、ダフネが少年へと口を開いた。

「……ダフネさんっていうと、やっぱり大魔術グラン・決闘フエーデに参加してた……？」

「ええ。私が関かかわったのは、本当にわずかですが」

　認めて、ダフネが少し目を細めた。

　遠い記き憶おくを、掘ほり出すかのようだった。

「本当に、ほんの少し、準備を手伝わせていただいただけです。それ以上はけして踏み込ませてもらえませんでした」

　二年前の出来事を、まるで遥はるかな過去のように、女は語る。

　もはやそれは、実際に関わった自分でもたやすく表現できない時間なのだと、そう言うように。

　代わりに、ダフネはこう訊いた。

「セリムさんは、大魔術グラン・決闘フエーデに興味がおありなんですか？」

「あ、ええと、僕は……」

　眼鏡めがねの少年の言葉がよどんだ。

　話したくないというよりは適切な単語が思い浮うかばない感じで、だからダフネも黙って待っていたのだが──先に、もうひとりの人物が帰ってきた。

「おお、待たせたでござる」

　隻蓮が戻ってきて、廊ろう下かから朗ほがらかに手を振った。

　そのまま、

「ほれ」

　持っていた鞄かばんを、気軽に投げてよこしたのだ。

「わ、わっ！」

　慌あわてて、セリムが受け取る。

　一度、二度、指ではねたが、革の鞄は無事に少年の手におさまった。

「あ、ありがとうございます」

「何、ユーダイクスのやつはぶつぶつ言ってたでござるがな。若に頼たのまれては仕方ないでござるよ」

　不器用に片目をつむって、隻蓮が笑う。

「さ、現場は少し離はなれてるようだが、道中気をつけてな」

「はい」

　うなずいた少年を、石段のところまで送り出す。

　その背中が見えなくなってから、ダフネが口を開いた。

「……あれが、〈アストラル〉の新人ですか」

「ああ、新しい世代でござるよ」

　眩まぶしそうに、隻蓮は口にしたのだった。
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　電車から降りた直後、

「──君、これ網あみ棚だなに忘れなかった？」

　と、声がかかった。

　親切そうな若人わこうどだった。多分大学生ぐらい。

「あ……すいません」

「気をつけてね」

　笑いかけた若人に頭を下げて、セリムは隻蓮の鞄を受け取った。

　初めての満員電車でぼうっとしていたのかもしれない。こんなことでは先が思いやられると、自分で自分を叱しつ咤たしながらその場を辞する。

　依い頼らいされた現場の、最も寄よりの駅だった。

　路線が複数走っているのと、いちいち乗り換かえのたびに人混みに巻き込まれるのでまごついたが、なんとか目標地点近くまでは辿たどり着くことができた。

「……だいたい、この国はやたら標識だけ多いくせに役に立たないんだ」

　歩きながら、空き缶かんを蹴けり上げる。

　いつからだろう。

　こんな風に、しょっちゅう苛いら立だつようになったのは。

　自分でも、よく覚えていない。ずっと昔からだった気もするし、〈学院〉から強く推すい薦せんされて、〈アストラル〉へ入社させられたときからだった気もする。オルトヴィーン先輩の言っていた魔まの国というのはもちろん冗じよう談だんなのだが、少年にとってはただの真実にしか思えなかった。

　実際名前だけは知っていても、そんな国にやってくるなんて、セリムは考えたこともなかったのに。

（……なぜ、僕だったんだろう）

　強く、思う。

〈学院〉から〈アストラル〉を推挙されたのは、さしたる理由ではない。二年前の事件以来、魔術世界において無視できない存在となった〈アストラル〉へ、最低限の外交パイプを通すために都合の良い道具として使われただけだ。

　しかし。

　その自分にとっても、〈アストラル〉という結社は謎なぞだらけだ。

　違ちがう魔術系統の魔法使いが当然のように籍せきを置くばかりか、さきほどのように外の──しかもＡＡＡクラスの〈ゲーティア〉をはじめとした、いくつもの結社と親しく交流している。もちろん、かつての結社でも近しい魔術系統の結社と交流することはあったが、〈アストラル〉のような在り方は想像したこともなかった。

（……でたらめだ）

　ああ、駄だ目めだ。

　また、苛立ってしまう。

　もとより、〈アストラル〉という存在を知らしめた、二年前の事件からしてそうなのだ。

　大魔術グラン・決闘フエーデ。

　魔術世界の秩ちつ序じよを司つかさどる〈協会〉と、混こん沌とんを持ち込もうとした〈螺旋なる蛇オピオン〉の争いは、たった二年前の出来事でありながら、もはや伝説的な色合いを帯びている。

　その結果は、なおさらだ。

　よもや審しん判ぱん役を請うけ負った〈アストラル〉が、〈協会〉の権利を譲ゆずり受けて一度は勝利をおさめた〈螺旋なる蛇オピオン〉を打破するなど、誰だれが想像するだろう。

　魔術世界の一いつ端たんにあった自分もまた、まるで世界がバラバラに崩くずれたような衝しよう撃げきを味わったのは、まだ記憶に新しい。

　いいやきっと、一生忘れられないだろう。

　たった数十秒。




　──数十秒の、奇き跡せき。




　それが惑わく星せい魔術によるものと知ったのは、ずいぶん後の話だ。魔法使いもそうでない人々も関わりなく、世界中の人が呪じゆ力りよくと幻げん想そうを見つめたあの一時。

〈螺旋なる蛇オピオン〉という組織が残した、魔術の可能性。

　魔法使いなら誰でも魅み入いられた、その光景。




　──『魔法って、すごい』




　素す直なおに、そう思った時間。

　そして、〈アストラル〉が打ち崩した未来。

（…………）

　まさか自分がその〈アストラル〉に所属することになるとは。

「……はあ」

　もう一度、小さく、セリムはため息をつく。

　分からない。

　世界は、謎に満ちている。錬れん金きん術じゆつの暗あん喩ゆにも似て、それは容易に解き明かしがたい、絡みゴル合いデイすぎアスた結の結び目び目のようなものだ。

　同時に、別のことも思う。

　他愛たわいもない、可能性のこと。

　実際はそうならなかった、考えるのも馬ば鹿か馬鹿しい選せん択たく肢し。

（……ひょっとしたら）

　ひょっとしたら、いいやひょっとしなくても、自分があの大魔術グラン・決闘フエーデで勝利して欲しかったのは──

「……あ」

　そんな思考を打ち切って、セリムは顔をあげた。

　いつのまにか、依頼された現場に近づいていたのだ。

　思考と身体からだを別々に動かすのはたいていの魔術系統で基き礎そ的な訓練だが、今のセリムの場合、頭に叩たたき込んだ地図でそれをやったわけだ。もっとも、こうした技術も、現代ではスマートフォンなどに取って代わられるものだろう。

　お前たちは現代では不要なのだと、何度も訴うつたえかけてきたように。

「えっと……」

　視線を、巡めぐらせる。

　小川のせせらぎ。

　住宅街から少し離れた、街路樹の多い地域だった。近くに中ちゆう華か街がいがあるためか、見慣れた布留部市とはどこか違った風ふ情ぜいがあった。街の歴史としては、こちらの方がずいぶん古かったはずだ。

　川に沿って下っていくと、やがて少年の足が止まる。

　短い橋がかかった、すぐ近くだった。




「あ、来た来た！」




　と、元気の良い声がかかった。

　ぶんぶんと、ツーテールの少女が手を振ふっていたのである。

　セリムよりも幼いその容姿は、まだ十二歳かそこら。この国の制度で小学校の最高学年ということだ。事務所にある二年前の写真からは、ずいぶんと背が伸のびていたけれど、まだまだ子供っぽい感じを拭ぬぐえない。

　アレンジされた巫女みこ装しよう束ぞくを纏まとい、ランドセルを片手に持った姿は明らかにいろいろと間違ってるのだが、妙みように少女の雰ふん囲い気きと馴な染じんでしまっているためか、コスプレめいた感じはしなかった。

　セリムは、軽くこめかみのあたりを搔かいてから、少女の名を呼んだ。

「葛かつら城ぎ先せん輩ぱい」

「ん、もう。みかんでいいって言ってるのに。セリムくんの方が年上なんだし」

　ぷう、とツーテールの少女は頰ほおをふくらませる。

　対して、セリムは眉み間けんを曇くもらせ、申し訳なさそうに肩かたをすぼめた。

「でも……先輩は先輩です」

「ん、セリムくんも譲らないもんねえ」

「……すいません」

　素直に頭をさげた少年へ、みかんはにぱっと笑ってみせた。

「いいよ！　それはそれでセリムくんのやり方なんでしょ。お兄ちゃん社長も、他人の価値観は大事にしないといけないって言ってたし」

「社長が、ですか」

「うん。セリムくんはまだお兄ちゃん社長に会ったことないんだっけ」

　みかんに尋たずねられて、セリムはことりとうなずいた。

「……あ、はい。長期出張で英国にいってるってことだったので」

「んー、あれもひどいよね！　いくら姉妹校で単位を取るのに問題ないからって、アディリシアさんがお兄ちゃん社長をひとりじめなんだもん！」

　こればかりは本気で不満げに、唇くちびるをとがらせる。

　その様子はとても可か憐れんだったけれど、ことセリムにとってはまったく別の意味を伴ともなっていた。

「大魔術グラン・決闘フエーデの、仕し掛かけ人……」

「あはは。そういう風に大げさに話す人もいるけどね」

　無む邪じや気きに笑って、みかんが訊きき返す。

「セリムくんも、そう思ってるの？」

「……えと、まあ」

　曖あい昧まいに、セリムはうなずいた。

「じゃあ……どういう人なんですか？」

「んー」

　人差し指を薄うす桃ももの唇にあてて、少女が空を見上げる。

「痛みが分かる人、かな」

「優やさしい人、とかじゃないんですか？」

　意外そうにセリムが言うと、みかんは微び苦く笑しようした。

「一見は優しいし、あたしも長いことそう思ってたけれど、やっぱりそれだけ持ち出すとずれる感じがするから」

　空を仰あおぐ。

　春の蒼そう穹きゆうはどこまでも深く、何か間ま違ちがえるとその色の中へ落ちてしまいそうだった。

　その空に向かって話しかけるみたいに、少女はランドセルを持った手を、腰こしの後ろに組んでいる。

「優しいだけだと、多分ここまでは来てないし、結果としてお兄ちゃん社長が傷つけることになった人もたくさんいると思う」

「…………」

　セリムは、その言葉を黙だまって聞いている。

「自分が守ってきた人も、自分が傷つけた人も、その両方の痛みを多分お兄ちゃん社長は知っている。知った上で、それでも叶かなえたいことがあったから、必死に足あ搔がいて、手を伸ばして、大魔術グラン・決闘フエーデまで行ったんだよ。うん、多分ダリウスさんや……あたしのおばあちゃんも同じじゃないかな」

「ダリウスさんって〈協会〉会長の？」

「うん。確か、最近会長になったんだよね。〈銀の騎き士し団〉のジェラールおじいちゃんが顧こ問もんになって」

　みかんがくるりと人差し指を回した。

〈協会〉が独自の第三団サード・オーダー──魔ま法ほうによってつくりあげられた人造の魔法使い──を掲かかげ、数百年来の首領としてきたことは、一部の結社にとっては公然の秘密だったが、このたびそれを廃はい止しして正式にダリウス・レヴィが〈協会〉会長となったのである。

　無論、大魔術グラン・決闘フエーデによって第三団サード・オーダーが失われたことが直接の理由だったが、過去の因習によって生きている魔法使いたちに、この改革は大きな動どう揺ようを引き起こした。

　それでも、大多数の結社が離り反はんしなかったのは、〈銀の騎士団〉など有力な古参結社が睨にらみを利きかせたためだろう。いち早く〈アストラル〉と友好契けい約やくを結んだかの結社は、ここでもまた一歩先んじた政治戦略を発揮したこととなる。

　ジェラール・ド・モレー。

　もとより狡こう猾かつな政治力で知られた魔法使いだったが、かの大魔術グラン・決闘フエーデで最も株を上げたのは、かの老人に率いられた〈銀の騎士団〉と〈ゲーティア〉であろう。

　そして、

「それに……みかんさんのお婆ばあさんも……葛城家の」

「鈴すず香かおばあちゃんは、直接大魔術グラン・決闘フエーデには関かかわらなかったけどね。それでも香かおりお姉ちゃんと辰たつ巳みお兄ちゃん、弓ゆ鶴づるお兄ちゃんを出してくれたから、本当に助かったよ。今は、みんな葛城家で……あ、辰巳お兄ちゃんは一いつ旦たん実家に戻もどってるんだったかな」

「え、ええ」

　少し遅おくれて、セリムが相づちを打つ。

　いずれの名前も、極東情勢に疎うといセリムですら何度も聞かされたものだったからだ。もちろん〈アストラル〉に入社する以前から、メンバーの来歴については把は握あくしているのだが、こうして当事者から聞かされると、改めて驚きよう愕がくを吞のみ込むのに苦労する。

「どうしたの？」

「いえ、ちょっと目め眩まいが」

　眼鏡めがねを持ち上げてから瞼まぶたを押さえて、セリムがかぶりを振った。

　この結社にいると、こちらの常識がおかしくなってくる。二度三度、自分は間違えてないと念押ししてから、改めて少女を見やる。

　川辺を一いつ緒しよに歩きながら、

「ところで、今回の依い頼らいは呪じゆ波は汚お染せんということでしたが」

「うん！　呪波汚染の洗せん浄じようだってあたしも聞いてる。セリムくんが来る前に市内を歩いてたんだけど、なんか小さな──呪波汚染まではいかないぐらいの、呪力の散乱があちこちで起きてるみたい」

「何か、霊脈レイラインに異常でも？」

　セリムが眉まゆを寄せる。

　局地的な呪波汚染よりも、そうした広い規模の呪波汚染の方が珍めずらしいからだ。こういう規模の場合、魔術や魔法使いではなく、霊脈レイラインを塞ふさぐ形でビルが建設されたなど都市計画に端たんを発することが多い。

　三角の建物は不ふ吉きつであるとか、風水などでよく言われることだが、欧おう米べいの魔術理論でも似たような発想は散見される。日本でも、地じ鎮ちん祭さいなどの儀ぎ式しきはこうした発想から発展した経けい緯いがある。

　みかんも、軽く首をひねった。

「かもしれない。この街の近くには魔術結社とかないはずだし……」

「中華街は近いですけどね」

　セリムが、きゅっと唇をへの字にする。

　西洋結社を発ほつ端たんとする〈協会〉は、広く世界中の結社を押さえているが、やはり中国や極東のそれについて関係性が薄くなることは否いなめない。国外でありながら、大陸と同じ環かん境きようが再現される中華街は、そうした結社が集つどいやすい場所でもあった。

「ひょっとしたら、〈協会〉に加わってない魔法使いが、おかしな儀式でもしてるんじゃないですか」

「ああー、セリムくん、また変な決めつけしてるでしょ」

「そ、そう言われても……」

　眼鏡を押さえ、少年がかすかにうろたえる。

　実際、魔術系統の違いは価値観の違いなのである。

　これに洋の東西まで加わっては、人種どころかほとんど理解不能の異種族の様相を呈ていする。もとより古い考え方をする魔法使いからすれば、ついつい差別的な意識を持ってしまうのも致いたし方ないところだ。

　だけど。

　みかんは、むっと上うわ目め遣づかいに訴うつたえた。

「じゃあ、セリムくんは、同じ東洋の魔法使いのあたしも信用できないの？」

「…………」

　少年が、気け圧おされたように口ごもる。

　それでも自分の考えを完全に撤てつ回かいするつもりはないらしく、きゅっとへの字の唇の口角をさらに歪ゆがませ、視線を落とすきりであった。

（これは、根深いかな？）

　ひっそりと、みかんは思う。

　この少年との付き合いは、まだ数ヶ月ばかり。互たがいの気持ちを先んじて汲くみ取るほどには至っていない。

　そうでなくても、簡単に意見が変わるようなら、魔法使いになんかならないのだ。

　現代において、なおも魔法使いを志す素養のひとつ。

　だからため息をついて、みかんは指示を下す。

「とりあえず犯人捜さがしは一旦おいて、見かけた呪波汚染を片かた端はしから洗浄していこ」

「……ええ、って、みかん先せん輩ぱい！」

「ほら、早く！」

　不満げな少年の手を握にぎって、少女は川辺を駆かけ出したのであった。
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「……ああ」

　少し離はなれた場所で、声がこぼれた。

　ちょうど先の川を見み渡わたせる、高台の路地裏だった。

「……あれだ」

　影かげである。

　ひどく不吉な、影だった。

　全身をくまなく灰色の長衣ローブで覆おおい、その顔もすっぽりとフードで隠かくした人影。

「……あれが、そうなんだ」

　石でも吞み込むごとき、声だった。

　響ひびきはむしろ軽やかなのに、どうしようもなく濁にごり歪みきったその声こわ音ねは、小こ柄がらな肩かたを蠢うごめかせ、乾かわいた唇くちびるを舌なめずりする。

　そして、

「あれが……〈アストラル〉……！」

　ゆらりと動いた手が、片目を押さえた。

　その指から、覗のぞいた瞳ひとみが。

　瞳が。




　見間違いようのない、アカイロの光を帯びていたのだった。
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　セリムたちは、市街の郊こう外がいから川原に沿って歩いていた。

　みかんは、手に清めた幣ぬさを持っている。

　神道の儀式を経た真っ白な紙は、呪力に反応しやすいよう調整されている。それらの呪物フエテイシユによって、ひとつずつ呪力の波長を確かめているのである。小川に沿って歩いているのも、霊脈レイラインが水の流れと同調しやすいのが理由だ。




「──きわめてきたなきもたまりなければきたなきとはあらじ」




　少女が、小さく祝詞のりとを口ずさむ。

　一口に呪波汚染といっても、その性質はさまざまだ。

　本当に魔術の影えい響きようによるものもあれば、さきほど話していたような建築計画、はたまた雷かみなりや地じ震しんといった自然現象によって引き起こされることもある。

　もちろん、たいていの場合は単なる呪力の乱れで落ち着き、徐じよ々じよに消え去っていくのだが……そんな常識の例外も、まま存在するのであった。

「今回の依頼は、〈協会〉の仲ちゆう介かいでしたっけ」

「うん」

　みかんがうなずいて、地図とにらめっこする。

「もともと〈協会〉は呪波汚染にうるさいしね。業務の三割ぐらいはこういうのばっかりだよ」

「そうですね。前の結社でも、そういう仕事は多かったみたいです」

「あはは。関係上、うちはそういうの依頼しやすいしね。出所がよく分からないのは、とりあえず任せちゃえぐらいで来るよ」

　みかんは再び地図を見下ろして、人差し指を現在地にあてて、ぐるっと回した。

「……ええと、裏はラピスがやってくれてるはずだから、まずはこの山を回って、登山路のあたりで戻ってきて……」

「長いですね……」

　セリムが、さすがにうんざりした顔になる。

（……というか、穂波先輩が僕に投げたの、これが理由だな）

　……まあ、基本的に、呪波汚染洗浄とは地味な仕事なのである。

　これは魔ま法ほう使つかいという在り方全ぜん般ぱんにも言えることであった。魔術という結果だけとってみれば、華はなやかで神秘に満ちあふれた生業なりわいと見えるが、そこに至るまではただひたすら地味で過か酷こくな作業の積み重ねだ。

　科学が現代を席巻するに至ったのは、けして才能や血統だけによるものではなく、その即そつ効こう性も大きな要因といえよう。

「むう。そうは言っても、あたしじゃこれ以上短縮できないし──あ、じゃあ、セリムくんも確かめてもらえる？」

「僕ですか」

「うん。どう？」

「……でしたら、やってみます」

　短く言って、少年もスーツの懐ふところに手を入れ、革製のケースからひらりと一枚のカードを取り出した。

　タロットカードだった。

　言わずもがな、二十二種類の大アルカナと五十六種類の小アルカナによって成り立つカードたち。

　表面には、戯ぎ画が化された太陽が描えがかれていた。

　少年がかすかに目を細めて、そのカードを地面に置く。




「第一の小径パスには太陽。汝なんじ、〈礎イエソド〉より〈尊厳ホド〉を走る光なり……」




　セリムの呪じゆ文もんに応じて、カードが淡あわく魔法使いにしか見えない光を放つ。

　少年の操あやつるそれは、カバラ魔術。

　遥はるかユダヤ教の伝説に由来し、生命の樹セフイロトと呼ばれる象徴シンボルをもとに運命を読み解き──あるいはつくりあげるための魔術系統だ。その伝統性と汎はん用よう性の高さから、〈協会〉に所属する結社でも研究対象として採用していることが多い。

　タロットカードはこれらのカバラ魔術と照応性が高く、携けい帯たいしやすい呪物フエテイシユとして重宝されているのだった。

　しかし。

　その現象よりも別のことに、みかんの注意は逸それた。

「座セフイラー……」

　小さく、呟つぶやいた。

「何か？」

「ううん、懐なつかしい気分になっちゃって」

　少女がかぶりを振ふると、ツーテールが同じく揺ゆれる。

　それで、セリムも気がついた。

「〈螺旋なる蛇オピオン〉の、ですか？」

「……うん」

　みかんがうなずく。

　大魔術グラン・決闘フエーデの一方の枢すう軸じく──〈螺旋なる蛇オピオン〉の幹部が、生命の樹セフイロトの座セフイラーを名乗っていたことは、セリムも知っている。魔法使いたちの新世界をつくろうとした彼らにとって、それは必然の名でもあったろう。

　他の誰だれでもなく、自らこそが運命を切り開くための一分子なのだという意志表示。

「…………」

　それ以上の思考は遮さえぎって、少年が集中を再開する。

　新たなカードを開く。

　そこには、木製の輪が描かれていた。




「第二の小径パスには運命の輪。汝、〈永遠ネツアク〉より〈慈悲ケセド〉を走る光なり……」




　ゆるゆると、光がひとつの流れを形成する。

　カードとカードの間で光がつながりあって、新しいカタチを紡つむぎあげる。しばらくそれを見つめてから、少年はゆっくりと立ち上がった。

「ある程度、あたりはつけられそうです」

「わ、すごい！　カバラって分ぶん析せきに長たけた魔術系統だっていうけど、本当だねえ」

　感心したみかんが、ぱちぱちと拍はく手しゆする。

「別に。これぐらい普ふ通つうです」

「でも、神道だとわりとケガレってだけで一いつ緒しよくたにしちゃうし。あ、でも香お姉ちゃんなら敏びん感かんだから、結構やれちゃうのかな」

　むうと腕うでを組んだところで、これは真面目まじめな顔で少年が振り返ったのだ。

「でも、みかん先輩だって天才でしょう」

「ふえ？」

　おかしな声が出た。

　それこそ、ネズミでもしめあげたような、素すっ頓とん狂きような声調だった。

「あたしが、天才?!」

「だ、だって葛城家のご息女で、たった十一歳で〈アストラル〉の重じゆう鎮ちんでしょう！　それが天才でなくてなんだっていうんですか」

　セリムの声音は苛いら立だたしげで──同時に、極きわめて真しん剣けんである。

　だからこそ、

「……ええっと」

　ひどく、少女は困った顔になった。

　くすぐったいような、なんだかとても場ば違ちがいな舞ぶ台たいにあげられてしまったような、そんな表情。ほんの少しだけにやけてしまうけれど、やっぱり素直に受け入れられるはずもなくて、ふるふるとかぶりを振った。

「というか、セリムくんの中ではそういうことになってるの？」

「そういうことも何も、間違ってますか」

　セリムが、詰つめ寄る。

　眼鏡めがねの下で、薄うす青あおい瞳はいっそ捨て身なぐらいだった。

　会話の流れで来てしまっただけだけど、それでも半はん端ぱな答えは許さない、と語っていた。

「天才でも何でもないのに、そんな相手の集団に、〈螺旋なる蛇オピオン〉が負けたって言うんですか」

「…………」

　だから、みかんも口ごもった。

　少しだけ時間をおいて、自分の中で言葉が生まれてくるのを待った。相手が納なつ得とくしてくれるかどうかは分からないけれど、それでも自分がきちんとうなずける言葉を届けたいと、そう思った。

　やがて、

「あたしは……」

　と、言いかけたときだった。

　突とつ然ぜん、衝しよう撃げきが脳天を突つき抜ぬけた。

「────っ?!」

　みかんだけではない。

　セリムもまた、こめかみを押さえてたたらを踏ふんだ。がくりと前のめりになりつつ、ぎりぎりで足を前に出し、持ちこたえる。

「今の、は──」

　顔をあげた瞬しゆん間かん、別のものが舞まい降りてきた。

　白い羽を生やした少女であった。

「ラピス！」

「みかん！　セリム！」

　翼つばさを羽ばたかせ、ゴシック服を纏まとった少女が呼びかける。

　錬れん金きん術じゆつによってつくられる、ライムンドゥス・ルルスの秘薬。誰でも使えるといった類たぐいのものではないが、その薬は魔法使いの身体からだをつくりかえ、半霊エーテル体の翼を生やす。

　ラピスは、まさにその秘薬に耐たえうる身体──人造生命ホムンクルス。

　しかし、今は。

　そのようなことはすべて些さ末まつというように、少女は必死で手を伸のばしていた。

「ふたりとも、まだ──」

　そう、言いかけたときだった。




　ばつん、と何かが切り落とされた。
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　同じ頃ころ。

　事務所で、硬かたい呟きがこぼれた。

「……やれてますかね」

「なんとかなるって。というか、思ったよりオルトは後こう輩はい思いなんやね？」

　デスクの書類をやっつけながら穂波が言うと、真しん紅くのコートを纏う少年はかっと頰ほおを染める。

「そ、そういうわけじゃありません」

「はいはい。いっちゃんがいるときは厳しいくせに、おらんときは急に甘くなるものね」

「…………っ！」

　これは形勢不利と見たか、コートの少年が目の前の仕事に手をつけだす。

　しかし、数分もすると、また物思わしげにボールペンを回しだすのであった。

「オルト」

　愛あい称しようで注意すると、びくんと肩かたを跳はねさせる。

「べ、別に、後輩のこと考えてたわけじゃ」

「はいはい」

　適当に流してから、また書類を一枚かたづける。

　積もっている書類の多くは外注の呪物フエテイシユや魔術書といった経費関連で、この手の業務が得意な穂波はプリンタみたいな勢いでこなしていく。

　そうしながら、唇くちびるに指をやった。

「……ただ、あたしもセリムはちょっと気になるかな」

「穂波先輩も？」

「まあ、あの子もうちに預けられるぐらいは厄やつ介かいやからね」

　少女が、淡く苦く笑しようした。

　デスクに頰ほお杖づえをつき、眼鏡越ごしの瞳がほんのりと憂ゆう鬱うつげな色を浮うかべている。そうしているだけでも、一いつ幅ぷくの絵になりそうだった。

　オルトヴィーンも手を止めて、少し間をおいてから訊きいた。

「穂波先輩は、どう思ってるんです？」

「セリムのこと？　それとも──」

　少し、沈ちん黙もくが落ちた。

　オルトヴィーンから、切り出した。

「セリムが見た──あれの」

　そこで、言葉が止まったのだ。

　オルトヴィーンが軽く鼻をひくつかせ、穂波の視線があがった。

　彼女の指先で流りゆう暢ちように動いていた羽ペンが、ぴたりと止まっていた。

「……何、今の？」

　ほんのかすかな、違い和わ感だった。

　おそらく常人ならば──いや、魔ま法ほう使つかいでもほとんどの者は何も感じまい。だが、ここにいる穂波はどちらでもなかった。

　まして、人じん狼ろうたるオルトヴィーンならば。

「ボクが見てきます」

　オルトヴィーンが席を立つ。

　後輩の姿が玄げん関かんをくぐるのとほぼ同時に、穂波もデスクの近くに畳たたんであった魔女のマントを着込み、準備を整える。

　すぐ、変化は訪れた。




「これは──！」




　ばつん、と断ち切れるような音が聞こえたのだ。
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　──ばつん、と音が聞こえたように思った。




　切り落とされた音。

　見えない巨きよ大だいな鋏はさみで、青空を断ち切ったかのような怪かい異いな音であった。実際、それはまともな常識ではありえない効果を、セリムたちの周囲にもたらしていた。

　世界が、灰色に満たされていた。

　小川も草むらもアスファルトも、遠目に見える住宅までも、何もかもが一いつ切さい合切の区別無く黒の濃のう淡たんだけで塗ぬり分けられていた。あたかも自分たちのいる場所だけが、突然色という概がい念ねんを忘れてしまったようでもあった。

　範はん囲いは、分からない。

　ただ、内側と外側が区切られている──その実感だけがある。

　さきほどまでは、ちらちらと窺うかがえた人の気配も、完全に絶えてしまっていた。

「結界──？」

　みかんは、呻うめく。

　もとは仏教の用語だが、多くの魔術系統で似た概念は存在する。つまるところ、あちらとこちらを分けるための区切りだ。

　しかし、これほど鮮あざやかな結界はそうそう張れるものでもない。

　セリムが、空を飛んできたばかりの先輩を振ふり返る。

「ラピス先輩、これって──！」

「分からない。ラピス、呪じゆ波は汚お染せんの洗せん浄じようをしてたんだけど、急に魔術で攻こう撃げきされて」

　ふるふると、赤い髪かみの少女は首を横に振る。

　同じように、翼も横に揺ゆれた。

　ほかに結界につかまった人間がいないところからすると、この結界も明らかに自分たちを狙ねらったものだろう。

　みかんの表情が、険しくなる。

「魔術で？」

「急いで逃にげてきたところで、この結界。追い込まれたみたい」

「やっぱり……誰だれかが裏にいるんですね」

　小さく、セリムが呟つぶやいた。

「セリムくん」

「だって、今度こそ間ま違ちがいないでしょう。きっと〈協会〉にも所属してないならず者の仕し業わざです。まずは〈協会〉に報告して、あの中ちゆう華か街がいから洗うべきですよ」

「何？」

　ことりと首を傾かしげたのは、急きゆう遽きよ加わったラピスには、みかんとセリムの間にたちこめる微び妙みような空気が分からないからだ。

「セリムとみかん、どうかしたの？」

「えっと……どうかしたわけじゃないんだけど……」

　みかんの語ご尾びが、困ったように搔かき消える。セリムも折れることはなく、唇のへの字の角度をさらにきつくするばかりだ。

　すぐの説明を諦あきらめて、みかんがひとまずラピスへ向き直ったときだった。

「とりあえず、この結界を調べて──」

　刹せつ那な、少女が振り返った。

　その手が跳ね上がり、懐ふところに挟はさんでいた玉たま串ぐしを振り上げる。少女の秘ひめていた呪力が、その玉串を中心に膨ふくれあがった。




「はらいたまい、きよめたまう！」




「──我は命ずるハイル」




　衝しよう撃げきが、みかんの掲かかげた玉串を突つき抜ぬけた。

　魔術の内でも、とりわけ霊れい的てき加護に特化した神道の魔術属性──〈禊ぎAbsolute Purification〉。それでも防ぎきれず、みかんの玉串が弾はじかれるほどの圧あつ倒とう的な呪力。かろうじて軌き道どうをずらされた攻撃魔術は、ぎりぎりで少女の身体からだをかすめ地面を深く抉えぐった。

「あ、つ……っ！」

　だが。

　問題は、そこにはなかった。

　みかんとラピスの意識を釘くぎ付づけにしたのは──その詠えい唱しようだった。

　ありえないほどに短縮化されたその呪文を、ふたりの少女は信じられぬ思いで耳にしていた。

「ま、さか……」

「今の、ヤドリギの、矢？」

　みかんとラピスが、とある推測をもって呻く。

　すぐ、ふたりの視線はひとつの場所でつながった。

　街から川岸へと連なる小こ径みちであった。すぐそばは団地につながっているはずなのに、先の結界のためか、まったく人の気配が感じられない。

　その小径から、灰色の影かげが落ちたのだ。

「…………」

　小こ柄がらな影であった。

　灰色の長衣ローブに遮さえぎられて、その中身はろくに分からない。

　ただ。

　ひとつだけ、明らかだった。

　フードの下から、アカイロの瞳ひとみがこちらを見み据すえていた。

　ゆえに、

「……フィン・クルーダ……！」

　茫ぼう然ぜんと、みかんが口にしたのだ。

　セリムも、猛もう烈れつな勢いで振り返った。

「そんな！」

　少年とて、その名は知っていた。

　妖精眼グラム・サイトとケルト魔術を操あやつる、〈螺旋なる蛇オピオン〉の〈調停テイフエレト〉の座セフイラー。大魔術グラン・決闘フエーデの最後まで戦い抜き、惑わく星せい魔ま術じゆつにも携たずさわったという生ける伝説。

　信じられない。

　だが、妖精眼グラム・サイトを持つ魔法使いは世界にもごくわずか。

　まして、今の呪文。ケルト魔術を実戦で使いこなせるのは、穂波やその祖母であるヘイゼル・アンブラーのほかには、フィン・クルーダしかありえない。

「本当に……〈螺旋なる蛇オピオン〉の……」

　少年の、声が掠かすれる。

　わずかに遅おくれて、急激な呪力の消しよう耗もうのためか、一いつ瞬しゆんよろけたみかんが灰色の長衣へと声をあげた。

「どうして、フィンさんが……！」

「…………」

　無言。

　灰色の影は、けしてこちらの質問に答えようとはしない。

　しかし、その指は遅ち滞たいなく動き、新たな触媒カタリストを挟はさんでいた。

　ヤドリギの矢だと、誰もが知った。古い言い伝えでは不死の神さえも殺した、天にも地にもあらざる呪物フエテイシユ。




「我はハイ──」




「哲てつ学がく者の卵は鶏けい鳴めいにて水銀の母を化合す。されば歌え、氷の女王！」

　今度はラピスだった。

　口走った言葉は呪文スペルではなく、錬れん金きん術じゆつの呪物フエテイシユを起動させるキーワード。同時に投げたフラスコが地面に落下するや、たちまち大地を凍こおりつかせ、近くの小川の表面までも白く硬かたく染めた。

　おそらく、フラスコの中身は液体窒ちつ素そにも似たものだったろう。

　錬金術の神秘は、量産性やコストを打ち捨てた代わりに現代技術をも凌りよう駕がする強きよう烈れつな冷気を撒まき散らした。

　だが、




「──我は命ずるハイル」




　そんな冷気の中で、灰色の長衣は霜しもひとつ寄せ付けることはなかった。その周囲一メートルほどで、氷の刃やいばは鮮やかな円を描えがいたまま撥はねつけられていたのである。

　妖よう精せいのように。

　欧おう州しゆうの伝説で言われる、妖精の輪フエアリイサークルのように。

　再び、ヤドリギの矢が走る。

　セリムが、叫さけんだ。

「みかん先せん輩ぱい！」

「イィ──エヤァ──！」

　豁かつ然ぜん、玉串は刃のごとく閃ひらめいた。

　雄詰おころび。

　少女が〈アストラル〉に来てから体得した、神道の秘ひ儀ぎのひとつ。魔術に対して真っ向から防護するのではなく、同じだけの呪力で迎げい撃げき中和し、発動そのものを阻そ止しする法。

　風が、少女の身体を叩たたいた。

「…………」

　灰かい衣いの影が、かすかに揺れた。

　その視線はまっすぐにこちらを向いていた。

「……は……あ……」

　長く、みかんが息をつく。

　雄詰おころびの法は、もう一度みかんたちの身を守ったのだ。

　しかし、妖精眼グラム・サイトのアカイロはますますその色を増して、今度は複数のヤドリギを長衣の両手に生んだ。

「五つ──」

　セリムが、血相を変える。

　これまでの二撃は、単なる小手調べに過ぎなかったのか。

「ラピス！」

　はたして灰色の長衣から目を離はなさず、巫女みこが同輩の錬金術師を呼ぶ。

「何、みかん」

「セリムくんを連れて、逃げて！　穂ほ波なみお姉ちゃんに報告を！」

「──え」

　一瞬、少年の反応が遅れた。

　その間かん隙げきをすりぬけるように、少年の脇わき腹ばらを抱だきしめ、至し極ごく当然と赤い髪の少女はうなずいたのだ。

「分かった」

　次の刹那、足が地面から浮うき上がった。

　少年の抵てい抗こうなど無いがごとく、ラピスの翼つばさが空を羽ばたいたのだ。

「みかん先輩！」

　もがいた少年が手を伸のばす。

　届かない。

　届くはずもない。

　一瞬だけ垣かい間ま見みえたみかんの横顔は、強い覚かく悟ごを秘めつつも、淡あわく笑っていた。

「みかん先輩──！」

　少年の声が、墨すみ色いろの空に響ひびいた。




　　　　＊




「──ラピス先輩！」

　やがて、翼が勢いを落とした。

　さきほどの川辺からいくらか離れた、林のそばである。

　もちろん、それも結界の内側ではあったが──降りたってすぐ、セリムは先輩へと訴うつたえたのだ。

「すぐ戻もどりましょう！」

　半ば涙なみだ目ながら、ぐいと目め尻じりを拭ぬぐう。

「……うるさい」

「そんなこと言ったって！」

　セリムは、強く叫んだ。

「さっきの魔法使いってフィン・クルーダなんでしょう?!　大魔術グラン・決闘フエーデで最後まで生き残った、〈螺旋なる蛇オピオン〉の座セフイラーでも特別な魔法使いなんでしょう！　だったら、いくらみかん先輩だって──」

「みかんはやられない」

　これは、はっきりとラピスが言ったのだ。

「みかんはラピスより弱いけど、あんなことじゃ負けない」

　この期ごに及およんでも、『自分よりは弱いけど』と対抗心は捨てないあたり、大変ラピスらしくはある。

　だけど、それ以上に少女の覚悟が伝わった。

　みかんとラピスの、ふたりが過ごしてきた年月こそが、少年を黙だまらせた。

「…………」

　数秒して、改めて口を開いた。

「じゃあ、どうするんです？」

「まず、みかんが言ってた通り穂波と連れん絡らくを取る。情報が早く行き渡わたれば、最悪の状じよう況きようにはなりにくいから」

　ラピスは、淡たん々たんとこれからの行動を述じゆつ懐かいする。

　す、と白い指がまっすぐに伸びた。

　林の向こう。

　街への方向だった。

「そのために、この結界を破る」

「結界を？」

「セリムは、結界の分ぶん析せきできる？」

「え。はい。さっき呪じゆ波は汚お染せんでやりましたけど──」

「──この結界、少し大きすぎる。この規模で急に張ったんだから、抜ぬけ道があるはず。みかんが時間を稼かせいでくれてる内に、早く解析して。そこから先は、ラピスがなんとかする」

「……分かりました」

　少年が、再びカードを取り出した。

　引き出したタロットの表面には、鎌かまを携えた死神が描かれていた。




「第一の小径パスには死神。〈永遠ネツアク〉より〈調停テイフエレト〉を走る光なり……」




　動どう揺ようした精神をなんとか静め、タロットと呪力に集中する。

　術式に則のつとって動き出した呪力をイメージし、空間を満たしている結界と同調させる。それは譬たとえるならば、他人が織り上げた布をカメラ越ごしに観察し、あるかどうかもわからないほつれを探すような行こう為いだった。

（……あれ？）

　違い和わ感が、脳のう裏りにささくれだった。

（……これだと……術式は……ケルト魔術じゃなくて……むしろ……）

　呪力を経由する感かん触しよくから、術式をイメージする。

　自分のイメージを押しつけないよう注意してよりわけ、魔ま術じゆつから伝わるカタチを脳内に構築する。見えないブロックを手て触ざわりだけで積み上げるような行為。群ぐん盲もう象を撫なでるということわざそのままに、自らの魔術への集中も並行する。

　ず、と胸の内側に黒い感情がこみあがった。

（……怒いかり？）

　術式を解析するということは、術者の内側に立ち入ることでもある。

　何を考えて、何を欲望して、何を嗜し好こうしているのか。魔術へと捧ささげた心と研けん鑽さんと時間のすべてが明るみに出てしまう。

　魔術には、何ひとつ隠かくせない。

　声が、聞こえた。

　遠い声。




　──『魔法ってすごい』

　──『私、みんなみたいになりたい』

　──『みんなみたいな、すごくて格好いい魔法使いになりたい』




（これ……は……？）

　映像の断片が、脳裏を掠かすめていく。

　魔術の発動と同期して、自分のものではない記き憶おくが、少年の内側に広がっていく。




　──『私は……』




　──夜空を見つめている、少女。

　──ほんの数十秒で潰ついえた奇き跡せきを、ずっと見つめている瞳ひとみ。

　──今にも泣き出しそうに歪ゆがんだ、しかしけして涙をこぼさない、その眼まな差ざし。

　──こぼれる、声。

　──『許さない……』




　──『私は……〈アストラル〉を……許さない！』




（これって……ひょっとして……）

　魔術への集中が、それ以上の推測を阻はばんだ。

　なかば無意識のままに、もう一枚のカードを引く。

　そこには、ふたりの弟で子しにかしずかれ、聖衣を纏まとう法王の姿が描えがかれていた。




「第二の小径パスには法王。〈慈悲ケセド〉より〈智慧コクマー〉を走る光なり……」




　少年の顔色が、一気に失われていく。

　青色チアノーゼを通り越して、もはや半はん透とう明めいといって良い領域まで突とつ入にゆうする。魔術が神秘へ手を伸ばす作業だとすれば、その代だい償しように術者が陥おちいる状態が常じよう軌きを逸いつするのも当然と言えたろう。

　やがて、どっと集中が途と切ぎれた。

　なかば失われていた顔色がみるみる血色を取り戻す。

　だからといって、精神疲ひ労ろうが一気に回復するわけではないが、ラピスはかまわずに後こう輩はいへ声をかけた。

「セリム、分かった？」

「……あ……はい」

　粘ねばり着くような汗あせを拭い、セリムはうなずく。

「これって……多分ケルト魔術と、別の術式の……組み合わせですから……」

　呪力の構築から、セリムが見切った結果を告げる。

　すると、

「……組み合わせ？　珍めずらしい」

　ぽつり、とラピスが感想を口にした。

　もともと、多くの魔術系統は互たがいに反発し合うものだ。よほど根源ルーツが近しい魔術──たとえば穂波が扱あつかっているケルト魔術と魔女術ウイツチクラフトのような場合であればなくもないが、ひどく希少なものには違ちがいなかった。

「多分、もともとの呪波汚染もその影えい響きようだったんじゃないかと……」

「……最初から、狙ねらわれてた？」

　ラピスの眉み間けんが曇くもる。

　それは、必然的にある推測を促うながすものだったからだ。

　この呪波汚染そのものが、仕組まれたものだったとしたら？

　自分たちはいつから、誰だれに、どういう思おも惑わくでここへ誘さそわれた？

「でも、どちらかというと、その、術式にこもった何かが気になって……」

「何？」

　ことりと首を傾かしげたラピスへ、自信なげにセリムが口を開く。

「あの……結界をつくった術者の記憶が残響して……ひょっとしたら……昔の〈アストラル〉にも関係してるような……」

「……術者が？」

　後輩の言葉に、しばしラピスが黙もくする。

　数秒ほどで、これ以上考えても仕方ないと見たのか、あっさりと顔をあげて別のことを後輩へと命じた。

「みかんが食い止めてる間に、距きよ離りをとるのが先決。結界の起点を教えて」

「……あ、はい。こちらです」

　セリムも素す直なおに応じた。

　だが、肝かん心じんの赤い髪かみの少女は、動かなかった。

「先輩？」

「ひとりで行って」

　訝いぶかしげなセリムを顧かえりみず、ラピスは瞳を動かした。

　鬱うつ蒼そうと茂しげった林の奥だった。穏おだやかな昼時だというのに、木々の間へ張りついたその薄うす闇やみから、大おお柄がらな影かげが分離したのだ。

「……え」

「……まだ、いたの？」

　赤い髪の少女が問う。

　さきほどの、灰かい衣いの者とは違う。

　体格を見れば分かる。

　セリムとあまり変わらなかったさきほどの灰衣に対して、今現れた灰衣は頭ひとつ大きい。軽く百八十は超こえているだろう。けして瘦やせ形ではなく、がっしりした体つきは軍人めいて無形の圧力を放っていた。

　しかし。

　灰衣以外にも、共通点はあった。

　セリムの声が上うわ擦ずり、ごくりと唾つばを飲み込む。

「……お前……も……」

「……ああ、もうあれにも会ったか」

　灰衣の壮そう漢かんが、微び笑しようした。

　そして、当然それだけではなく。

　ああ。

　その瞳には──やはり、あのアカイロが宿っているのであった。

「妖精眼グラム・サイト──！」

　畏い怖ふを込めて、セリムが呻うめく。

　およそすべての魔法使いにとって、恐おそろしくも羨せん望ぼうを集める魔眼。

　しかし、

「……大だい丈じよう夫ぶ」

　ラピスが、言ったのだ。

　振ふり返ったセリムの前で、人造生命ホムンクルスの少女は新たな灰衣を睨ねめつけていた。

「もう、からくりは分かってるから」

「……ほう」

　重く、灰衣の巨きよ漢かんが呟つぶやいた。

　しかし、恐るべき圧力に揺ゆるぎもせず、ラピスは巨漢へと言い放った。

「その妖精眼グラム・サイトの、正体は──」




　　　　２




　巫女みこの両手が、打ち鳴らされた。

　拍手かしわでという。

　神道においては、より特別な意味を持つ。

　すなわち神鳴り。天の神が盛大に打ち鳴らす、その音の模も倣ほうでもあるのだと。




「生いく魂たま、足たる魂たま、玉たま留とまる魂たま、国くに常とこ立たちの尊みこと！」




　今、それはみかんの手から空気を震ふるわせ、ある種の呪じゆ力りよくを纏まとった神鳴りと化して、灰衣の外敵へと襲おそいかかった。




「我は命ずるハイル」




　灰衣が宙を舞まった。

　呪文は、再び短縮された一言のみ。

　それでいて、放たれたヤドリギは正確に術者の四方へと刺ささった。避ひ雷らい針しんのごとくみかんの放った神鳴りを吸い取り、さらに妖精眼グラム・サイトが妖あやしいアカイロの光を浮うかべる。

　そのアカイロによって誘ゆう導どうされたか、同時に放たれていたヤドリギのいくつかはぐるりと大きな弧こを描いて、そのまま少女へと襲いかかったのだ。

「っ──！」

　みかんが、目を見開く。

　すでに完成した魔ま術じゆつを途中でねじ曲げるなど、まさしく妖精眼グラム・サイトならではの荒あら技わざだったからだ。

　この灰衣の瞳がニセモノなどではありえない、何よりの証しよう拠こ。




「はらいたまい、きよめたまう！」




　みかんが新たに叫さけんだ〈禊みそぎ〉が、ヤドリギたちをかろうじて食い止める。

　しかし、拮きつ抗こうは数秒と続かなかった。




「我は命ずるハイル」




　新たに投とう擲てきされたヤドリギが、みかんの霊れい的てき加護をたやすく引き裂さいた。

　巫女装しよう束ぞくが、ちぎれる。

　鮮せん血けつが噴ふき出た。

　二にの腕うでをかすめたヤドリギは、白い巫女装束と地面に赤いケガレをつくり、土を大きく巻き上げた。結界に閉とざされた灰色の世界の中で、少女の流した血と、灰衣の瞳ひとみだけが等しくアカイロだった。

「つ……あ……」

　可か憐れんな唇くちびるから、吐と息いきがこぼれる。

〈禊ぎ〉は、確かにヤドリギの威い力りよくを削そいでいた。

　かつてのみかんであれば、すでに命はなかったろう。濛もう々もうと立ちこめる砂さ塵じんの中で、それでも少女の膝ひざは崩くずれなかった。ぎゅっと唇を嚙かみしめ、震える身体からだを持ち上げて、みかんはただひたすらに呪力を練り上げた。

　代わりに、

「……やっぱり、そうだ」

　と、囁ささやいたのである。

「……あなたは、フィンさんじゃない」

「どうして？」

　初めて、灰衣が喋しやべった。

　ほとんど特とく徴ちようのない、かろうじて若い男とのみ知れる声こわ音ねであった。

「分かるよ」

　みかんは、きっぱりと言った。

「あの人とは、魔術を交かわしたんだもの」

　それは、たとえ言葉でなくても。

　自分の人生を賭かけた何かを、互いに交わしたのだから。

　たとえ敵と味方に分かれていても、命を賭としたやりとりだとしても、それ以上に伝わるモノをみかんは感じていた。

　いいや。

　多分、あの大魔術グラン・決闘フエーデに関かかわった魔法使いたちすべてが感じたはずだ。あの殺さつ伐ばつとした長い戦いに意味があるとしたら、まさしくそのやりとりであったろう。

　灰衣が、再び口を開いた。

「じゃあ、私は誰だれだと？」

「あなたは……」

　みかんが、そこで言葉を句切る。

　一いつ拍ぱくおいて、

「あなたが誰かは分からないけれど……何かは分かると、そう思う」

「────っ」

　息をのむ音が、聞こえた。

　すぐそれは、激げき昂こうとなって灰衣の若者の口から放たれたのだ。

「お前が、私たちを分かるだと──！」

「私たち」

　静かな声が、その怒いかりに冷や水を浴びせかけた。

「今、そう言ったね。やっぱり他ほかにもいるんだ？」

「…………」

　みかんの指し摘てきに、灰衣が一歩後ずさる。

　じり、と靴くつが砂を嚙んだ。

　かすかに崩れた体勢で、フードが落ちた。

　長い髪かみがこぼれた。

　アカイロの妖精眼グラム・サイトとよく似合う、漆しつ黒こくの髪。セリムと同じ十五、六ほどの可憐な素顔。風にそよいだ灰衣はささやかな胸のふくらみを露あらわにしていた。

（女の子──っ？）

　一いつ瞬しゆんの動どう揺ようを、みかんは押さえ込んだ。

　モノクロの世界の中で、葛かつら城ぎの巫女は強い意志とともに灰衣の少女を睨にらみつけたのだ。

「惑わく星せい魔術」

　短く、言った。




「あなたは……〈螺旋なる蛇オピオン〉の惑星魔術で、妖精眼グラム・サイトに目覚めてしまった魔法使いなんでしょ？」




　　　　＊




「その妖精眼グラム・サイトの正体は──惑星魔術」

　言葉は、もうひとつの戦場でも流れた。

　ラピスとセリム。

　そして、新たに現れた灰かい衣いの巨漢。

　睨み合う魔法使いたちの間で、少女の言葉はなおさら鮮せん烈れつに響ひびいた。

「──惑星魔術？」

　鸚おう鵡む返しに呟いたセリムへ、ラピスは小さくうなずく。

「もともと、〈螺旋なる蛇オピオン〉がやろうとしてた惑星魔術は、『人類すべてに妖精眼グラム・サイトを与あたえる』ためのものだった」

　そうだ。

　二年前の、大魔術グラン・決闘フエーデ。

　あのとき、大魔術グラン・決闘フエーデの裏で進行していた〈螺旋なる蛇オピオン〉渾こん身しんの魔術こそ、惑星魔術であった。

　魔術が科学に敗北した──敗北が決定してしまった現実を、ひっくり返すための一手。

　すべての人間に妖精眼グラム・サイトを与えるという、もはや狂きよう気きじみた計画。

　ラピスは、その事実を織り込みながら話す。

「結局、いつきの手で惑星魔術は止められた。だけど、ほんの数秒とはいえ魔術は実現したのも事実。だったら、その効果を受けた者がいてもおかしくない。そして、その中には、魔法使いがいても」

「…………」

　セリムは、茫ぼう然ぜんと少女の言葉を聞いた。

　──あの、数十秒の奇き跡せき。

　あらゆる人々に幻げん想そうを垣かい間ま見せたあの時間が、〈アストラル〉によって完全に打ち崩されていたわけではないと、今ラピスは言っているのだった。

　その名残なごりは、ここに生きているのだと。

「……そうだ」

　灰衣の巨きよ漢かんが認めた。

「私も、そのひとりだよ。あの惑星魔術によって擬ぎ似じ的な妖精眼グラム・サイトに目覚めた者だ」

　梢こずえが、風で揺ゆれた。

　ラピスの長い赤髪も同じように、炎ほのおに似て揺れた。

　セリムにとっては、見たこともない過去から吹ふいた風に思えた。

「そう」

　と、ラピスは言った。

「だからどうしたの？　〈螺旋なる蛇オピオン〉の後でも継つぎにきたの？」

「後、か」

　くく、と灰衣の巨漢が笑った。

「だがあたらずも遠からず。お前たちに協力してもらいに来たのは確かだよ」

「協力？　脅きよう迫はくじゃなくて？」

「お好みで。アイラが逃にがすとは思わなかったのでね」

　灰衣の袖そでから、太い腕が伸のびた。

　いかなる魔術がそこに発現するのか、桁けた外はずれの呪じゆ力りよくが渦うず巻まくのをセリムは感じた。妖精眼グラム・サイトが導いた呪力を統とう御ぎよすべく、灰衣の指はとある印形を結んだ。

　だが、

「でも、ラピスを襲おそったのは間ま違ちがい」

「？」

　疑ぎ問もん符ふは、声にならなかった。

　灰衣の妖精眼グラム・サイトが──突とつ然ぜん、その光を無くしたのだ。自らの顔を押さえて灰衣がうずくまり、代わりにラピスは自らの瞳へと触ふれていた。

　その瞳が禍まが々まがしく、凍こごえるような闇やみを湛たたえていた。

「え──！」

　セリムさえも、目を疑った。

　一瞬の、攻こう守しゆ交代。

　相対する者たちが、その立場をまさしく魔ま術じゆつのごとく入れ替かえて、鮮あざやかな逆転劇を演じていたのだ。

「妖精眼グラム・サイトは、無敵じゃない」

　当然のごとく、ラピスの唇が語る。

　少女の瞳の名を、こう呼ぶ。

　邪眼イーブル・アイ、と。

　その視線に射られたものすべてへ不幸を与え、目を合わせた者からは魂たましいそのものよりあらゆる視力を奪うばうという伝説の瞳。

「ラピスが、妖精眼グラム・サイトの天敵だから」

　かつて伊い庭ばいつきを苦しめたその瞳が、今は〈アストラル〉の一員として、妖精眼グラム・サイトから〈アストラル〉の後こう輩はいを守ることになるとは、なんと皮肉な運命であろうか。

（これなら──）

　と、セリムが思う。

「──どうして、みかんが逃げろと言ったのか、ラピスは分からないけど」

　ラピスが一歩前に出て、新たな試験管を指に挟はさむ。

　用心深く歩み寄ったその足が、突然太い腕うでに捕とらえられた。

「それは簡単。効かないからだ」

　うずくまっていた巨漢が、片手で少女の足を摑つかみあげ、立ち上がったのだ。

　その太い首に、眼めのカタチをしたお守りが下がっていた。

　セリムが、その正体を看破する。

「ホルスの眼！」

　エジプト圏けんで有名な、邪眼イーブル・アイ避よけの護符タリスマンであった。

　実際に『力』を持つ品は数少ないが、用よう途とが限られているだけに効果は絶大。少女の邪じや視から巨漢を守り、再逆転の一手を講じさせたのだ。

　だが、足から持ち上げられながらも、ラピスは表情を変えず試験管を放った。

　逆しまに持ち上げられた状態では当たるはずもないが、地面で割れた試験管は意外なモノを空気中に生んだ。

　クラゲのごとき、半霊エーテル体の人造生物。

　人工精霊エレメンタリイ。

「硫い黄おうと第一質料より生まれたものに命ず！　我が敵を討うて！」

　少女の指令を受けて、人工精霊エレメンタリイの触しよく手しゆが伸びた。

　じゅっと地面を焼く粘ねん液えきは、人工精霊エレメンタリイそのものと同じ半霊エーテル体。万物融化剤アルカヘストには及およばずとも、ほとんどの物体を溶よう解かいさせる魔ま性しようであった。

　巨漢は怯ひるまなかった。

　少女を摑んだ手を離はなし、灰衣を振ふり乱して、印形をつくったのだ。




「RPAW」




　短い呪句。

　ごっ、と風が吹いた。

　人工精霊エレメンタリイさえも薙なぎ払はらう、魔術の風。たちまち風船のように膨ふくらんだ人工精霊エレメンタリイが、ぱちんと弾はじけたのである。

「今の、魔法……」

　解放されたラピスが、巨漢から跳とび退り、目を見張った。

「ラピス先輩！」

　セリムが駆かけ寄る。

　しかし、それよりも早く、ラピスが命じたのだ。

「セリム。結界の破は壊かいを」

「は、はい！」

　うなずいた少年が、反転した。

　幸い、解かい析せきした結界の要点はすぐ近くだった。

　林と川の中間地点。

　少し前に満開を終えた桜の下には、汚よごれた薄うす桃ももの花弁と土がこんもりと盛り上がり──その下に、とある紋もん様ようが刻まれた呪物フエテイシユの存在を、少年は感知していた。

（──これが、結界の要かなめ──！）

　一枚のカードを、少年は取り出す。

　今度は意識して、とあるアルカナを選び出していた。




「選びし小径パスは塔とう！　〈永遠ネツアク〉より〈尊厳ホド〉を走りて、構築されし式を崩くずせ！」




　──世界が、砕くだけ散る。




　モノクロに塗ぬり分けられていた色しき彩さいが、一気に本来の姿を取り戻もどす。

　空は青く。

　林の緑はいざ萌もえて。

　セリムの行使したカバラ魔術は、至し極ごく単純。

　結界を形成していた呪物フエテイシユに対して、その呪力構成が破は綻たんするよう、新たな象徴シンボルを重ねただけ。象徴シンボルをもって呪力を操作することは、とりわけカバラ魔術の得意とする分野でもあった。

「ふ、はあ……！」

　とはいえ、ブーメラン効果反動は、セリムの心身にも打だ撃げきを与えていた。

　身体からだの芯しんに溶とけた鉛なまりでも注ぎ込まれたかのような疲ひ労ろう。眼球から脳天までを串くし刺ざしにする痛み。

　呪力の喪そう失しつとともに、どっと膝ひざをつく。

「えらい」

　とだけ、ラピスは後輩を褒ほめた。

　新たな試験管とフラスコを指の間に挟んで、目の前の灰衣へと語りかける。

「どうする？　まだやるの？」

　すると、

「──いやイヤいや」

　急に、日本語のアクセントが崩れた。

　どこか道化めいたふざけた口調。流りゆう暢ちように喋しやべれるくせに、趣しゆ味みで崩してると言わんばかりの話し方だった。

　それに、ラピスは聞き覚えがあった。

「あなた──」

「ヤッと気づいてくれたカナ？　気づいてもらえナイって、結構哀かなしいモノだナア。ドラえもんだと石ころ帽ぼう子しは便利だケドサ」

　灰衣の巨漢は、大きく肩かたをすくめる。

　まるで別人のごとき喋り方に、啞あ然ぜんとしたセリムをおいて、巨漢が数歩後ずさる。

「結界が壊レルと、ちょっと微び調ちよう整せいガいるんダヨネ。人造生命ホムンクルスの君モ、二年前カラずいぶんと腕をあげてしまってるシ。ここはマアこれデ──」

「ジェイク！」

　ラピスが、叫さけんだ。

　それより早く、巨漢が笑った。

「退ひくヨ」

　一言とともに、巨漢の瞳ひとみが強いアカイロを放った。




「WIRBDARFP」




　姿が、消えた。

　一いつ瞬しゆんだけ途と轍てつもなく高まった呪力が、そのまま巨漢を連れ去ったのだと、信じられぬ思いでセリムは見送った。

　瞬間移動。

　現代では、最高位のごくわずかな魔法使いだけが成しえる奇き跡せき。

「……今の……は……」

　言いかけて、どっ、と力が抜ぬけた。

　いかに自分が緊きん張ちようしていたか、それでやっと分かった。魔法使いにとっては自らの命さえも魔術を極きわめるための賭かけ金に過ぎぬとはいえ、セリムにしてみれば初めての戦いであったのだ。

　まして、彼らが秘ひめていた瞳は。

「ラピス先輩……」

「向こうからも、もう呪じゆ力りよくを感じない」

　ラピスが、とある方向を見つめて、口を開いた。

　みかんの方角だった。

「……向こうも、逃にげたんでしょうか」

　その言葉には応こたえず、ラピスが少年の手を握にぎった。

　冷たいその指が、逆方向に引っ張るのを感じて、少年が慌あわてて抗こう議ぎする。

「ラピス先輩！　みかん先輩は──」

「みかんは逃げろと言った」

　淡たん々たんと、ラピスは言う。

「で、でも、呪力は感じないんでしょう？　だったら戦いは終わったはずです。結界が解けたから、すぐには襲おそわれないと思います！」

「…………」

　引っ張られる手から、力が抜けた。

　後輩の訴うつたえに、少女も黙だまり込み、こちらを見つめたのだ。

　いつもの沈ちん黙もくと違ちがって、不思議な緊張を催もよおさせるまなざしだった。邪眼イーブル・アイという名と裏腹に、美しいフランス人形にも似たその瞳に、セリムがごくりと固かた唾ずを吞のんだ。

「そんなところだけ、いつきと似てる」

「え？　誰だれに？」

　きょとんとした少年に、先輩である人工生命ホムンクルスの少女はくるりと踵きびすを返した。

「ラピス先せん輩ぱい？」

「みかんと合流する」

　硬かたい声で言って、ラピスはうなずいたのであった。




　　　　３




　はたして。

　川原へと戻ってすぐ、セリムは目の前の光景に硬こう直ちよくした。

「──みかん先輩！」

　叫びは、喉のどの奥でくぐもる。

　鮮せん烈れつな血だまりだけを残して、先輩である巫女みこの姿が消えていたからだ。

「……駄だ目め。穂波にも連れん絡らくがつながらない」

　少し遅おくれて、ラピスが携けい帯たい電話を下ろす。

　魔ま法ほう使つかいによっては現代の機器を忌き避ひする場合もあるが、ラピスはそのタイプではなかった。よほどの通信用魔術よりも、携帯電話ひとつあった方が遥はるかに簡便で、費用も安くつくからだ。

「それって──」

「結界はほどけたけれど、多分、別の何かで付近の通信を妨ぼう害がいしてるんだと思う」

　ラピスの答えに、セリムも納なつ得とくする。

　魔術と科学は、すべてが無干かん渉しようというわけではない。

　科学があくまで自然現象に依い存ぞんしている以上、やはり互たがいに影えい響きようを与あたえ合う。たとえば強力な電気が呪力の乱れを起こすように、逆に呪力によって電磁波を乱すようなことも十分可能なのである。

「じゃあ……」

「さっきの結界もそうだけど、意図的にラピスたちと穂波たちを分断させようとしてるってこと。それに、結界が壊こわれてもこっちの妨害が残ってるってことは、相当手が込んでる」

　そう言って、ラピスは血だまりのあたりへ無表情にしゃがみこんだ。

　血の量自体はさほどでもない。

　吐はき気を堪こらえ、その後ろに続いたセリムは、続く少女の言葉に眉まゆ根ねを寄せた。

「おかしい」

　小さく、ラピスが呟つぶやいたのだ。

「妖精眼グラム・サイトだけだったら、みかんが負けるはずない」

「ラピス先輩！　まだそんなこと言っても──」

　抗弁しかけて、セリムが口ごもる。

　目の前で、真しん剣けんにラピスが悩なやみ始めたのである。迂う闊かつに声などかけられない集中ぶりで、やがてその頭がとある方向を向いた。

「増ぞう援えんか、それとも……」

　ゆっくりと歩き出す。

　川のせせらぎに誘さそわれるような足取りを、慌ててセリムが追っていくと、数十秒ほどでラピスが足を止めた。

　これもしばらく、黒土を観察していた後、

「……ここ」

　と、指さした。

「え？」

「呪力の乱れがある」

　じっと見つめていたラピスが、ドレスの袖そでから小さなスポイトを取り出したのだ。

　別に出した小こ瓶びんから、紫むらさきの液体を吸い上げる。

　セリムが首を傾かしげた。

「それは、何です？」

「錬れん金きん術じゆつの試験液」

　短く言って、さきほどの箇か所しよにぽたりと垂らした。

　思いがけない変化が起きた。

　最初紫に広がった試験液の波は紋もんが、急に虹にじ色いろに輝かがやいたのだ。錬金術が科学の始祖でありながら、けして科学にのみ収まるものではない証しよう拠こに、それは一個の生物のごとく蠢うごめき、ぎゅるりと一定の方向へ走り出した。

「これ、セラトゥムの試薬……！」

　眼鏡めがねの弦つるを押し上げて、セリムがその動きに目を見張った。

　ラピスが、すっと目を細めて、走り出した液体を追う。

　それは、素す早ばやくひとりでに、とある紋様を描えがき始める。

「そう。あにさまと改良したやつで、呪力に反応する。動いたカタチと色がどの魔術系統に属するかを示すんだけど──」

　そこで、言葉が途切れた。

　液体のつくりだした紋様が、この人造生命ホムンクルスの少女をして驚きよう愕がくせしめるに足りたのだ。

「ラピス先輩？」

「……まさか」

　と、指を硬直させた。




「ここに、来たのは──」




　　　　＊




「……ここ、は？」

　みかんが目を覚ましたのは、小さなベッドの上であった。

　薄うす暗ぐらい、闇やみの中だ。

　ひんやりと冷たい空気が、リノリウムの床ゆかに張り詰つめていた。埃ほこりっぽい感じで薄れてはいたが、かすかに薬品臭しゆうもこびりついている。

（多分……廃はい棄きされた病院かな？）

　そんな推理を頭の隅すみに浮うかべて、ベッドから身を起こす。

　まだ、意識がふらついている。頭の芯しんがハンマーか何かでぶんなぐられたかのよう。寒気と怖おぞ気けを堪えながら、みかんは必死で意識を覚かく醒せいさせる。

　思い出す。

　最後の瞬間、何があったのかを──




　──「あなたは……〈螺旋なる蛇オピオン〉の惑わく星せい魔術で、妖精眼グラム・サイトに目覚めてしまった魔法使いなんでしょ？」




　そうだ。

　灰かい衣いに言った直後、もうひとつの影かげが持ち上がったのだ。

　突とつ然ぜんの乱入に、みかんはなすすべもなく倒たおれてしまった。それ自体は自分の未熟というだけのことだが、もっと別のことが少女の意識を捉とらえていた。

　あれは──




「──あら、起きたの？　お久しぶり」




　無む邪じや気きな声が、かかった。

「あなた、は──」

　みかんの目が、大きく見開かれる。

　薄闇を剝はいだように、いつのまにかそこに朧おぼろな影が現れていた。

　朧、というのは実体ではないからだ。

　茨いばらの冠かんむり。

　手に携たずさえた王おう錫しやく。

　首下からさげた肩帯ストラ、長い髪かみとそろりと伸のびた睫まつげ、こちらを見み据すえた瞳ひとみさえも純白に溶とけている。

　何よりも、霊エーテル体だというのに他を圧する──ありとあらゆる魔法使いを平へい伏ふくさせるに足る、その絶大なる皇気。

「第三サード……団オーダー……」

　そこにいたのは紛まぎれもなく、かつて〈螺旋なる蛇オピオン〉を率いた、あまりにも無む垢くすぎる白い少女であったのだ。

〈王冠ケテル〉の座セフイラー。

　タブラ・ラサ。

　かつて、大魔術グラン・決闘フエーデを引き起こした両極のひとつ。布ふ留る部べ市の霊脈レイライン──アストラルを自らと同じ第三団サード・オーダーと昇しよう華かせしめた際、代だい償しようとして消しよう滅めつしたはずの存在。

　だからこそ、みかんも信じられぬように声を上うわ擦ずらせた。

「どうして、あなたが──」

「第三団サード・オーダーは簡単に消滅したりしないもの」

　朗ほがらかに笑って、白い女教皇ハイ・プリエステスは言う。

「もともと、あたしたちは魔法使いの無意識をつなぐことで、呪じゆ力りよくそのものに一定の方向性──擬ぎ似じ的な人格を与えた存在よ。〈螺旋なる蛇オピオン〉に共感する魔法使いたちがいる限り、完全に消滅することはありえない。もちろん、完全に昔のままというわけでもないんだけどね。ここまで戻もどるだけでも、結構苦労したものよ？」

　第三団サード・オーダー。

　その正体は、魔法使いになった魔法。

　媒ばい体たいになった魔法使いの無意識と術式によって、疑似人格を持たされた呪力そのもの。だからこそ、媒ばい介かいになった魔法使いが消え去らぬ限り、自分もまた消滅しないのだと、少女は言い放ったのだ。

「あなたたち、は」

　ぎこちなく、みかんが巫女装しよう束ぞくの胸むな元もとを押さえた。

「まだ……あなたたちはやるつもりなの？」

「けして負けないネバーサレンダー」

　無邪気に、純白の第三団サード・オーダーは口にする。

「あたしたちは戦う。ずっと戦う。ずっとずっと戦う。負けたりしないし、ましてや負けを認めたりもしない。みっともなくても恥はずかしくてもどれだけ負けが込んでも、最後の最後にたった一度だけ勝てばいいと、そう思ってる」

「…………」

　みかんが、言葉を無くした。

　タブラ・ラサが何を根底としているのか、やっと少女にも理解できたのだ。

　妄もう執しゆうである。

　同時に、どうしようもないほどの信念であった。

　誰だれにも曲げられず、誰にも咎とがめられないほどの、いっそ絶望的な精神こころ。

　永遠とは、あるいは彼女のための言葉であったか。人ならぬ魔法使いは──第三団サード・オーダーたる少女は、そのようにしか生きられないのだった。

　そのように、つくられた存在モノなのだから。

「どうするつもり、なの？」

　みかんの問いに、タブラ・ラサはゆるりとうなずいて言った。




「妖精眼グラム・サイト」




　言葉は、薄闇を剝ぐようだった。

「それ、は──」

「当然でしょう？　あたしの──いいえ、あたしたちの成した惑星魔ま術じゆつを、その先に持って行くんだから」

　それから急に、タブラ・ラサはみかんの顔のすぐ近くへしゃがみこんだのだ。

「あなたも、それが分かったから、あの子を逃にがしたんじゃないの？」

「────っ！」

　みかんの身体からだが、硬こう直ちよくする。

　にっこりと、純白の第三団サード・オーダーは笑った。

「ん、分かりやすいなあ。確か、セリムくんだっけ。やっぱりあなたたちも、あの子の意味を知ってるんだ」

「セリムくんは──！」

　言いかけたみかんに応こたえず、タブラ・ラサは背後を振ふり向いた。

「──もう大だい丈じよう夫ぶなの？」

　無論、みかんへの言葉ではなかった。

　割れるようにして部屋の扉とびらが開き、新たな人物を招き入れたのだ。

「あ──」

　夜そのもののごとき漆しつ黒こくの髪が、揺ゆれる。

　胸元にはイチイの刺し繡しゆう。手首にはヤドリギと思おぼしい腕うで輪わ。

　最初にみかんと相対した、ケルト魔術を使う灰衣の少女だった。厳しく唇くちびるを引き結んだままで、その少女はタブラ・ラサに一礼した。

「少し肌はだを焼かれましたが、治療薬パナケアが残ってたので特に問題もなく。もう十分魔術戦に戻れます」

「ん、良かった良かった。二年間でこの子みかんが思ったより強くなってたものだから、手こずらせちゃった」

　唇に人差し指をおいて、悪戯いたずらっぽくタブラ・ラサが笑う。

　しかし、それよりも、

「あなた──」

「葛城みかん」

　呼びかけたみかんを振り向き、きっ、と灰衣が睨ねめつけたのだ。

　その眼光に、みかんが一いつ瞬しゆんたじろぐ。

「大魔術グラン・決闘フエーデは、みんな覚かく悟ごしてました」

　淡たん々たんと、灰衣が口にした。

　感情を押し殺しつつも、その内側に溶よう岩がんのごとき赤熱した何かを秘ひめた物言いに、みかんは部屋が狭せまくなったような錯さつ覚かくを感じた。

「……大魔術グラン・決闘フエーデ？」

「だけど」

　フードが、揺れる。

　その内側の、漆黒の髪を露あらわにして、灰衣の少女はみかんを睨にらみつけたのだ。

「メルキオーレさんも、サタジットさんも、〈礎イエソド〉さんも殺されていい人じゃなかった。ツェツィーリエさんを恨うらんでいた人は多いだろうけど、それでもあんな風に死ななくて良かったと思う」

「あなた……」

　みかんが、瞬まばたきする。

　その物言いが、みかんの奥深くを抉えぐったのだ。

「……あなたは、誰？」

「徒と弟ていよ」

　と、灰衣の少女は胸を張った。

「〈螺旋なる蛇オピオン〉の徒弟、アイラ。みんなの弟子」

「アイ、ラ？」

　知らない名前だった。

　しかし、その重要性は、すぐに知れた。

「あたしの……大事な後こう継けい者しやよ！」

　後ろから抱だきついて、タブラ・ラサが少女へと頰ほおずりしたのだ。

「た、タブラ・ラサ様」

「いいでしょいいでしょ！　やあっと見つけたんだ。あたしの続き。あたしたちの続き。あたしたちの未来！」

　とても陽気に、朗らかに、タブラ・ラサは言う。

　つまり、それはこういうことだ。

　大魔術グラン・決闘フエーデは終わってなどいないのだと。少なくとも、自分たちは終わったなどと認めていないのだと。

　だからこそ、みかんは絶句した。

（〈螺旋なる蛇オピオン〉の、後継者……！）

　それこそ、今すぐにも皆みなへ伝えなければならない重大事じ項こうではないか。

　だが、かほどにのんきな情景でありつつも、アイラの視線がこちらの一挙一動を見張っているのは明らかだ。そうでなくても、第三団サード・オーダーたるタブラ・ラサの秘術が、自分を拘こう束そくしていないとも限らぬ。

　悶もん絶ぜつしたくなるもどかしさに奥歯を嚙かんでいると、新たな気配が扉からぬるりと現れたのだ。

「あ。そちらも無事に終わったの？」

「はいナ」

　今度の声は、みかんにも聞き覚えがあった。

　忘れられるはずもなかった。

　暑そうにフードを下ろすと、その巨きよ漢かんはサングラスをかけ直した。胸元には金の首くび飾かざりを三重にして、どっかと近くの壁かべにもたれかかった。

「あ……」

「ヤヤ、これはお久しイ。大魔術グラン・決闘フエーデではずいぶん泡あわを食わさレテタよネ？　アハハ、その時には俺ハぶっ倒たおれてたんダケドネ!!」

　みかんを見て、にんまりと巨漢は唇を歪ゆがめて見せた。

　慇いん懃ぎん無礼なほど馬ば鹿か丁てい寧ねいに一礼して、アイラの頭へ無造作に手を伸のばす。

「ドウだアイラ。〈アストラル〉の連中に会っタラ殺してやりたいとか言ってたケド？」

「タブラ・ラサ様が人ひと質じちにすると言っていた以上、私が勝手に手を出すことはできません。だ、だから頭撫なでないでください！」

　嫌いやがるアイラが面おも白しろいのか、ますます、くしゃくしゃと頭を撫で回す。

　そんなジェイクに、タブラ・ラサが問いかけた。

「じゃあ、布留部市の方は？」

「ああ。なんトカ穂波・高たか瀬せ・アンブラーとオルトヴィーン・グラウツが出てこれなイようにはしましたケドネ。こっちと違ちがッテ、強度優先のツクリではありますケド、あいつラどんな裏うら技わざ使うカ分からないカラ、半日以上ハ保証しませんヨ。マリオだっていまダニ無限増ぞう殖しよくで九十九機まで増やせチャウんですヨ？」

「仕方ないわねえ」

　白い少女が、小さくため息をつく。

　その様子だけをとれば、至し極ごく穏おだやかな──風変わりな少女と白人の日常会話とも映るだろう。

　しかし、実態は違う。

　かたや、かつて世界をどよめかせた〈螺旋なる蛇オピオン〉の首領であり、かたやその片棒を担かついだ大魔法使いだった。

「後、やっぱリあれも侮あなどれナイ。あっさり結界ガ壊こわさレましたヨ？」

「そうでないと困るでしょう」

　タブラ・ラサが微び笑しようする。

（あれ……）

　みかんが、戦せん慄りつする。

　ジェイクの言う相手が誰のことか、少女にも分かったからだ。

「まあ収しゆう穫かく用の準備も整えてましたんで、なんとかカントカ続きもやれるカト。あいつら一応仲間意識強いカラこの巫女みこさん放っておいタリもしないデショうけど、少しは急がナイト、間に合わなくナッチャイます。なんデ、ソロソロ行きまショウカ？」

「うん」

　こくりと、タブラ・ラサがうなずく。

「分かりました」

　と、アイラも従った。

　三人ともみかんに背を向けて、部屋の扉へと向かい出す。

「ま──」

　やっとのことで、声が出た。




「──待って──！」




「嫌ヤだ」

　タブラ・ラサがにっこりと笑った。

　子供が遊びのお誘さそいを断るみたいに、いーと歯を剝むき出した。

「さあ、みんな。収穫にいくわよ？」

　笑え顔がおのまま、女教皇ハイ・プリエステスは残るふたりへ号令をかけたのであった。
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「タブラ・ラサ……！」

　セリムが、打ち震ふるえた。

　ラピスが告げた名前は、少年にとっても運命的なそれであった。

　彼が知らぬ内に、彼を決定づけてしまった大魔術グラン・決闘フエーデのもうひとつの軸じくたる存在。

　魔ま法ほう使つかいの中の魔法使い。

　第三団サード・オーダー。

　完全に硬こう直ちよくしたセリムを見やって、ラピスは可か憐れんな唇くちびるを開いた。

「どうするの？」

「……え？」

　思いがけない質問に、少年が瞬まばたきした。

　すると、当然のように、ラピスが囁ささやいたのだ。

「だって、セリムはずっと前から〈螺旋なる蛇オピオン〉のことを気にしてたでしょう」

　そして。

　こう、続けた。




「そんなに、セリムは〈アストラル〉が嫌い？」




「っ──！」

　少年が、硬直した。

　ラピスは、ただじっと後こう輩はいを見つめていた。

　けして非難する様子ではない。しかし、その代わりに噓うそもごまかしも通じない、そんな瞳ひとみだった。

「なんとなく知ってた」

　と、少女は小さくうなずく。

「セリムは〈アストラル〉に来てからずっと、憎にくしみをたくさん押し込めてた。ぶつける相手が見つからなくて、ずっとずっと迷ってた。だからしょっちゅうイライラしてたし、穂ほ波なみやオルトヴィーンにはそれとなく〈アストラル〉の外に出て行かないのかって促うながしてた。違う？」

「それ、は──」

　呻うめくようなセリムの言葉に、ラピスは続けて口を開いた。




「だったら、昔のラピスと同じ」




「……、ラピス先輩、が？」

　セリムの声こわ音ねも揺ゆれた。

　到とう底てい、今の先輩からはそんな様子が窺うかがえず、しかしラピスはごく自然にうなずいたのだ。

「ラピスは、〈アストラル〉が温かいのが許せなかった」

　空を見上げて、少女は告げた。

　過去のこと。

　過去の自分。

「魔法使いなら、誰だれもが魔術に邁まい進しんして、そのためだけにすべてを打ち捨てているべきだって思ってた」

　かつて、ユーダイクスとともに、〈アストラル〉へ反旗を翻ひるがえしたときのことだ。

　いつきに助けられたラピスは、いくつかの偶ぐう然ぜんから〈アストラル〉の内情を知るに至った。実の家族のように温かで、互たがいを思いやったその在り方に触ふれてしまった。

　そのとき少女の脳のう裏りをよぎったものは、けして単なる共感ではなかったのだ。




　──こうじゃなきゃ、良かったのに。

　──魔法使いなんて、全部同じだと思ってたのに。




　そうだ。

　魔法使いなんて全部同じだと思っていた。

　だからこそ、大好きなあにさまに無む下げにされてもラピスは耐たえることができた。それが当たり前なんだから、いちいち嘆なげいたり悲しんだりするようなことじゃないと思っていた。

　でも、当たり前だと思っていたことが、そうじゃなかったなら？

　ただ単に、自分が不幸なのだと、そう思い知らされたなら？

「あ……」

　少年が、息を止める。

　想像したのだ。

　あまりにも絶望的すぎる、事実。

　その衝しよう撃げきは大げさでなく、少女の世界を破は壊かいするに足りると、確信してしまったのだ。

「ラピスにとって、あれは間ま違ちがいなく破は滅めつだった」

　少女が言う。

　少年は、ただその告白を聞いていた。

　善意が誰かを救うとは限らない。

　悪意が誰かを傷つけるとも限らない。

　少し考えてみれば誰もが知っていることで、しかし誰もがすぐに忘れてしまうこと。

「…………」

　近くの川のせせらぎが、ひどく遠く聞こえた。結界が破壊されたためか、何羽かの鳥が空を飛び交かって、鳴き声が高く響ひびいた。

　やがて、ぎゅっと胸むな元もとで拳こぶしをつくった。

　いろんな思いの丈たけを込こめて、セリムは自分の先輩へと問うたのだ。

「なのに、どうして〈アストラル〉に加入したんですか」

「いつきが、教えてくれた」

　また、その名前を少女は言った。

　少年がいまだ会ったこともない相手の名前。二年前、魔術世界を決定的に動かした──されど魔法使いですらない相手の名前。

「いつきが、手を伸のばしてくれた。ラピスのいた状じよう況きようは普ふ通つうじゃないけれど──だけど、それでもやっぱり不幸なだけなんかじゃないって、叫さけんでくれた。あにさまと一いつ緒しよにいてもいいと、言ってくれた」

　ユーダイクスのもとに、それでもラピスが残った理由。

　少女のあったその状況を受け入れて、さらに先を示してくれたこと。

　そのままでいいというのは、けして容易たやすい助言ではない。きっとラピスはもっと傷つくだろうし、もっとひどい目に遭あうかもしれない。それでも君の自由にしていいんだと、そう言ってくれたのだ。

　だから。

　ラピスは、自分の好きにした。

　初めて、自分の意志で何かを選ぶことができた。

「多分、〈アストラル〉にはそういう意志が満ちてる。いつきがいてもいなくても、いつき自身が選んだ方向性ベクトルがあの場所には刻まれている」

　たとえばそれは、かつてロンドンの会議前にいつきがさらわれたとき、残された穂波が「いつきならこう言うからだ」と答えたように。

　たとえばそれは、大魔術グラン・決闘フエーデにおいて、あれほど多くの魔法使いたちが〈アストラル〉へ集まって、ひとつのことを成し遂とげられたように。

　今、ラピスが言う。

「でも、そんないつきや〈アストラル〉が、セリムにとっては息苦しい？」

「……ぁ」

　少女の質問に、セリムは口ごもった。

　この先輩は、どうしようもなく自分の内側を刺さし貫つらぬく。本人もよく分かっていなかった柔やわらかなどこかを、容よう赦しやなく引っ搔かいてくる。

　子こ猫ねこの爪つめにやられたような、鈍にぶい痛みがじんじんと離はなれなかった。

「……それは」

　と、やっと口にする。

「それは、僕が、〈アストラル〉を受け入れられないから」

　がくり、とセリムが肩かたを落とした。

　妙みように疲つかれた気がした。戦いの興奮である程度麻ま痺ひしていた疲ひ労ろうが、一気に押し寄せたのかもしれなかった。

　ここは自分の居場所ではないのだと、念押しされた気分だった。

　しかし。

　ラピスは、ことりと首を傾かしげた。

「いいんじゃない？」

「いい？」

　訊きき返すと、ラピスは小さくうなずいた。

「いつきもよく言ってた。自分のやってることは別に正しくないって。世界を正しく導いてるわけじゃないし、ひょっとしたら後々にまで禍か根こんを残すとんでもない間違いなのかもしれないって」

　一いつ拍ぱくおいて、少女が思い出すように目を細めた。

「でも、自分が大魔術グラン・決闘フエーデを始めることも、戦うことも、止やめはしない。それは自分のわがままだからって」

「……わがまま」

「そう。いつきはいつきのわがままで大魔術グラン・決闘フエーデを始めた。ラピスはラピスのわがままでここにいる。あの結社にいるのはみんなわがままな人ばかり」

　少女の言葉が、せせらぎとともに響く。

　人造生命ホムンクルスである少女の声音は、そうした自然の音とひどく調和していた。葉は擦ずれや水の音がいくつも重なって、たまさか人の声に聞こえているようにも思えた。

「でも、案外世界はそんなもので動いてるのかもしれない。誰かがわがままを言って、そのわがままをなんとかカタチにしようとして、わがまま同士でぶつかって、壊こわしあって、妥だ協きようして、削けずりあって──多分そんな果てに、世界は動いてる」

　少女が、青い空を見上げる。

　考えてみれば、こんなにも少女が喋しやべったのは初めてのことかもしれなかった。他人の言葉を引用することはそれなりにあったが、自分自身で考えた言葉がこんなに続いたのは、この数年でも例のないことだった。

　ゆっくり、少女が視線を下ろした。

　宝石のような瞳で、少年をまっすぐに見つめた。

「だから、セリムはちゃんとセリムのわがままを言うべき。それがいつきが嫌きらいってことでも、ラピスや〈アストラル〉が嫌いってことでも、みんなちゃんと聞いてくれると思うから」

「べ、別に、ラピス先輩やみかん先輩が、嫌いなわけじゃ──！」

　あわてて、少年が否定する。

　ほとんど脊せき髄ずい反射の──セリムの本音だった。

　すると、

「……ありがと」

　かすかに。

　ほんのかすかに、少女が微び笑しようしたのだ。

　持ち上げかけたセリムの手が中空で止まるほど、惹ひき込まれてしまう笑えみであった。

　その笑みをすぐに打ち消して、ラピスは踵きびすを返した。

「じゃあ、ラピスは行くから」

「って、どこへ──」

　訊いた少年に、きっぱりとラピスが答えたのだ。

「もちろん、みかんを助けてくる」

「そんな！」

　悲痛な少年の叫びを、少女はどこ吹ふく風と受け流した。

「大だい丈じよう夫ぶ。なんとかなる。真っ正面から戦うつもりとかないし。──セリムは皆みなの連れん絡らくを待っていて」

　黒いドレスの内側へ、手を差し込む。

　懐ふところから小さな瓶びんを取り出し、その中身を口に含ふくんだのだ。

　鋭するどい動作は、少年に引き留めることを許さなかった。たちまちラピスの背中に再び霊エーテル体の翼つばさが広がり、少女の身体からだを青空へと跳はね上げた。

「ラピス先せん輩ぱい──！」

「待ってて」

　短い言葉とともに、赤い髪かみの少女が空の彼方かなたへと消えていく。

　その姿があまりにも決然としていて、見送る少年を打ちのめした。

（あ……）




　突とつ然ぜん、別の衝撃が、少年の意識を再びさらっていった。

「っ──！」

　押さえた頭に、いくつもの景色が飛び込んでくる。




　──『アイラ』

　──『アイラ、待っていて』




　また、あの声であった。

　女の子だった。

　置いていかれたのだと、それだけは分かった。

　目の下に分厚いくまのできた、白いフードをかぶった青年であった。

　すぐそばには、毛皮のコートを纏まとった凶きよう暴ぼうそうな女、髑どく髏ろの仮面をかぶったインバネスの男と、シルクハットに杖つえをついた黒人や、ひどくのんきそうにシュークリームをかじる若者も佇たたずんでいた。

　彼らはそれぞれ好き勝手に座ったり壁かべにもたれかかったりしていたが、とりわけ最初の顔色の悪い青年はこちらへ熱心に話しかけていた。




　──『すぐに戻もどってくる』

　──『きっと、今度こそ、僕らは報むくわれる。魔ま法ほう使つかいが報われる世界を、僕たちが連れてくる』




（これ……って……）

　多分、魔術の残ざん響きようだ。

　さっき結界を解いたときに起こった残響が、まだ自分の中で渦うず巻まいている。

　だから、きっとこれは〈螺旋なる蛇オピオン〉残党の、その思念だ。

　彼らの、残している想おもいだ。

　残してしまった無念だ。




　──『約束したのに』




　いつしか少女は、厳しい眼まな差ざしで、ずっとこちらを睨にらんでいた。まるで今の世界そのものを憎にくんでいるみたいなその瞳ひとみが、意識に焼き付いていた。

　アイラ。

　それが、少女の名前なのだろうか。




　──『私は……〈アストラル〉を……許さない！』




　その気持ちを、セリムは理解してしまう。

　彼らが〈螺旋なる蛇オピオン〉の残党だとするなら、〈アストラル〉への復ふく讐しゆうは当然の感情だろう。

　いや、単なる復讐とも限らない。かつて自分たちを追い落とした〈アストラル〉に一矢を報いたのなら、やりようによっては〈螺旋なる蛇オピオン〉そのものの復活と復権を謳うたうこともできるはずだ。

　どうして、自分にそれが邪じや魔まできるだろう。

　魔術の可能性を閉とざした自分たちが、どうして彼らの夢をもう一度砕くだけるだろう。

「僕は──」

　少年が、呻うめく。

　苛いら立だちで、おかしくなりそうだった。

　ただそれしかできないというように、呻きは風に散っていく。

　無力さを受け止めることも、惨みじめさを嚙かみしめることもろくにかなわず、ただ膝ひざを折るしかなかった。




　　　　＊




　そのときだった。

　セリムの身体で、何かが震ふるえたのだ。

「────っ」

　びくん、と背筋を正す。

　慌あわてて見回すと、肩かたにかけていた鞄かばんだった。ごく小さく軽いものなので、意識から遠ざかっていたのだが、竜りゆう蓮れん寺じで隻せき蓮れんに渡わたされていた品だった。

　ファスナーを引いて中身を取り出し、セリムが目を見開いた。

「これって──呪物フエテイシユじゃなくて──」

　驚きよう愕がくも当然だったろう。

　少年の手で震えていたのは──ただの携帯電話だったからだ。

　耳にあてると、すぐに、

『セリム殿どの』

　と、声が聞こえた。

　予想通りであり、少年にとっても間ま違ちがえようのない声こわ音ねであった。

「隻蓮さん！」

『良かった。無事でござったか』

「て、この電話は──」

『ああ。これは、〈アストラル〉の先代社長伊庭司が試ためしていた魔術妨ぼう害がい対策済みというやつでしてな。科学と魔術の融ゆう合ごうはもともと〈協会〉ぐらいしか前例がないし、〈トリスメギストス〉の協力を得ても苦戦したわけでござるが』

　大魔術グラン・決闘フエーデにおいて、大規模な呪じゆ力りよくの乱れからほとんどの通つう信しん網もうが途と絶だえていた際、妖精博士フエアリー・ドクターである伊い庭ば司つかさが講じた仕し掛かけによって、布ふ留る部べ市の魔法使いたちをひとつの作戦に総動員した経けい緯いがある。

　隻蓮が渡したのは、そうした魔術対策済みの携けい帯たい電話だったらしい。

　どうしてこのタイミングでそんな品が渡されていたのか分からず、セリムは目を白黒させていたが、やっとのことで自分の事情を語り始めた。

「その、みかん先輩とラピス先輩が──」

　ひととおりの説明を聞いて、はたして隻蓮は大きく唸うなった。

『やはり、そちらもややこしいことになってたでござるか』

「も、って。じゃあ、隻蓮さんも──」

『まあ、そんなところでござる』

　勝手にうなずいた気配とともに、電話の向こうの密教僧そうが早口で続ける。

『おかげで、こちらもちと手が離はなせなくてな。だが、そのあたりならちょうど都合のいい人物が来訪してるはずでござる。じーぴーえすとやらで場所も分かるし、すぐ手配しよう。少しだけ待っていてもらえるでござるか？」

「手配、ですか」

　意外な提案にセリムが面めん食くらう。

　だが、ほかに頼たよるべき手段がないのも本当だった。

　携帯電話を握にぎりしめ、少年はこくりとうなずいたのである。




「……お願いします」




　それから。

　多分、二十分も待たなかったはずだ。

　川原へつながった路地から、一台のバイクが目の前で止まったのだ。

　黒いヘルメットを脱ぬぐと、男にしては長い髪がばさりと流れた。ラフな革ジャンと破けたジーンズ。どこか胡う乱ろんで面めん倒どうくさそうな目つき。暑そうに引き下ろした胸むな元もとには──これだけは素そ朴ぼくな、銀色のロケットが下げられていた。

「お前が、セリムかよ」

　と、青年は訊きいた。

「あ……は、はい」

「石動いするぎ圭けい」

　短く、青年が言う。

　にんまりと笑って、とんとんと自分の肩をつついた。

「俺の名前だ。ま、見ての通りはぐれものの、ケチな陰おん陽みよう師じだよ」




　　　　２




　いつしか、空からの景色は変わらなくなっていた。




　霧きりである。

　季節はずれの濃こい霧が、ラピスの飛ひ翔しようする高度を満たしていたのである。

（誘ゆう導どうされてる──）

　そのことを、ラピスは意識していた。

　さきほどの結界のことを考えると、今回の霧も〈螺旋なる蛇オピオン〉残党の魔術であることは間違いあるまい。

（多分、元はケルト魔術──）

　穂波が行使する魔術系統でもあることから、術式もある程度把は握あくできた。

　帰らずの森など、いくつもの伝説をつくりだしたケルト魔術の秘ひ奥おうだろうと、ラピスは推測する。すぐ目の前を閉ざすほど濃い霧は、古代にケルト人を襲おそった幾いく多たの軍隊を惑まどわしたという。

　この場合、下手をすれば永遠に霧の中に閉じ込められることもありえた。

（──じゃあ、その裏をかく）

　ゆるり、と翼つばさが小さな弧こを描えがいた。

　少女の飛行の角度が変わり、懐ふところから出した銀ぎん箔ぱくの紙飛行機を握って、設定されたキーワードを口にする。

「……骨と水銀の化合によりて試す。我の知る力へと寄り添そえ」

　手放された紙飛行機は、するりと弧を描き、とある方向へ進んだ。

　川原で使った探たん索さくの魔術フエテイシユと、同類の品だった。錬れん金きん術じゆつによって調整された銀箔は、特定した呪力の波長に吸い寄せられるという特性を持つ。

　この特性をもって、霧の惑わしを打破せんという考えであった。

「……塩と鉛なまりの化合によりて開かい封ふうす。見えざる波を覆おおえ」

　続けて試験管を取り出し、中身の液体を軽く手首へとすり込む。

　こちらは隠おん密みつ用の呪物フエテイシユだった。不用意な呪力が感じ取られぬよう、香こう水すいのように覆ってしまう代しろ物ものだ。

　用心深く羽ばたきの音も抑おさえて、ラピスは霧の中を突つき進む。

（──まずは、みかんの居場所）

　優先順位を、ひっそりと反はん芻すうした。

　先にセリムに言った通り、目的はひっそりとみかんの安全を確かく認にんし、可能なら連れ帰ることだ。相手が〈螺旋なる蛇オピオン〉の残党と分かった以上、真正面から打破できるとはラピスも考えてない。

　ただ、連れ去られたまま行ゆく方え不明となれば、致ち命めい的だ。

　そうなる前に、手を打つ必要がある。

　最低限、相手の移動経路や人数までは知っておきたい。そこから先は穂波たちと合流してからでもなんとかなる。これまでの経験から、ラピスにもやるべき優先順位は見み極きわめられていた。

　やがて、飛翔の先──霧の向こうに、白い建物が浮うかぶ。

（……病院？）

　魔法使いの隠かくれ家としては、一いつ般ぱん的なケースだった。

　人の命や想おもいがこびりつきやすい病院は、魔ま術じゆつを行使するために有利な場所だ。そうした命や思いは呪力としても活用できるし、不用意な呪力を漏もらさないための隠れ蓑みのにもなりやすい。

　そっと、地面に降り立ち、ラピスが裏手から近づこうとした。

　先に投とう擲てきしていた銀箔の紙飛行機が、病院の三階あたりでゆらりと舞まった。

（──あそこ）

　みかんの呪力と適応した動きだった。

（──だったら）

　次にラピスが取り出したのは、小さな金属のひもを折りたたんだような模型みたいな代物だった。

「太陽と萌木にかけて命ずる。伸のびろ」

　キーワードも極めて単純。

　みるみるうちに、それは少女を支えられるだけの梯はし子ごとなって、裏手の地面から三階の窓ガラスまでをつないだのだ。

　後は、極めて簡単だった。

　少女の指がつるりと窓ガラスを撫なでるだけで、円のカタチに窓ガラスは裂さけた。

　その円から身体からだを滑すべり込ませて、ラピスは廃はい病院の廊ろう下かへと立った。

　空気は埃ほこりっぽく、よどんでいる。

　先ほどの銀箔紙飛行機が、同じガラスの裂け目から入り込み、風の流れもないのに廊下を一定方向へと飛んでいった。

　途と端たん、ラピスの瞳ひとみに緊きん張ちようが漲みなぎった。

　紙飛行機の消えた先だ。

　その廊下の死角に、とある白い影かげが佇たたずんでいたからだ。

「やっぱり来たわね」

　と、影は囁ささやいた。

「やっぱり……」

　と、ラピスも察した。

「久しぶりかな？　そうでもないかな？　〈アストラル〉の人で間違いなかったと思うけど、あなたとは大魔術グラン・決闘フエーデでもちゃんと話したことなかったよね？」

　朗ほがらかに、タブラ・ラサが笑う。

〈螺旋なる蛇オピオン〉の首しゆ魁かいたる第三団サード・オーダーを迎むかえて、ラピスはごくりとつばを飲み込んだ。

　すでに、濃い魔術の気配があたりを塗ぬりつぶしつつあった。

　滾こん々こんと溢あふれ出すような強きよう烈れつな呪力を前に、赤い髪かみの人造生命ホムンクルスは一歩も退かず、堂々と対たい峙じする。

「〈アストラル〉錬金術課正社員、ラピス」

　自分の所属を口にして、白い指を暗い廊下へと伸ばした。

「みかんを助ける前に、あなたたちを潰つぶす」




　　　　＊




　事情を話すと、石動圭と名乗った青年は露ろ骨こつに表情を歪ゆがめた。

「──やっぱり、かよ」

「やっぱり？」

　訊き返したセリムを相手に、青年は大げさに肩かたをすくめる。

「ま、蛇じやの道は蛇へびでね。〈螺旋なる蛇オピオン〉の残党がちらほらうろついてるって情報は、裏社会ではそれなりに騒さわがれてたわけ。このタイミングで隻蓮のヤツが大おお慌あわてでかけてくるあたり怪あやしいと思ってたんだよな。つうか、俺がちょうどこの街にいたあたりからして、まったく偶ぐう然ぜんてわけじゃねえよな」

　わずかな間考え込んで、それから青年は意識を切り替かえて、セリムへと向き直った。

「で、どうする気だよ」

「どうする、も何も──」

　そこで言葉を切って、少年も相手を見返す。

「石動さんは、どう言われて来たんですか」

「はあ。基本的にはお前の補助をしろってよ。言っておくけど、俺は能力的には大したことねえからな。さっさと逃にげる以外は考えてねえぞ？」

　面倒くさそうに、圭が首をまわす。

　やる気など欠片かけらもなさそうな、いかにもかったるい仕草だった。

「…………」

　隻蓮がこの青年を適切な人材だと言って送ってきた理由が、セリムには分からない。だいたい陰陽師なんて極東の魔法使いで、そこでもはぐれた人物なんて、信用できるわけないだろう。

　考え込んだ少年に、圭がまたげっそりした顔になる。

「おいおい。時は金なりだぜ。だいたいこんなところで待ってたら、いつ〈螺旋なる蛇オピオン〉の残党が戻もどってくるかも分からんだろ。それとも〈アストラル〉の期待の新人くんならどうにかしてくれるってわけか？」

「ぼ、僕はラピス先せん輩ぱいやみかん先輩みたいな天才じゃ──」

「…………………………は？」

　突とつ然ぜん。

　凄すさまじく呆ぼう然ぜんとした顔で、圭ががくりと顎あごを落としたのだ。

「何です？」

「あ、あ……あー、あれだ」

　いぶかしげに唇くちびるをとがらせたセリムを前に、青年は自分のこめかみを曲げた人差し指でぐりぐりといじる。

　そうしながら、もう片方の手でこちらを指して尋たずねた。

「お前、マジであいつらのこと天才とか思ってんの？」

「だ、だってみかん先輩たちは〈螺旋なる蛇オピオン〉に勝利した、〈アストラル〉の特別な魔法使いで──」

　抗こう弁べんしかけたセリムに、圭はますます目を丸くする。

　そして、

「か、ははははははは！」

　腹を抱かかえて、大きく笑い出したのだ。

「け、圭さん!?」

「いやあ、これほど傑けつ作さくなのはひさしぶりだぜ」

　ひいひいと下品に笑った後、青年はひらひらと手を振ふった。

「あいつにもう少しまともな才能があったら、あんな苦労はなかったろうよ」

「あんな、苦労？」

「ああ、お前は知らねんだろ。もともと葛かつら城ぎ家がみかんを放ほう逐ちくしたのも、あいつに血統を制せい御ぎよするだけの才能がなかったからさ。可能な限り、お家の事情が分からない位置において、しかる後儀ぎ式しきの媒ばい体たいとしてあらゆる呪じゆ力りよくを剝はぎ取るつもりだったのさ。もちろんそこまでやれば、寿じゆ命みようも一気に縮むがね」

「っ──！」

　セリムが、眼鏡めがねの内側で目を見開く。

　もちろん、魔法使いのそうした事情は少年も心得ている。

　強大すぎる血統は、時に非才の魔法使いを蝕むしばむこと。魔術をあらゆる上位におく家系は、そのために家族を犠ぎ牲せいにするのもいとわないこと。

　いや、非道というだけではない。

　あまりにも血統が濃こすぎる場合、そうするしか手がなくなることも、少年は知っていた。

「みかんの才能のなさは半はん端ぱ無かったからな。生まれてすぐから、ずっと仕込まれてたのに大おお祓はらいの〈禊みそぎ〉以外はほとんど使いものにならねえ。そんなの足し算しかできないコンピュータみたいなもんだろ。だってのに積んでる部品だけは超ちよう豪ごう華かで、放っておいても演算始めちゃうぐらい。いつかは制御できなくなって熱暴走でドカンって落ちさ」

　ドカンという擬ぎ音おんとともに、手のひらを広げて見せる。

「……だいたい血統はともかく、こと才能という意味なら、俺の方が百倍マシだっての」

　しみじみと付け足した青年に、セリムは何も言うことができなかった。

　できるはずもなかった。

　今日も、あの少女とはいくつかのやりとりがあった。




　──『でも、みかん先輩だって天才でしょう』

　──『だ、だって葛城家のご息女で、たった十一歳で〈アストラル〉の重じゆう鎮ちんでしょう！　それが天才でなくてなんだっていうんですか』




　──『あたしが、天才?!』

　──『というか、セリムくんの中ではそういうことになってるの？』




　困ったように、年下の先輩は笑っていた。

　あの微び笑しようの意味が今になって初めて分かる。年ねん齢れいばかりが上の愚おろかな後輩にどうやって諭さとしたものか、そんな風に考えていたのだろうと、今になってセリムは理解する。

「じゃあ、今のみかんさんは……」

「ようやっと、安定したってとこだな」

　物思いするように片目をつむり、圭が小さくうなずく。

「いつきが妖精眼グラム・サイトを使いこなせるようになってな。それでみかんの訓練を支し援えんしはじめて、やっとこさあいつは自分の呪力を制御できるところまできた。まあ、結構危なかったんだぜ？　葛城の婆ばあさんの言ってたことも十分理があったわけで、後数年遅おそければ、みかんは呪力の暴走で死んでたろうな」

「…………」

　セリムは、沈ちん黙もくする。

　言えることなど何もなかった。あるはずもなかった。

　ただ、長く考えた後に、ぽつりと呟つぶやいた。

「なんで、今まで……」

「言わなかったのは、みかんの意思だろ。〈アストラル〉の連中もそれを尊重して話さなかったんだろうし、お前が罪悪感を覚えるこたあねえさ」

　圭は、あくまでもぞんざいな態度を崩くずさず、へらへらと笑う。

　それから、不意に人差し指をあげた。

「ただ、ひとつだけ勘かん違ちがいしてることはあるかもな」

「勘違い？」

「〈アストラル〉が、大魔術グラン・決闘フエーデを使って〈螺旋なる蛇オピオン〉に挑いどんだのは、むしろ弱かったからだろうよ」

「…………？」

　青年の言う意味が分からず、セリムは茫ぼう然ぜんと瞬まばたきする。

「弱かったから、ありとあらゆる手を打った。ありとあらゆる人を使って、ありとあらゆる組織を動員して、ありとあらゆる罠わなを張った。誹そしられようがなじられようが、〈アストラル〉は何もお構いなしだったさ」

　当時のことを思い返したのか、圭は軽く苦笑する。

　この軽けい佻ちよう浮ふ薄はくとも思える陰おん陽みよう師じにとっても、当時の出来事は痛快で、記き憶おくに刻むに足る出来事であったらしい。

「だからまあ、どう恨うらまれてもあいつらは文句を言わなかろうさ。そういう意味で、お前さんが抱いだいていた感情も十分正当だ」

　同じ理由で、みかんも自分の事情を言わなかったものか。

　そもそもみかん本人の口から、才能がないとか聞かされても、セリムが信じられたかどうか。単なる謙けん遜そんと誤解して、ますます自分は不満を覚えていたのではないか。

　そんな考えにかられた少年へ、もう一度圭は問う。

「さあ、そんじゃとっとと逃げようか？　ほかはともかく逃げ足には結構自信があるんだぜ？」

「…………」

　セリムは、言葉を失う。

　青年の与あたえてくれた新たな選せん択たく肢しに、目をつぶってすがりつくこともできない。

　二重にも、三重にも、自分は愚かだ。

　憎にくむべきものと護まもるべきものの見み極きわめもつかず、今もこうして踏ふん切りがつかずにいる。一体、どうしたらこの愚か者は救われるのか。

　ただ、

（……僕の、やりたいこと）

　それだけを、思った。

　そのひとつに、思考を集中する。

　すると、案外簡単に答えは訪れた。固く結ばれた紐ひもがほどけるときにも似て、分かってしまえばそれはひどく近くにあった。

　だから。

　ぎゅっと、奥歯を嚙かみしめた。

　握にぎりしめた拳こぶしにかなう限りの力を込めて、無理矢や理りに顔をあげた。

「もう少しだけ、質問があります」

「へえ？」

　面おも白しろそうに片眉まゆをあげた圭をまっすぐ見つめ、セリムはこう問うたのだ。

「石動さんは、〈アストラル〉が好きですか？　嫌きらいですか？」

「嫌いだよ、あんなとこ。面めん倒どうくさい仕事しか回さないし」

　あっさりと、青年は言った。

「……ありがとうございます」

「ん？　何が？」

　奇き妙みような顔になった圭へ、少年は淡あわく微苦笑する。

　その軽薄さに、ほんの少しだけ救われたような気になったからだとは、どうにも説明しにくかった。

「いえ。……嫌いなままでもいいんだなって」

「変なヤツだな、お前」

　圭は、こりこりとこめかみを搔かく。

「好きとか嫌いとか、誰だれかの了りよう承しようを得るもんじゃねえだろ？」

「……そうですね」

　セリムも苦笑を深める。

　多分、その通りなのだ。考えすぎて、自じ縄じよう自じ縛ばくになってしまっているだけ。

　分かっていても簡単に振りほどけないのは、それがもう何年も惰だ性せい的にやってきた思考だから。

　それも含ふくめて、きっと自分らしいのだろうと、セリムは思う。

　だから、改めて青年に頭を下げる。

「すいません。せっかく来てもらいましたけれど、石動さんはひとりで戻もどってもらえないでしょうか」

「あん？」

　表情を歪ゆがめた圭に、セリムは決意を告げる。




「どうしてもやらなきゃいけないことが、残ってました」




〈アストラル〉がどうとか考えるから、分からなくなるのだ。

　今思うべきは、そんな概念じゃない。

　もっと単純で、大切なものを自分は追うべきだ。手放さないべきだ。本当に失われてしまう前に、どれだけ無様であっても無力であってもしがみつかなきゃいけない。

　魔ま法ほう使つかいであるとかないとかより、さらに以前のこと。

　しかし、反応は意外だった。

「……ああ、そっちか」

　と、あっさりうなずき、圭が肩かたを回したからだ。

「隻蓮のヤツから、お前の補助を言われてるからな。そっちならそっちで手伝うさ」

「え?!」

　その言葉に、セリムが振り返った。

「でも、石動さんは自分の魔術は大したことがないって──」

「確かに言ったが、はっきり繰くり返すな馬ば鹿か」

　言いかけたセリムへ、圭は軽くウィンクを返して見せる。

「なあに」

　くるくると指を回した。

　なんとも意地の悪い──悪戯いたずらっぽい笑えみを浮うかべて、青年はこう口にしたのだ。

「ついさっきも言ったろ？　弱いからこそ小細工はお手の物だし、お手の物にしなきゃいけないんだよ。この機会に覚えとけ、坊ぼう主ず」




　　　　＊




　ラピスにとって、その対たい峙じは半ば覚かく悟ごしたものだった。

　真正面から打破できると考えていたわけではないが、だからといって何の障害もなくみかんを救えるとも思っていなかった。

（やれる……？）

　慎しん重ちように、自分の装備を値踏みする。

　この二年間は少女にとっても充じゆう実じつした日々であった。ものにした錬れん金きん術じゆつはそれなりに数多い。以前は単独では扱あつかえなかった人工精霊エレメンタリイと万物融化剤アルカヘストの組み合わせもそうだし、ドレスの下には新たな成果を数十ほど折りたたんでいる。

　だからこそ、少女は退ひかなかった。

　勝てると思ったわけではない。それでもできることがあるならば。

　たとえ、相手が魔法使いの頂点に立つべくつくられた、第三団サード・オーダーであろうとも。

「そうね」

　ラピスの所作に何かを見み抜ぬいたか、タブラ・ラサがかぶりを振ふった。

「だけど、残念ながら、今回はあなたと争うつもりもないの」

「──っ、まさか」

　とある予感に、ラピスが駆かけ出す。

　試験管の蓋ふたを弾はじき、思い切り振った。

　指先から投げかけられた液体こそ、まさしく万物融化剤アルカヘスト──それが、残らず少女の身体からだを貫かん通つうして、背後の廊ろう下かを溶よう解かいさせるとは。

　もとより霊エーテル体である第三団サード・オーダーとはいえ、ありえぬ結果にラピスも目を剝むいた。

「そう。これは幻まぼろし」

　小さく、白い影かげがうなずいた。

　周囲を覆おおっていた濃こい呪じゆ力りよくが、たちまち潮のように引いていくのをラピスは感じた。これらの呪力もまた、タブラ・ラサのなした幻げん術じゆつであったものか。

「なん、で」

「ええ、普ふ通つうにやっても勝てるでしょうね。衰すい弱じやくした今のあたしでも、今のあなたぐらいなら」

　人造生命ホムンクルスの内心を読み取って、タブラ・ラサは補足する。

「でも、あたしは二度と、あなたたちを過小評価するつもりはないの」

　その声は陰いん々いんと廃はい病院の廊下に響ひびいた。

　同時に、女教皇ハイ・プリエステスの姿も消えていく。

「この場所はもう一度結界で封ふうじたわ。さっきよりはずっと狭せまく、ずっと頑がん丈じように。精々同どう輩はいを捜さがしなさい。あなた方の後輩は、ゆっくりいただかせてもらうから」

　消えゆく第三団サード・オーダーの少女が、そう言ってあどけなく笑ったのである。

「…………」

　ラピスはわなわなと唇くちびるを震ふるわせた。

　完全にタブラ・ラサの姿が消えても、人造生命ホムンクルスの震えは止まらなかった。

「セリム──！」

　自分が危機に瀕ひんしたときより、遥はるかに切羽詰つまった表情で、彼女は後輩の名を口にしたのであった。




　　　　３




「……閉じこめたわ」

　車の中で、ふうと深い吐と息いきがこぼれた。

　タブラ・ラサである。

　柔やわらかな後部座席のソファにもたれかかると、身体の幾いく分ぶんかがソファの内側へ沈しずみ込んだ。車に乗って移動しているため、半ば実体化しているとはいえ、現実への干かん渉しよう度は彼女自身の体調に左右される。

　遠えん隔かく地ちを幻で監かん視ししつつ、新たな結界を起動させるのは、白い人外の少女にそれなりの疲ひ労ろうを強しいたのだ。

「タブラ・ラサ様」

　隣となりで、心配そうにアイラが声をあげた。

　それこそ自分の方が死にかけているんじゃないかという表情で、ちらりと見たタブラ・ラサが思わず笑ってしまうほどだった。

「もう、なんて顔してるの」

「で、ですけど──」

　母親に叱しかられた子供みたいに、しゅんとアイラがしょげる。

　淡く、タブラ・ラサは苦く笑しようした。

「まあ、確かに無様なぐらい弱体化しちゃったものねえ。この程度の術式でぐったりきちゃうなんて、ね」

「笑いゴトじゃないデショー！」

　ぷんすかと擬ぎ音おんをつけたくなる口調でつっこんだのは、運転席でハンドルを握にぎったジェイクである。

「今の存在規模を取り戻すだけで二年かかったンデスからね！　どんだけうちの呪物フエテイシユをぶち込みマクッタと思ってルンですカ！　ぶっチゃけ小さな国ナラ傾かたむきマスヨ！　これで平然な顔してるのッテ、こち亀かめの中川ぐらいデスヨ！」

「はいはい。感謝してるってば」

　おどけて、少女が耳に手を当てる。

　その様子をミラーで一いち瞥べつして、ジェイクは改めて尋たずねた。

「で、向こうはどうデシタ？」

「ばっちりよ」

　と、第三団サード・オーダーたる少女がうなずく。

「ほかにも援えん護ごがいるんじゃないかと心配したけれど、今ここに来ていた〈アストラル〉社員は本当にあのふたりだけみたいね。いくら頑張ったところで数日はどうしようもないでしょ」

「じゃあ……後は、あれを追いつめるだけですね」

　言葉を継ついで、アイラがきゅっと唇を引き結んだ。

「ん～んんン。まあアイラも肩の力抜いとけヨ？　起動はタブラ・ラサ様に任せたトハイエ、結界自体はお前の自家製だったワケだしサ」

「あ……はい」

「後、眼めにも気をつけるコト。お前ノ疑似妖精眼グラム・サイトは、俺トかの軽度と違ちがって、霊エーテル体の深しん奥おうまで結びツイテるからナ？」

　片手ハンドルで、ジェイクは自分のサングラスをつつく。

　ジェイクの妖精眼グラム・サイトもまた、大魔術グラン・決闘フエーデの際の惑わく星せい魔術で得たものだ。

　その結果、以前のように呪物フエテイシユを使い潰つぶさずに、混こん沌とん魔術を使うことも可能になったが、実のところ妖精眼グラム・サイト自体はさほどのレベルに達しているわけでもない。

　あくまで、元来呪力の足りない自分を、補助できる程度にとどまっている。おそらく単純な威い力りよくでいえば、貴重な呪物フエテイシユをやり放題に使い潰せた以前の方が、強大な魔術を使えただろう。

　それが幸運か不運かは、難しいところだ。

　妖精眼グラム・サイトという才能は、魔法使いにとっても──いやある意味では魔法使いだからこそ、より深刻な牙きばを剝くのだから。

「大だい丈じよう夫ぶ……です」

　うなずいて、アイラは片目を押さえた。

　金きん髪ぱつが、自らの手の甲こうに触ふれた。

　なぜだかその姿は、大切なプレゼントを抱だきしめているようにも見えた。




　　　　＊




「大丈夫……です」

　うなずいて、アイラは片目を押さえた。

　ちりちりと、炙あぶられるような痛みが眼底に渦うず巻まいている。強くもならないが、けして消えもしない熱とひりつきだった。

　大したことはない。

（……うん）

　本当に、大したことはないのだ。

　今までの苦く悩のうに比べれば、この程度の痛みが大したことのはずはないのだ。




　──『魔ま法ほうってすごい』

　──『私、みんなみたいになりたい』

　──『みんなみたいな、すごくて格好いい魔法使いになりたい』




　浮うかされるように、思い出す。

　とりわけ鮮あざやかなのは、やはりあの数十秒の奇き跡せきだ。

　アイラの人生は、あのときに変わった。

　多くの教師たちに物もの珍めずらしさ半分で仕込まれていた魔術が、初めて自分の中で結実したのである。

　ただ、覚えている。

　死霊術師ネクロマンサーメルキオーレの、陰いん気きくさい授業を。

　自動人形オートマタたる錬れん金きん術じゆつ師〈礎イエソド〉の、無骨な教示を。

　吸きゆう血けつ鬼きツェツィーリエの、凶きよう暴ぼうで分かりづらい誠意を。

　数百年を生きた道士サタジットの、深遠で広大な知見を。

　同じ妖精眼グラム・サイトを持ったフィン・クルーダの、ひどくつかみ所のない優やさしさを。

　いずれの記き憶おくも、アイラにとってはかけがえのない宝物だ。今の自分を成り立たせている、大切な欠片かけらたちだ。
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（……だから）

　だから、証明したい。

　証明しなければならない。

　自分は彼らを継ぐ者なのだから──

「──セリム」

「ん？」

　無意識の呟つぶやきに、ソファへもたれかかっていたタブラ・ラサが反応した。

「何々？　どうしたの？」

「あ、いえ。あれが……〈アストラル〉の一番新しい魔法使いなんですよね」

「アア」

　こちらはジェイクがうなずく。

「何か、気にナッタのカ？」

「……あ、いえ。大したことじゃ、ないんです」

　曖あい昧まいにぼかして、アイラは膝ひざを抱かかえた。

　少女も、視みていたのだ。

　あのとき、結界を破は壊かいされたときだ。

　離はなれていても、あらゆる魔術には返しの風ブーメラン効果が伴ともなう。崩くずされた結界の呪じゆ力りよくには、崩した少年の呪力も混ざっており、その内側をアイラの妖精眼グラム・サイトは捉とらえてしまっていた。




　──『魔法って、すごい』




　自分と同じ、しかし自分とは異なる人間の感想。

　多分、あれは少年の過去だ。

　自分が妖精眼グラム・サイトを受け取ったのと同じ瞬しゆん間かんに、あのたった数十秒の奇跡を見て、少年が感じた思いだ。

　自分と、あまりにも似すぎた──それゆえに共鳴してしまった想おもい。

（……うん、そうだ）

　そっと、アイラは嚙かみしめる。

（……だったら、あの子にも分かってもらえばいい！）

　膝を抱えたまま、ぎゅっと拳こぶしを握る。

　興奮で耳が熱くなる。小鼻がかすかに膨ふくらんでしまうのが分かった。恥はずかしい癖くせなのだけど、どうにも直らない。

　右目の熱も忘れて、少女は密ひそやかに笑えみを押し込める。

「アイラ、もうスグダゾ」

　再び物思いに沈み込んでいた少女を、その声が引きずり出した。

　ジェイクが、アクセルを踏ふみ込む。

「こいつガ、反応してるカラナ」

　その右手の指輪が放っている淡あわい光は、アイラにも視えた。

　理り屈くつは、ラピスが使っていた銀ぎん箔ぱくの紙飛行機と同じ追つい跡せき魔術だ。

　ただし、こちらはセリムに直接術式を仕込んだだけ、遥はるかに精度が高い。

　先にジェイクとセリムが出会ったときあっさりと退いたのは、この追跡用の魔術をあらかじめ少年に仕込んでいたためだったのだ。

　魔術戦せん闘とうの最中、まったく別の魔術を隠かくれて発動していたのは、さすが〈螺旋なる蛇オピオン〉の座セフイラーというべきか。大魔術グラン・決闘フエーデの敗北によって隠いん遁とんを余よ儀ぎなくされ、多くの資産や呪物フエテイシユが使えなくなったといっても、彼の位階を支えた魔術の巧たくみさはいまだ健在だった。

　いや、精度だけなら、妖精眼グラム・サイトを手に入れた今の方が勝まさっているかもしれないぐらいだ。

「ご苦労様」

　タブラ・ラサが労をねぎらうと、ジェイクは愉ゆ快かいそうに肩かたをそびやかした。

「今回ばかりハ、念には念をキス必要がアリマシタからネ？」

　サングラスが、胡う乱ろんな色を帯びたようだった。

　やがて、指輪の輝かがやきが強まると同時に、道路へとある光景が現れたのだ。

「あれ、は──?!」




「……やれやれ。やっぱり、こいつを追っていたな？」




　その声が、聞こえたかどうか。

　川原沿いの道路である。

　バイクのエンジンをふかして、にんまりとドライバーは笑った。

　その名前を、ジェイクは知っていた。

「石動圭！」

　かつて、とある魔法使いを罰ばつする魔法使いに仕えていた、はぐれの陰おん陽みよう師じだ。

　その過去から大魔術グラン・決闘フエーデにも幾いく分ぶんかの介かい入にゆうをしていたようだが、彼の知る限りではたいした魔法使いではなかったはずだ。

　問題は、その後部座席に乗った、もうひとりの少年だった。

　タブラ・ラサが素すっ頓とん狂きような声をあげた。

「あれだ──！」

「あばよ！」

　圭がアクセルを握にぎり込むと、バイクが跳はねた。

　暴れ馬のようにエンジンを轟とどろかせ、そのまま加速。この時を予期したわけではあるまいが、石動圭の用意していたバイクは足回りをカリカリにチューンした趣しゆ味み仕様。

　加速性能においては、そこらのバンに追いつける道理もない。

　みるみるうちに、〈螺旋なる蛇オピオン〉たちのバンから遠ざかっていく。

「逃にがスカ！」

　ハンドルを片手で握り、ジェイクの左手が窓の外へと伸のびた。




「RPAW」




　神速で紡つむがれた呪句は、淡いアカイロに染まったジェイクの瞳ひとみに導かれて、とある魔術を励れい起きする。

　混沌魔術。

　その真言マントラは魔術の風を呼び、敵対するものを打ち散らす。

「違ちがいます！」

　しかし、風がバイクを薙なぎ倒たおす直前、アイラが叫さけんだのだ。

「幻げん術じゆつ──！」

　それも、ジェイクとアイラの持つ妖精眼グラム・サイトの違いだったか。

　あくまで自分の呪力を導くだけのジェイクと違い、アイラの妖精眼グラム・サイトは正しく周囲の呪力を見み極きわめることを可能とした。

　ゆえに、圭の幻術もまた。

「あちらです！」

　アイラの指示が発するや、陽炎かげろうのようにバイクが溶とけた。

　そして、ほんの数メートル先に同じバイクがもう一台走っていたのである。

　そちらへと、ジェイクがもう一度魔術を紡いだ。




「RPAW」




「選びし小径パスは悪魔！　〈尊厳ホド〉より〈調停テイフエレト〉を走りて、構築されし式を曲げよ！」




　同時、少年の叫びが発した。

　バイクの後部座席より投げ放たれたタロットカードは、ジェイクの旋せん風ぷうをねじ曲げて、あらぬ方向のアスファルトを削けずらせたのだ。

「やるねえ」

「さ、先に見てた魔術だからです！　二度はできません！」

　圭の軽口に、セリムが悲鳴をあげる。

　少年のカバラ魔ま術じゆつによって、ジェイクの混こん沌とん魔術に介入したのだと、この場にいる者は全員が理解した。魔術制せい御ぎよ魔術ともいえるカバラの特性によるものだろうが、けしてたやすい術式ではなかった。

　並々ならぬ、この少年の潜せん在ざい能力を示した一幕でもあったろう。

「なら、私が──！」

　新たに、バンから黒くろ髪かみの少女が手を伸ばす。

　アイラ。




「我は命ずるハイル──」




　妖精眼グラム・サイトに導かれたヤドリギへ、呪力が集中する。

　ケルト魔術。

　少女の妖精眼グラム・サイトをもってすれば、圭の幻術もセリムのカバラ魔術の介入も寄せ付けぬのは明らかだ。

　だが、圭は軽く片目をつむった。

「そいつは通らねえよ」

　そのときだった。

　突とつ然ぜん、街の景色が大きく変わったのだ。

　目にも眩まぶしい赤や黄といった原色。それらを塗ぬりたくった建物たちの脇わきに、多くの屋台が立ち並ぶ。じゅうと焼ける豚ぶたまんやラーメンの香かおり。はたまた龍りゆう虎この彫ちよう像ぞうや壁へき画がが乱らん舞ぶする、日本にはあるまじき風景。

　途と端たん、アイラの手から呪力が弾はじけた。

「っ──！」

「けけ、街はどんな魔術でも呪力の土台だぜ。これだけ環かん境きようが変われば、最初に練っていた呪力も散じるだろうが」

　意地悪く笑った圭が、口笛を吹ふく。




「まずは中ちゆう華か街がいへようこそ。〈螺旋なる蛇オピオン〉ご一行様」
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　　　　１




　一気に加速し、圭けいの操あやつるバイクは狭せまい路地へと入り込んだ。

　バンの大きさでは入れない道を二度三度と曲がりくねり、ついに排はい気き音が聞こえなくなったところで、一いつ旦たん停車する。

　幾分か、広い空間だった。

　どうやら建築計画のミスか、いくつかのビルを取り壊こわした結果で偶ぐう発はつ的に生まれた空き地らしい。ぐったりとしたセリムがずり落ちるようにバイクを降りると、狭い路地から街の様子を見上げた。

「中華街……」

「隠かくれやすいんだよ、こういう場所は。まるきり風水も変わるから、追つい跡せき魔術も攪かく乱らんできるしな」

　圭が、にいと笑う。

　しゃがみ込んだセリムの腕うでを摑つかんで立たせ、軽く埃ほこりを払はらってから、改めて口を開く。

「こっちの作戦はもう話したろう？」

「できる限り引っかき回す、でしたよね」

「そうそ」

　満足げに、圭がうなずく。

　案外、嫌いやがらせができただけで満足指数があがっているのかもしれない。

「まあ、基本はおちょくりだ。魔術ってのは集中力が物を言うからな。いくら突つき抜ぬけた達人アデプトが相手だろうが、集中力をうまいこと奪うばえれば戦力の半分がとこは削れる」

　自分のジャケットから新たに霊れい符ふを引っ張り出す。

　呪じゆ力りよくを通すと、霊符はかすかに波打った。

　それを見て、深呼吸したセリムが、緊きん張ちよう混じりに言葉をつなぐ。

「後は、こっち次し第だい」

「ああ。時間を稼かせいだ間に、どんだけ罠わなをつくれるかってこった」

「──分かりました」

　少年も、うなずいた。

　たいして時間はない。

〈螺旋なる蛇オピオン〉が追いついてくる前に、すべてを終わらせなければならない。




「選びし小径パスは──」




　少年の握にぎったカードが、魔法使いにしか視みえない淡あわい光を放った。




　　　　＊




　セリムの指が次々に、新たなカードを繰くり出していく。

　路地裏の一角を自分たちの城とすべく、今は最速で術式を構築する。これまでのいかなる時よりも──〈学院〉で初めて魔術に触ふれたときよりも、これまで〈アストラル〉で経験してきたよりも、遥はるかに深く鋭するどく、少年は集中していた。

　たちまち、こぼれたカードは宙を舞まい、路地裏のビル壁かべへと貼はり付いていく。

「……大したもんだな」

　ぽつり、と圭が呟つぶやく。

　それ自体が、まるでマジックショーのような鮮あざやかさで、しばし青年も目を奪われていたがすぐに違ちがう方向を振ふり返った。

「ちっ」

　ひとつ、舌打ちする。

　路地の向こう側。

　異様なほど人気の少ない通りに、大おお柄がらな影かげが落ちていた。

「追いツいたゾ」

　サングラスの下で、分厚い唇くちびるが笑えみに歪ゆがんでいた。

　灰色の衣ころもはすでに脱ぬぎ捨てたものか、ジェイクは元来のコート姿に戻もどって、軽く腕を回した。

「さっすがに早いのな。まだ数分ってとこだろ」

　呆あきれた風に、圭が肩かたをすくめる。

「そういうやり方ナラ、コッチも慣れてるノサ。先に人払いノ呪術も終わらセタ」

　うなずいた壮そう漢かんの指輪が、いくつもの呪力を纏まとわせていた。

　おそらく、どれもが譲ゆずらぬ傑けつ作さくの呪物フエテイシユなのだろう。必要とあれば、以前と同じ手段も辞さない。呪物フエテイシユを使い潰つぶし、圧あつ倒とう的な呪力をもってこちらを封ふう殺さつするという覚かく悟ごが、今のジェイクからは透すけていた。

「ここで、鬼おにごっこは終わり？」

　さらに、アイラを従えたタブラ・ラサも姿を現した。

　いささか辟へき易えきした表情は、もはやこの場にいる人間たちに自分たちを覆くつがえす要因はないという余よ裕ゆうの表れか。

　しかし、

「今だ！」

「はい！」

　セリムが、青年の声に応こたえた。

　すでに配置していたカードたちが、一いつ斉せいに圭の身体からだへと殺さつ到とうしたのだ。




「選びし小径パスは数多あまたの戦車！　すなわち〈理解ビナー〉より〈法ゲブラー〉へと走りて、我が友を祝福せよ！」




「ヌオっ?!」

　ジェイクの表情に、動どう揺ようが走る。

　先にも言げん及きゆうしたが、カバラとは魔ま術じゆつ制せい御ぎよ魔術である。

　その魔術特性は、〈生命の樹Tree of Sephirot〉。

　よほどの腕がなくば呪波汚お染せんを引き起こすため、忌き避ひされる魔術の組み合わせを、このカバラ魔術だけはなんなくやってのけるのだ。

　つまり、




「疾チツ！」




　圭の投げた霊符もまた、本来の呪力を大きく上回ってジェイクを封じた。

　蜘蛛くもの糸のごとく粘ねばつき、壮漢の身体を搦からめ取ったのである。

「お前、まだ──！」

「あいにく、こちとら傭よう兵へい扱あつかいだからな。そっちの戦力不足も分かってんだよ！　やる前からびびってたら、勝ち目も糞くそもねえだろが！」

　その手が、ジャケットから新たな呪物フエテイシユを摑み取る。

　しなやかな指の間からはみ出したそれは、小さな竹たけ筒づつだった。




「高空こくうの玉、神狐やこうの神、鏡位を改め、神かん寶たからを於おいて──七曜九星、二十八宿、當と目め星ぼし、有ある程ほどの星──」




　しなやかな指には、五つの竹筒を挟はさんだままだ。

　その筒を振り、さらに低い声で唱える。

　五つの名前。




「謹ごん請じよう中央黄こう帝てい天てん狐こ土神御み子こ

　謹請北方黒帝地狐水神御子

　謹請東方青帝空狐木神御子

　謹請南方赤帝赤狐火神御子

　謹請西方白帝白びやつ狐こ金神御子」




　セリムのカバラ魔術に後押しされ、途と轍てつもない呪力が一いつ瞬しゆんで術式に練り直された。

　その儀ぎ式しきの意味を即そく座ざに悟さとり、アイラが叫さけんだのだ。

「タブラ・ラサ様──！」

「遅おせえ！」

　セリムのカードと圭の霊符が入り交じり、立体的に構築された精せい緻ちな魔法円が、タブラ・ラサを中心とするひとつの術式を成立させる。

　不思議そうに、〈螺旋なる蛇オピオン〉の白き首領はその魔法円を見つめた。

「これって……」

「第三団サード・オーダーっつっても、要は呪力の塊かたまりだろうが！」

　圭が、吼ほえる。

「万全ならともかく、今のてめえは一旦消しよう滅めつした後の抜け殻がらみたいなもんだ！　このまま呪力撒まき散らして、もう一度消え失せろ！」

　かつて、同じ術式を圭は行使したことがある。

　山ひとつの呪力を操り、天の巡めぐりをも慰い撫ぶするという星祭り。

　因いん縁ねんある〈アストラル〉の猫ねこ屋や敷しき蓮れんに依い頼らいして、だまし討うちするカタチで、この星祭りの呪力を吸収しようとしたのである。最終的にその事件は猫屋敷の手によって終止符を打たれ、圭はしばし身を隠すこととなったが、術式そのものを失ったわけではなかった。

　今は、吸収する必要はない。

　ただ、第三団サード・オーダーとして集まった呪力を、散じさせてしまえばそれだけでよい。




「疾チツ！」




　黄。

　黒。

　青。

　赤。

　白。

　人ひと魂だまを思わせる、五つの光である。実のところ、魔法使い以外の目には映らぬ、霊エーテル体の光でもあった。

　ちい、ちい。

　ちい、ちい。

　五つの光が、まるで小動物みたいに鳴いた。

　くだぎつねと呼ばれる、霊れい獣じゆうの一種だ。一斉にタブラ・ラサに食くらいついた五つの光が、少女を構築するすべての呪力をほどき戻さんと、唸うなりをあげる。

「おおおおおおおお──っ！」

　路地裏のアスファルトが、砕くだけた。

　粉ふん塵じんが炸さく裂れつし、黒い破片が周囲に撒き散らされる。第三団サード・オーダーを形成する膨ぼう大だいな呪力を散さん逸いつさせた結果が、現実にも影えい響きようしたのだ。炎ほのおや雷かみなりといった現象を中ちゆう継けいせず、単独でここまでの結果を発生させる呪じゆ力りよくなど、まさに狂きよう気きじみていた。

　疲ひ労ろう困こん憊ぱいといった態ていで圭が顔をあげ──硬こう直ちよくする。

「……なっ」

「うん、凄すごい。たったこれだけの時間で、ここまで用意したんだから、素す直なおに褒ほめてあげてもいいぐらい」

　炸裂の中心で、タブラ・ラサが満足げにうなずいたからだ。

　そして、

「だけど、残念ね」

　と、小さくため息をついた。

「努力が通じるほど、魔術が甘くはない。そのことは十分知ってるんじゃないかな？　大海が湖になったところで、所しよ詮せん人間に飲み干すことはできないんだよ？」

「っ──！」

　青年の指が、すぐさま新たな印形をつくる。




「疾チツ！」




　放たれた霊れい符ふは、飛ひ翔しよう半ばで膨大な水を生みだし巨きよ大だいな竜りゆうをつくりだす。

　すなわち、黒こく龍りゆう北ほく斗と水帝符呪。ここまでに喰くらった呪力も上乗せして、それは圭本来の実力を大おお幅はばに上回った威い力りよくを伴ともなって、タブラ・ラサへと襲おそいかかった。

　だが、




「AFOOM」




　横合いから、別の魔術がその竜を打ち消し、圭本人の膝ひざを落とせしめたのだ。

「……おおっ?!」

「オイオイ。いつマデあれぐらいの符呪デ、コッチを縛しばってルつもりダヨ」

　解放されたジェイクが、こきこきと首を鳴らす。

　そちらにもうなずいて、タブラ・ラサは言葉を継ついだ。

「腐くさっても第三団サード・オーダーよ？　ここにいるふたりも、あたしが信用して信頼して選んだふたりなんだよ？　影かげ崎ざきやヘイゼル・アンブラーならともかく、あなたみたいな二流にどうにかできると思った？」

「く……あ……ああ……」

　先の魔術によるものか、圭の顔がチアノーゼを起こして青く染まっていく。

「圭さん！」

　セリムが、叫ぶ。

　どうやら、窒ちつ息そくを引き起こすタイプの攻こう性せい魔術らしかった。混こん沌とん魔術の知識はセリムにもないが、呼吸器官に異常をもたらす魔術は数多い。

　必死に、圭が手を振ふった。

「引っ……込んでろ……！」

　呻うめきが、少年の身体を引きずり戻もどす。

　しかし、それよりも早く、




「我は命ずるハイル！」




　アイラであった。

　少女の放ったヤドリギが、少年の肩かたを穿うがち、路地裏の壁かべに激げき突とつさせた。

「あ……が……っ！」

「……やっと……つかまえたよ……」

　少女が、少年の両肩を握にぎりしめる。ヤドリギに穿たれた肩はしとどに濡ぬれており、少女の手も鉄の臭においで染めたが、まるで気にならないらしかった。

「君には……私の気持ちを……分かってほしい……！」

　こちらの両肩を握りしめたまま、アイラはひどく嬉うれしそうに笑っていた。

　すう、とその瞳ひとみが色を変えた。

　少女の瞳が、ありえざるアカイロを宿す。

「見るな！」

　圭の叫びをひしぐように、




「──視みろ！」




　アイラが叫んだ。

　少年の頭ず蓋がいを揺ゆさぶるほどの、圧あつ倒とう的な意思を込められた声こわ音ね。

　ほんの一瞬、少年がそれにつられた。

（あ──）

　瞳を覗のぞき込んだ瞬間──




　──焼けた金串で、一息に眼球を貫かれた。




　熱と異物感が、眼がん窩かへとねじこまれる。

　錯さつ覚かくだと分かっていても、何の救いにもならぬ現実の激痛。

「あああああああああああああああああああああああああああああああああああああ！」

　絶ぜつ叫きようは、内臓のごとく喉のどからひりだされる。

　引きずり出される。

　摑つかみ出される。

　自分の内側にあるものを、視神経から無理矢や理り摑み出すようにして、この少女に表へと引きずり出される。

「ああああああああああああああああああああああ！」

　いまだ、叫びは遠く聞こえた。

　自分が発しているなどとは到とう底てい思えない。思いたくもない。いいや考えることすらかなわない。

　魂たましいそのものをふたつに引き剝はがされるようにして、セリムはただ叫び続けた。

　そして、




　──ぱりん、と音を立てて。

　　　少年の眼鏡めがねが、ひび割れる。




　　　　２




　……思い出した。

　あのとき。

　たった数十秒の奇き跡せきを見つめた直後、凄すさまじい高熱を出して自分が倒たおれたということ。

　倒れたまま、自分が何日も意識を取り戻さなかったこと。

　誰だれかが言った。




　──『これは駄だ目めだ』

　──『魔ま法ほう使つかいとして、あまりにも致ち命めい的すぎる』

　──『せめて、魔法使いじゃなかったなら』




　口々に、自分のまわりで交かわされる言葉たち。

　意識もないのに、その声を自分は覚えている。今の自分は思い出している。

　いや違ちがう。

　自分の瞳が、思い出している。




　──『ならば、〈アストラル〉ぐらいしか、こいつの行き場はないだろう』




　　　　３




【──見ロ】




　声が、聞こえた。

　深く、深く、どうしようもない深しん淵えんからその声は届いた。




【──見ロ】




　その声が、頭の中で反はん響きようする。

　頭の中だというのは分かるのに、それが自分の内側なのか外側なのかさえもはっきりしない。搔かき回されているのは自分自身と世界の両方で、その区別がどんどんつかなくなっていく。




【──見ロ】

【──視ロ】

【──観みロ】




「……あ、あ、あああ」

　分かる。

　見える。

　視えてしまう。

　観えてしまっている。

　セリムの知覚能力を遥はるかに上回って、ただ視覚のみが突出して脳を搔き回す。現実の風景だけではなく、路地裏に攪かく拌はんされたありとあらゆる呪じゆ力りよくを観察してしまい、そのすべての情報が、脳のう細さい胞ぼうに注ぎ込まれているのだった。

　熱を押さえる。

　ひびわれた眼鏡の奥。

　顔のただ中に生まれた炎ほのおをむしりとるように、眼鏡を外して、セリムが吼ほえる。

「……セリ……ム……」

　圭が、呻いた。

　喉を押さえたまま、青年は護衛対象に起きた異変を見つめていた。

「その……瞳……は……」

　無理もない。

　アカク、染まっていたのだ。

　指で覆おおった少年の瞳が、割れたレンズと指の狭はざ間まからアイラと同じ──妖精眼グラム・サイトのアカイロを覗かせていたのである。

「やった！」

　アイラが喝かつ采さいをあげた。

　目の前の奇き禍かを、最大の祝祭とでもいうように、少女は笑え顔がおを輝かがやかせた。

「……そう、か。惑わく星せい魔術……」

　やっと、セリムからまともな声がこぼれた。

「僕……も、妖精眼グラム・サイトに……目覚めさせられたひとりか」

　それが、真実だった。

　アイラとジェイクが同じ惑星魔術に感応して──たった数十秒の奇跡によって、妖精眼グラム・サイトに目覚めさせられたように、セリムもまた同じ瞳を獲かく得とくしていたのである。

「ねえ、君」

　アイラが呼びかける。

　いまだに悶もん絶ぜつしている少年へ、ひどく上じよう機き嫌げんに話しかける。

「今の君なら分かるでしょう？　視えるでしょう？　私たちが、私たちだけがあなたの仲間だって分かるでしょう？」

「……うん、視た」

　瞳は、激痛とともに新たな世界を少年へ映し出している。

　アイラとジェイクの、その瞳の宿したアカイロはひどく鮮せん烈れつで、自分も加わりたいと思わされるほどに魅み力りよく的だった。

「ねえ、私たちと、もう一度この世界を引っ繰くり返しましょう。魔法使いが中心になれるそんな世界をつくりなおしましょう」

「君ら……と……」

「そうよ」

　興奮気味に、アイラは語り続ける。




「あなただって、魔法ってすごいって、そう思っていたんでしょう！」




　ああ。

　それは、本当にとどめだった。

　打ちのめされるように、少年がたたらを踏ふんだ。ことここに至ってさえ、あの数十秒の奇跡に裏打ちされた想おもいは、少年の芯しんに他ほかならなかった。

「セリム……！」

　圭の呻うめきさえ、遠かった。

　少年は半顔を押さえ、一言ずつ区切るようにして口を開いた。

「君らは、本当に、魔法が好き、なんだな」

「うん」

　アイラが当然のようにうなずく。

「だから、君もこっちに来るんでしょう？」

「……僕は」

　少年は、一いつ旦たん口ごもった。

　そして、こう告げた。

「……僕は、君たちから、先せん輩ぱいたちを、取り戻もどす」

　言葉を理解するのに、数秒の時間が必要だった。

　アイラの瞳ひとみが、怒ど気きを漲みなぎらせる。

「どうして！」

「僕も、〈アストラル〉は、好きじゃない」

　今にも倒れそうな身体からだで、それでも無理矢や理りに足を踏ん張って、少年が言う。

「でも、やっぱり嫌きらいでもないんだ」

　ずっとずっと、苛いら立だっていた自分。

　ふらついていた自分。

〈アストラル〉の在り方と、〈螺旋なる蛇オピオン〉の在り方と──どっちがいいとも言えなかった自分。

「誰かに、どっちが正しいのか決めて欲しいって、ずっとそう思っていたけれど……やっぱりそんなの、決められないんだ」

　やるせなく、少年がかぶりを振ふる。

「決められなくても、苛々しても、やっぱり、あの先輩たちは、わりと好きなんだ」

　笑ってしまう。

　なんて馬ば鹿か馬鹿しいんだろう。

　この期ごに及およんで、仮にも魔法使いである自分が、何を言ってるんだろう。

「……そう」

　静かに、アイラが唇くちびるを動かした。

　今までのいつよりもずっと静かで、冷たい動きだった。

「だったら、それでもいいです。そう言われてもいいように、準備してたんですから」

　少女の瞳と指先に、呪力が集中する。

　ほとんど物理的なまでの、凶きよう暴ぼう極きわまりない敵意。殺意一歩手前のそれが、路地裏の狭きよう隘あいな空間から溢あふれかえる。

「無理矢理でも、ついてきてもらいますから」

　少年を押し離はなし、アイラの手が霞かすんだ。




「我は命ずるハイル！」




　妖精眼グラム・サイトに支えられた、短縮呪文。

　幾いく多たのヤドリギの矢に呪力が凝ぎよう縮しゆくし、少年の身体へと殺さつ到とうする。四し肢しを砕くだいても、命さえあればいいと、そういう意志を込められた魔ま術じゆつだった。

　刹せつ那な、

「……違う、よ」

　と、声がこぼれた。




「……それも、本当の、魔法じゃない」




　ガラスが、砕け落ちるようだった。

　よもや、その音とともにすべてのヤドリギの矢が勢いを失い、セリムの身体を貫つらぬく前に墜つい落らくするとは。

　ひどく哀かなしそうに、少年はそれを見つめていた。

　アカイロの瞳で、見つめていた。

「な──！」

「ドケ！」

　アイラが唸うなり、ジェイクが印形をつくった。

　こちらもまた〈螺旋なる蛇オピオン〉の座セフイラーにふさわしき神速。精せい妙みように形成された印形はジェイクの妖精眼グラム・サイトによって呪力を紡つむがれ、壮そう漢かんの腕うでに稲いな妻ずまの槌つちをつくりあげた。




「DIRVFSC」




　即そく時じジェイクが使える中では、最大級の魔術であった。

　そんな術式をすぐさま選べる思い切りこそ、彼が修しゆ羅ら場ばで得た賜たま物ものだったろう。

　だが──これも、セリムの目の前で散ったのだ。

「そりゃ……あ……」

　壁かべ際ぎわで窒ちつ息そく寸前の圭が声を上うわ擦ずらせる。

「その色は……昔の……あいつの……」

「ＨＡＨＡＨＡ！」

　ジェイクが笑った。




「WUCOM」




　身を退きながら、新たな結界を周囲に展開する。

　それさえも破れた。少年が一いち瞥べつしただけで、あたかも神の意志に逆らった罰ばつのように、見る影かげもなく砕け散った。

「ははは！　それダ！　それダヨ！」

　なおも、壮漢は笑う。

「それが！　お前の瞳ダ！　俺もアイラも持ち得なカッタ瞳ダ！」

「…………」

　セリムは、答えない。

　少年の内側で、飛ひ躍やく的に呪力の内圧が高まっていく。粒りゆう子し加速器を思わせてぐるぐると回転し、激しい頭痛とともにますます視界を赤く染めていく。

「石動さん」

　短く、名を呼んだ。

　それだけで青年を苦しめていた窒息の魔術は効力を無くした。ばかりか、続く少年の言葉に、その手足が半ばひとりでに反応したのだ。

「斜ななめ右三十六度、火行符ふ呪じゆ」




「疾チツ！」




　衰すい弱じやくしていた青年の指が、突とつ然ぜん今まで以上の呪力で霊れい符を放った。

〈螺旋なる蛇オピオン〉の三人すべてを巻き込み、火山の奔ほん流りゆうのごとく世界を包み込む火行符呪。

　すなわち、泰たい山ざん府ふ君くん炎えん羅ら符呪。

「だから！　ほかの社員を先に引き離したのに！」

　かろうじてタブラ・ラサのあげた王おう錫しやくが、不可視の壁によって炎ほのおをせき止める。

　──違ちがう。

　アイラやジェイクのそれと少年の瞳は、違う。まるで違う。

　神秘を宿しているのではなく、少年の瞳そのものが神秘の宝石と変じたかのような──あまりにも絶大な変異。

「…………」

　セリムは、その光景に何の感情も覚えていない。

　ただ分かる。

　見える。

　どこまでも、どこまででも、視界が広がっていく。

　時間も空間も超ちよう越えつして、紅くれないの世界がすべてを占しめていく。

　自分という概がい念ねんがいかにちっぽけなものだったかをセリムは知った。そんなものは視界ひとつで変わってしまう。ビルの屋上から見下ろす風景が、人に死と支配を印象づけるように、圧あつ倒とう的な知覚能力は人格をそのままつくりかえてしまう。

（ああ……）

　ため息のように、思う。

（それがどうした）

　一番嫌いなのは、誰だれも助けられない自分だ。

　一番憎にくいのは、何も成し遂とげられない自分だ。

　一番許せないのは、ずっと苛立ったまま、そのぶつけどころすら見つけられなかった自分だ。結局それこそが、〈アストラル〉を受け入れられなかった理由でもあるのだろう。きちんと肯こう定ていするにも否定するにも、自分という土台は必要なのだから。

　先輩たちに与あたえてもらった言葉のひとつひとつが、今になって痛いほど刺ささる。

　だから、せめて。

（せめて……これだけは、僕の『仕事』だ）

「石動さん！」

「おお！」

　その声が、瞳が、青年の動きをさらに加速させる。

　圭もまた、淡あわく微び笑しようしていた。

（は、いい顔しやがって！）

　思いながら、少年の導く呪じゆ力りよくに従う。




「ひとつがふたつ、ふたつがよっつ、よっつがやっつ、やっつがじゅうろく──」




　声こわ高だかに呼ばう。

　これも、圭単体では使えなかった呪術だ。何年も何年も努力を重ね、結局石動圭には届かなかった術式。きっとこれから先も、自分の手に収まることはないだろう魔術。




「太極より両りよう儀ぎ生じ、両儀より四象に至り、四象は八はつ卦けへと変わり、八卦は六十四卦の大成卦となす。されど、我はその爻こうを押し開き、三百八十四の爻こうを結ばん──」




　もう、若い頃ころの悔くやしさはない。かすかな苦みだけが胃の底に沈しずんでいる。

　その苦みも、今はただ懐なつかしいだけ。

「今こ宵よいの演だし物は四神相応がひとつ、六十四卦三百八十四爻こうの陣じん！」

　指に挟はさんだ竹たけ筒づつより、くだぎつねが溢れ出る。

　ひとつの筒に一匹ぴきのくだぎつね──その影が次から次へと増えていき、路地裏を莫ばく大だいな呪力で埋うめ尽つくしたのだ。

「食い尽くせ！」

　主あるじの命令に、くだぎつねたちが駆かける。

　津つ波なみにも等しいその大魔術に、しかし別の呪力が挑いどんだ。

　斜めに振り落とされた銀光が、怒ど濤とうのごときくだぎつねの突進を切り裂さいたのだ。あたかも海を割った古代の預言者のごとく、それは六十四卦三百八十四爻の陣さえも食い止めたのである。

「な──！」

　圭が、目を見張る。

「それは……」

　セリムも、こればかりは硬こう直ちよくした。

　それは、少年が噂うわさだけに聞いていた魔術だった。大魔術グラン・決闘フエーデの最終決戦においても決定打として使われたという術式。

　不死の神をも殺すヤドリギは、今や小さな矢ではなく、遥はるかに凶きよう暴ぼうな姿を晒さらしていた。

　槍やり。

　すなわちミストルティンの槍が、アイラの手に握にぎられていたのである。

「いいですね、タブラ・ラサ様」

「仕方ないわよね。本当はもう少し押さえてほしかったんだけど」

　タブラ・ラサが大げさにため息をつく。

「その子の妖精眼グラム・サイトだけは特別だものね。押さえられるとしたら呪力そのものを断ち切れるミストルティンの槍よりほかにない。少し痛くなっても、諦あきらめてちょうだいね？」

「いきます」

　アイラの手が、ミストルティンの槍を振ふりかざした。

　圭が邪じや魔まできぬように、ジェイクも微妙に立ち位置を変えて牽けん制せいする。

　空気が凝結した。〈螺旋なる蛇オピオン〉とセリムたちと、二陣営の呪力が渦うずを巻いて天空へと伸のび上がる。セリムとアイラ、双そう方ほうの妖精眼グラム・サイトがほんの数メートルの距きよ離りをおいて向かい合った。

　炸さく裂れつはいつか。

　数秒の先か。それとも刹せつ那なももたぬのか。

　そのとき、

「……待って！」

　もうひとつ、異変が生じた。

　路地裏の、中空からであった。




「はらいたまい、きよめたまう！」




　圧縮されていた呪力が、一気に浄じよう化かされる。

　神道の魔術属性〈禊ぎAbsolute Purification〉。だが、これほど鮮あざやかな浄化がなせる者が、一体何人世界にいるだろう。

　セリムは視みた。

　アイラにも視えていた。

「間に合った」

　巫女みこを抱かかえてきたもうひとりの赤毛の少女──ラピスの姿を、場の全員が認にん識しきした。

「みかん先せん輩ぱい！　ラピス先輩！」

「ごめんなさい」

　ラピスに抱えられ、場の呪力を断ち切った体勢のまま、みかんは頭をさげた。

「先輩なのにこんなに遅おそくなって、本当にごめんなさい」

「オイオイ。どうやって抜ぬけ出た？」

　こちらは、ジェイクが口を挟んだのだ。

「ずいぶん呪物フエテイシユを奮発した結界ダッタんだケド、それデモ甘かったリシタかナ？　さすがに自信無くしちゃいソウだけど？」

「そうじゃないよ。あたしとラピスだけだったら、丸二日ぐらい脱だつ出しゆつにかかったと思う」

　ふざけたジェイクの言葉に、みかんがかぶりを振った。

「ただ、手伝ってもらったから」

「手伝イ？」




「──僕ですよ」




　柔やわらかな、声がかかった。

　全員が振り向いた。人ひと払ばらいの術式によって誰もいなくなったはずの通りに、いつのまにか黒いスーツの青年が立っていたのだ。

　セリムには、見覚えがあった。

「……あなた、は」

「はは。だから、気をつけるよう言ったでしょ？」

　はにかむように、青年が頰ほおを搔かく。

　最初に駅で出会って、隻せき蓮れんの鞄かばんを拾ってくれた相手だった。

　その相手に、みかんが顔を輝かがやかせた。

「お兄ちゃん社長！」

「……社……長……」

　セリムが、息を止める。

　つまり、その正体は──

「伊い庭ばいつき……！」

　ジェイクとタブラ・ラサもまた、その人物の登場に目を見張った。

　しかし、最も激げき烈れつな反応をしたのは、ある意味で当然にもうひとりの少女だった。

「伊庭、いつきぃぃぃぃ！」

　ミストルティンの槍とともに、アイラが跳とんだ。

「お兄ちゃん社長！」

「大だい丈じよう夫ぶ」

　淡く、微笑する。

　半身になって槍の初しよ撃げきを躱かわし、優美な歩法でアイラの裏を取るようにしながら、ゆるりと言葉を継ついだのだ。

「これでも〈アストラル〉の社長なんだ。──それなりには、できるつもりだよ」

　そして、その唇くちびるがとある呪文スペルを口ずさんだ。




「──I do strongly command thee, by Beralanensis, Baldachiensis, Paumachia, and Apologle Sedes; by the most Powerful Princes, Genii, Lichide, and Ministers of the Tartarean Abode; and by the Chief Prince of the Seat of Apologia in the Ninth Legion──」




　セリムも、それを知っていた。

　いいや、呪文の意味を視ることができた。

「あ……ああ……」

　それは、王の魔術。いずれも譲ゆずらぬ〈協会〉の魔術系統にあって、なお他を圧する魔術の中の魔術。

　歴史あるその名こそ、

「……ソロモン王の……」

　茫ぼう然ぜんと、少年が言う。

　憧あこがれの英えい雄ゆうに出会った子供のように。

　あるいは、ずっと焦こがれていた伝説の一風景に立ち会った詩人のように。

　伊庭いつきが、かのものを呼ばう。




「──来たれマルバス！　三十六の軍団を統すべる王！」




　ごっ、と空気が震ふるえた。

　霊エーテル体が実体化する反動で、周囲の空気を押しのけたのである。たちまち黄金の鬣たてがみが現れ、魔性の獅し子しが顕けん現げんする。

　その姿の、猛々しさよ。

　身体からだのすべてが、凄すさまじい呪じゆ力りよくに燃えるようだった。




「我は命ずるハイル──！」




　アイラの槍に従って、ヤドリギの矢が射出される。

　自動射出された幾いく多たの矢を、しかしマルバスの鬣が伸びて迎げい撃げきした。

　おそらくはそれも、妖精眼グラム・サイトによるものだった。セリムのそれよりは遥かに弱々しく、ほんのりと灯ともった少年の瞳ひとみのアカイロは、魔術をすべて先読みして喚かん起きした魔神に伝えているのであった。




「INTHOOL」




　ジェイクの指が、新たな印形シジルを虚こ空くうに描えがく。

　その術式に従ってジェイクの身体がいくつにも分裂し、それぞれのジェイクが別々の印形をつくった。おそらくは自分の霊エーテル体だけを新たにつくりあげ、それぞれに魔術を行使させるという荒あら技わざだったのだろう。

　先読みされるなら、いくら先読みしても回かい避ひできないほどの魔術をぶつければよい。

　これもまた、対伊庭いつきのため練り上げられた戦術だったか。

　だが、それらの魔術が発動するよりも早く、さらに天空より別の影かげが舞まい降りた。




「──来たれフォルネウス！　二十九の軍団を支配する侯こう爵しやく！」




　新たな魔神。

　いつきとジェイクの間へ強ごう引いんに割り込むようにして、巨きよ大だいなギンザメの魔神が路地裏狭せましと顕現する。

　しかも、今度は一柱きりではなかった。





「──来たれグラーシャ・ボラス！　三十六の軍団を制する力強き伯はく爵しやく！」

「──来たれエリゴール！　六十の軍団を治める、堅けん固ごなる騎き士し！」






　空中より現れた巨大なギンザメに続き、翼つばさの生えた狼おおかみと漆しつ黒こくの騎士が現れる。

　狼の翼が巻き起こす風と、黒騎士の槍やりが増えたばかりのジェイクの幻げん影えいをたちまち吹ふき飛ばした。

　そして、

「だらしないこと」

　と、別の声が評価を下したのだ。

　ギンザメの魔神の頭上に、その相手はそっと座っていた。

「二年近くも私と修しゆ行ぎようして、まだ同時に喚起できるのは一柱きりですものね。だから、こんな醜しゆう態たいをさらすのですわ。あの結界だってもっと早くほどけたはずです」

「か、勘かん弁べんしてよ。もともと魔術の才能とかないんだから」

「あら。私の霊エーテル体と混じり合ってる以上、才能がない程度で泣き言を口にされては困りますわ」

　縦ロールを搔き上げて、女性は優美に微び笑しようした。

　しなやかな身体のラインを強調する漆黒のドレス。ほっそりした首にかかったペンダントはソロモンの五ご芒ぼう星せい。花弁を思わせる唇に、蠱こ惑わく的なほど白いうなじ。神に愛された彫ちよう刻こく家が、渾こん身しんの鑿のみを振ふるったかのごとき天てん与よの美び貌ぼう。

　アディリシア・レン・メイザース。

〈協会〉にも名高い結社〈ゲーティア〉の首領が、そっとフォルネウスの頭を撫なでたのである。

　しかも、来訪者はそれにとどまらなかった。

「ちょっとイチャイチャしすぎなん違ちやう？」

「せ、先輩！　ちょ、急ぎすぎ。おっぷ」

　箒ほうきに乗って、唇をとがらせた穂ほ波なみと、顔を青くさせたオルトヴィーンが現れたのだ。

「こん、な……」

　アイラが、絶句する。

　さもあらん、わずかな間で攻こう守しゆは逆転した。

〈螺旋なる蛇オピオン〉残党に対する包ほう囲い網もうともいうべき陣じん形けいが、この路地裏にできあがっていたのである。

　困ったように、いつきが曖あい昧まいに微笑する。

「えと……とりあえず、今はいいかな？」

「ええ、イツキ」

　少女がうなずく。

　それだけで、あまりにもふたりの姿は似つかわしかった。戦場に向かう王と女王にも似て、凜りんとして〈螺旋なる蛇オピオン〉へと宣言する。

「私たちが日本にいない隙すきを狙ねらうなんて……そんな奸かん賊ぞくにお譲りできるものは何もありませんわ」

「ハ。言ってクレるヨ」

　ジェイクが唇を歪ゆがめる。

　いまだ闘とう志しは衰おとろえず、それでも趨すう勢せいは決したようにしか見えない。

　だが、

「……これで、詰つみのつもり？」

　タブラ・ラサが、冷え冷えと訊きいた。
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「……これで、詰みのつもり？」

　この期ごに及およんでも、第三団サード・オーダーたる少女は一いつ切さいの恐おそれを見せなかった。

　むしろ、多くの魔ま法ほう使つかいの集つどったこの瞬しゆん間かんこそ、自分の勝利が露あらわになったというようでもあった。手に持った純白の王おう錫しやくを持ち上げ、口づけるようにして、少女は恍こう惚こつと瞼まぶたを閉じた。

「おいで、アイラ」

「はい」

　従ったアイラが、その王錫を肩かた口ぐちへあてがわれ、びくりと震えた。

「タブラ・ラサ、何を──！」

「忘れた？　大魔術グラン・決闘フエーデでのあたしが、何を取り込んだか」

　いつきへと微笑して、タブラ・ラサはさらに念を凝こらした。

　すると、もうひとつ、第三団サード・オーダーに匹ひつ敵てきする呪力が膨ふくれあがったのだ。

　黒い呪力だった。

「あ……あ……ああああああ……！」

　アイラが震える。

　タブラ・ラサと対照的な、漆黒の呪力が怒ど濤とうのごとく生じて、アイラに重なっていく。

　ラピスが、目を見張る。

「ニグレド──！」

　かつて〈協会〉を管理した第三団サード・オーダー。

　大魔術グラン・決闘フエーデで取り込んでいたその霊エーテル体を、アイラを霊れい媒ばいとすることによって、一時的に現実へと帰き還かんせしめたのだ。

　衰すい弱じやくしているとはいえ、第三団サード・オーダーがふたり。

　その凄まじい呪力を吸って、ミストルティンの槍が黒く染まる。

　タブラ・ラサはその槍を手に取った。

　王錫と重ねると、槍は自然に融ゆう合ごうした。黒と白を互たがいに溶とけ合わせた投げ槍。魔眼の神バロールを打うち倒たおしたという、光明神ルーの槍の顕現。

「これが、今のあたしとこの子の精せい一いつ杯ぱい」

　タブラ・ラサが、重く告げた。

「使うつもりはなかったわ。あたしにもこの子にも負担が大きすぎるもの。だけど、あなたが来たなら使わざるを得ない。あなたならそれでも受け止めてくれる？」

「しなきゃ、納なつ得とくしないんでしょう？」

　いつきは微苦笑した。

　やはり、魔法使いというよりも、普ふ通つうの大学生といった印象が強かった。

「セリム」

　と、すぐそばの少年を呼んだ。

「な、何です」

「良かったら手伝ってくれるかな？　ああは言ったけれど、実のところ僕だけではどうにもならない」

　言葉面づらは情けないのに、それだけで人の心を宥なだめてしまう、芯しんの強い声だった。

　だから、セリムまでも、つい口もとをほころばせてしまった。それをごまかすようにため息をつき、憎にくまれ口を叩たたいた。

「すごく考えなしに見えますけど、いつもそうなんですか」

「実はそうなんだ」

　あっさり、いつきは認めた。

　肩すかしを受けて、セリムも梯はし子ごを外されたみたいに言葉を無くす。

（……ああ、そうか）

　と、思う。

　一見はどう映ったとしても、これはまだ自分には敵かなわない相手なのだろう。見ている場所も戦っている場所も違ちがい過ぎて、まるで言葉が嚙かみ合わない。

　ならば、それは認めよう。

　次は勝とう。

「僕と、呼吸を合わせて。──悪いけど、社長命令ってことで」

　静かに、青年は言った。

　すぐ隣となりに立っているいつきの吐と息いきを、それだけでセリムは把は握あくすることができた。

「一いつ緒しよに──視みて」

　言葉にしなくても、その意味は伝わった。

　いつきとセリムの呼吸が、徐じよ々じよにひとつとなっていく。

「…………」

　やってきたばかりの穂波やオルトヴィーン、みかんやラピスたちも、その光景を黙だまって見つめていた。圭は動かず、アディリシアは魔神たちを霊エーテル体へと戻もどし、〈螺旋なる蛇オピオン〉のジェイクすらその戦いを邪じや魔ましようとはしなかった。

　ふたつの視界が、ひとつとなっていく。

　ふたつの世界が、ひとつとなっていく。

　ふたつの妖精眼グラム・サイトが、ひとつの奇き跡せきをつくっていく。

　内側で、また声がした。




【オ前ハ──】




「ああ、そうか。そうだったね」

　いつきが微笑する。

「もう、君は僕じゃない」

　その声がいつきのものか、自分のものか、セリムにはよく分からなくなっていた。ただ、その声に対して、ひどくいつきが懐なつかしく思っていることだけは分かった。

「だけど、君が選んだ彼のために──もう一度だけ、力を貸して」

「──行くよ」

　タブラ・ラサが指をかざした。

　ルーの槍が、放たれる。

　暴力的なまでの光が、路地裏を埋うめ尽つくす。

「セリム、分かる？」

「ええ」

　少年は、カードを握にぎりしめた。

　やることは単純シンプルだ。見たままの光景を受け入れ、その光景に自分の見たいイメージを重ねること。想像を強固な認にん識しきへとすり替かえ、強固な認識を現実へとすり替える詐さ欺ぎの類。

「誘ゆう導どうは僕がやる。君は、ただ君の在りたい光景を思って」

「……はい」

　うなずく。

　ふたつの妖精眼グラム・サイトによって、呪じゆ力りよくを書き換かえる。

　第三団サード・オーダーの形成した神槍を──強固極きわまりない現実を、自分の意思で塗ぬり替える。

「僕の怒いかりは──」

　かつての自分を砕くだくように、拳こぶしを振ふるう。




「──僕が受け入れる」




　光と、拳がぶつかり合った。




　　　　４




　──あっけなく、光は消えた。




　路地裏のちっぽけな空間で、神話にも匹敵する激げき突とつが幕を閉じた合図だった。

「……あたしの負けね」

　タブラ・ラサが、肩を落とした。

　同時に、アイラががくりと膝ひざを落とす。

　少女は意識を失っていた。わずか十数秒とはいえ第三団サード・オーダーの霊媒となったのだから、それは当然の結果だった。

「タブラ・ラサ様！」

　庇かばうように立ちふさがったジェイクに、タブラ・ラサはかぶりを振った。

　たとえ敗北しても、少女の誇ほこりは誰だれも汚けがせなかった。

「どうするの？　あたしを封ふう印いんでもする？　二年もあったんだから、それぐらいの術式は用意してるんじゃない？」

「それも考えたんですけどね」

　タブラ・ラサの言葉に、いつきが髪かみを搔かいて隣を向いた。

「セリム、君はどうしたい？」

「……え」

「だってほら、勧誘スカウトされたんでしょう。転職先のことを僕が勝手に決めたら、いろいろ問題にならないかな？」

「そ、それは断りましたし！」

「あ、そっか。じゃあ僕が決めていいかな」

　ぬけぬけと、そんなことを言ってのける。

　つくづく一ひと筋すじ縄なわでいかない相手だと、少年は改めて実感した。どこまでが本気でどこからが冗じよう談だんなのか。それとも、全部が全部本気なのだろうか。

「考えてたのに、封印しないの？」

「まあ、あなたもそうした術式からの脱だつ出しゆつは心得ていそうな気がしますし……あなたを失った〈螺旋なる蛇オピオン〉の賛同者たちは、バラバラに動き出してしまうでしょう？」

「…………？」

　一いつ瞬しゆん眉まゆを顰ひそめ──続く数秒で理解を宿した白い少女から、怒気が噴ふき上がったのだ。

「あなたは……〈螺旋なる蛇オピオン〉の旗はた頭がしらとして、あたしがいた方が御ぎよしやすいと言ってるの？」

「まあ、そんな感じです」

　困ったように、いつきが笑った。

　その返答があまりにも真まっ直すぐすぎて、タブラ・ラサさえも邪気を抜ぬかれる。霊エーテル体の身体からだでひとつため息をついて、視線をあげた。

「それが……あなたの魔ま術じゆつ？」

「だったらいいなと、思ってます」

　答えたいつきに、タブラ・ラサはすっと司祭服の胸を押さえた。

「でも、あたしがいる限り、何度でも〈螺旋なる蛇オピオン〉は立つ。魔法使いのあるべき姿を求めて、あなたたちに牙きばを剝むく。あなたが人間である以上、きっとあたしよりは先に死ぬわ」

　それも、当然の摂せつ理りだった。

〈螺旋なる蛇オピオン〉が表おもて舞ぶ台たいにあがろうとしたのは、これが初めてのことではない。魔女狩がりから何度となく姿を変え、カタチを変え、彼女たちは外の世界へと挑ちよう戦せんしてきた。自分を拘こう束そくしない以上、その歴史が繰くり返されるだけだと、タブラ・ラサは言っているのであった。

　しかし。

　いつきもまた、口を開いた。

「それでも、僕の会社は残ります。会社がなくなっても僕の意志は誰かに残ります。それさえなくなっても、僕のつくった波は紋もんがどこかに残ってくれてると思います」

　けして強がりではなかった。

　心底から信じるものしか持ち得ない重みを、少年の言葉は備えていた。

「それに、そのときにはあなたを構成している魔法使いたちも変わります」

「…………」

　タブラ・ラサが、一瞬沈黙する。

「そうね。あたしは〈螺旋なる蛇オピオン〉の象しよう徴ちようであり総意だもの。ここに在るあたしが、大魔術グラン・決闘フエーデのときのあたしと変わっているのは間違いない。長い時間を経たならもっと変わるでしょう。だけど、それまでどれだけの年月をかけるつもり？」

「何度も代替わりして蓄ちく積せきした絶望や憎しみなら、何度も代替わりしながら薄めていくしかありません。未来の魔法使いが見るものはただの暗くら闇やみだけじゃないって、未来の魔法使いたちがきっと確かめてくれます」

　いつきとタブラ・ラサが、見つめ合う。

　時間の流れが、そこだけ違っているかのようだった。悠ゆう久きゆうの時間が刹せつ那なに凝ぎよう縮しゆくされているようにも、刹那の時間が悠久に引き延ばされているようにも思えた。

「平行線ね」

「平行線です」

　言葉面とは裏腹に、ふたりの表情に険悪なものはなかった。

　ただ、ひどく穏おだやかで、それでいて切実な覚かく悟ごが湛たたえられていた。

「……長い戦いになるわね」

「……そうなってくれればいいと、思います」

　かつての少年は、微び笑しようする。

　それは、単なる先延ばしではない。

　制度やシステムの変化には、必ず意識の変化が必要なのだ。戦国時代の人間に現代の民主主義を教えても通用すまい。奴ど隷れい制華はなやかなりし頃ころに人権を訴うつたえたところで──まかり間違ってそれが通ってしまったところで、需じゆ要ようと供給のバランスの乱れは、ほとんどの場合悲劇しか生まないだろう。

　当時には当時の必要があり、当時なりの効果があった。

（魔法使いにとって……あの決けつ闘とうはどうだったんだろう）

　いつきは思う。

　大魔術グラン・決闘フエーデは、確かに時間の針を進めた。

　だが、進ませすぎたのではないか、ともいつきは思っていた。その進んだ時間に意識が追いつくのにはもう少し時間が必要だろう。

　だから、

「……僕はただ単に、自分の身の回りを護まもりたかっただけです」

　いつきが言う。

　彼が大魔術グラン・決闘フエーデを始めた理由。〈協会〉と〈螺旋なる蛇オピオン〉という二大組織を相手どってでも、我を通さざるを得なかった発ほつ端たん。

「……だけど、その当たり前を護るためにはもっと広い視野が必要で……きっと、あなたという敵も必要です」

「ずいぶん、遠回りな話ね」

「きっと、この世界のどんなことも、そうなんだと思います」

　青年は笑う。

　たとえば、それは魔術のように。

　世界のどんなことも──魔術自身も含ふくめて、複雑に絡からみ合っている。無関係なことなんて、何ひとつありはしないのだと。

「じゃあ、あなたがその在り方を違ちがえないか、見届けてあげるわ」

　納なつ得とくできたのかどうか、タブラ・ラサはジェイクを招き寄せた。

　アイラの肩かたに手を置いて、青年たちに告げた。

「また、会いましょう」

　同時に、風が巻いた。

　それが消えたとき、〈螺旋なる蛇オピオン〉の三人の姿も消えていた。

　緊きん急きゆう脱出用に備えていた転移の魔術が彼らを連れ去ったのだと、この場の魔法使いたちには知れた。

「お兄ちゃん社長！　お帰りなさい！」

「あ、みかんずるい！」

　みかんが飛びつき、ラピスが早さつ速そく抗こう議ぎの声をあげる。

「やれやれ……まあ、とりあえずお疲つかれ様」

「どうでもいいが、隻蓮越ごしとはいえ報ほう酬しゆうは弾はずめよ」

　ついで、ぞんざいに言ったオルトヴィーンと圭が、面めん倒どうくさそうに唇くちびるを歪ゆがめる。

「…………っ」

　それぞれが好き勝手に反応する中で、出で遅おくれたセリムははっと右目に手をあてた。

　異様に発光していた妖精眼グラム・サイトは、いつのまにか輝かがやきを失っていた。

「大だい丈じよう夫ぶだよ」

　気づいて、いつきが声をかける。

「まだそのときじゃないから、もう一度眠ねむりについただけ。きっと、君もいずれその瞳ひとみと話すことになる」

「……そうですか」

　不思議と、その言葉だけで安心できた。

　安心できてしまうのが、逆に少しむかついた。だけど、ずっと胸の中にこびりついていた苛いら立だちとは違う感覚でもあった。

「僕は……」

　言いかけて、口をつぐむ。

　それからもう一度、大きく息を吸って、セリムはいつきを見上げた。

「俺も、あなたが自分の言葉を違えないのか、見届けたいと思います」

「うん。よろしく」

　と、いつきが笑った。




　そして。

　穂波とアディリシアは肩を並べ、なんだかくすぐったい風に、両者を見つめていたのであった。
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　後始末ということで、メンバーはそれぞれに散っていった。

　まず呪じゆ波は汚お染せんの洗せん浄じようが終わってないので、セリムはラピスやみかんと一いつ緒しよに再び市内へと戻もどった。

　オルトヴィーンは圭けいとともに報酬の交こう渉しようで、早速近くの喫きつ茶さ店てんあたりに繰くり出したらしい。あのふたりの交渉戦となると、さぞ魔ま術じゆつ戦に負けぬだけの激しい攻こう防ぼうが繰り広げられていることだろう。

　──だから、今は三人きり。

　いつきと、穂ほ波なみと、アディリシアであった。

　中ちゆう華か街がいの華々しい通りを出たあたりで、穂波がことりと首を傾かしげた。

「結局いっちゃんは、どこを回ってたん？」

　その質問に、青年はええと……と空を仰あおぐ。

「うんその、ちょっと大陸で修しゆ行ぎようしてて」

「修行？」

「ほら、魔法使いは本質的に神秘を扱あつかうものだけど、僕の場合は神秘──ソロモンの魔神を取り込んだわけだから、少し普ふ通つうの魔術とは変わってくるらしくて」

「…………」

　その意味は、穂波にも分かる。

　魔法使いは、あくまで人間として神秘を扱っている。いかに呪力を練ろうが、強大な魔神を喚かん起きしようが、それは自分の『外』のことだ。

　だからこそ、『内側』でそれを引き起こす場合、禁きん忌きに触ふれやすい。

　ツェツィーリエやその弟で子しであるオルトヴィーンの人じん狼ろう化を思い起こせば、その危険性は容易に理解できるだろう。彼らは自らの内側に魔術を取り込んでしまっているからこそ、ちょっとした意識の揺ゆれで暴走しかねない。

「じゃあ、いっちゃんは……」

「至上の四柱、だからね」

　困ったように、青年は笑う。

「そうですわね」

　アディリシアも、そっと胸を押さえた。

　瞼まぶたを閉じた美び貌ぼうは、自分の内側で鼓こ動どうする別の存在を確かめるようだった。

　いつきとアディリシアをつないでいるのは、単に呪力だけではない。七十二柱の中でも特別な魔神──至上の四柱のひとつが、彼らを霊れい的てきに結びつける主因となっていた。

　だからこそ、今の彼らは厳密には人ではない。

『魔法』になりかかった『魔法使い』。

　禁忌の一歩手前。

　普通ならそのまま禁忌になりはてるところを、〈ゲーティア〉秘ひ奥おうの術式をもって、いつきとアディリシアが相そう互ごに状態を観測し合うことで、かろうじて人のカタチを保っているに過ぎない。

「ただ、大陸には昔そういうのに手を出して、ずっと山に引っ込んでいた一族がいるって言うから、影かげ崎ざきさんに教えられて行ってきたんだ。おかげで少しはマシになったよ」

「──それって、仙せん人にんか何か？」

「まあ、そんなところ」

　仙人にもいくつかの種類がある。かつての影崎のような地球ほしと合一する天仙、地仙、尸し解かい仙せんといった『抱ほう朴ぼく子し』にも載のっている区別のほかに、天仙・神仙・地仙・鬼き仙せん・人仙といった分け方もあるらしい。〈協会〉の勢力圏けんからは離はなれるため、穂波も詳くわしくはないのだが、影崎ならばそうした知識もあるだろう。

（……少し、背が伸のびたかな？）

　なんとなく、思う。

　甘あま酸ずっぱい気持ちが膨ふくれ上がるのを、つとめて無視した。幸い、そっと瞼を閉じるだけで、今の穂波には十分だった。

「いいから、次はもうちょい早めに連れん絡らくして」

　とだけ、伝える。

「あ、うん」

　いつきも気まずそうにうつむいた。

　実際、いつきたちが連絡してきたのは、ギリギリのタイミングだったのだ。

　結界に閉じこめられる直前、彼の連絡によって穂波とオルトヴィーンは難を逃のがれた。後は隻せき蓮れんに話して後始末をしてもらってる間に穂波たちがこちらへ急行、あらかじめ市内で動向調査をしていたいつきたちは、みかんとラピスを救い出した格好だ。

　内部からの工作に堅けん固ごな結界の常で、外部から解放するのには手間がかからなかった。

　でなければ、セリムのピンチには間に合わなかったかもしれない。

「でも、どうして〈螺旋なる蛇オピオン〉の襲しゆう撃げきが分かったの？」

「それは、ええと、連絡があって」

「連絡？」

　ことりと穂波が首を傾げた。

「うん。匿とく名めいの連絡。ひょっとしたら、もうすぐ会えるかもだけど」

　それだけ言って、しばらくいつきたちは郊こう外がいに向けて歩いていった。

　いつしか、柔やわらかなせせらぎが聞こえてきた。

　川原である。

　最初に、セリムがみかんと出会ったあたりだった。

　そっと右目を押さえて、いつきは道路から川原へと至る傾けい斜しやの一角を眺ながめた。

　すると、雑草が伸び放題となった草むらに、真っ白なスーツの若者がごろりと寝ねそべっていたのだ。

　穂波とアディリシアが、大きく目を剝むいた。

「……あ」

「やあ、ひさしぶり」

　白いスーツの手が、のんきそうにあがる。

「いっちゃん……！」

「ちょっと話してくるね」

　その姿を見ると、仕方なさそうにいつきがひとりで草むらを滑すべり降りていった。

　隣となりまで近寄って、そっと腰こしを下ろす。

　若者の名は言うまでもあるまい。

　フィン・クルーダ。

〈螺旋なる蛇オピオン〉の〈調停テイフエレト〉の座セフイラーにして、もうひとりの妖精眼グラム・サイト保持者。

「フィンはどうしてたの？」

　以前と違ちがって呼び捨てになっていたけれど、それもいつきにとって自然な行こう為いだった。

　だから、対する枯かれ草くさ色の髪かみの若者も、気軽にうなずいた。

「いろいろ回ってたよ」

　シュークリームをぱくつき、指についたクリームも舐なめ取りながら答える。

　それから気がついたように、膝ひざにおいていた紙の箱を指さして訊きいた。

「食べる？」

「うん」

　いつきもうなずいて、素す直なおにシュークリームを受け取った。

　大きく口を開けて頰ほお張ばって、同じように指へついたクリームを舐め取る。そうすると、人種も何もかもが違うのに、まるで兄弟みたいに見えた。

　しばらく、どちらも言葉を発さなかった。

　互たがいに、体温を感じられる距きよ離りにいるだけで十分というようだった。

　二年の時間をそうやって埋うめているようでもあった。

　もう三個ほどシュークリームを食べて、

「ボクは、やっぱり分からないよ」

　と、フィンが囁ささやいた。

「この世界の価値とか分からない。自分の意味とか分からない。他人の願いを叶かなえるほかに、自分の意義を見いだせない」

「……うん」

　いつきは、うなずいた。

　仕方なさそうに眉まゆ根ねを寄せて、それでもしみじみと言った。

「でも、生きていてくれた」

「君との約束だからね」

　微び苦く笑しようして、フィンが肩かたをすくめる。

　実際、彼をこの世につなぎとめたのは、それだけのことかもしれない。他人の願いを汲くみ取るだけの願望器である若者は、『生きていてほしい』といういつきの言葉を受けて、やっと存在し続けるだけの理由を得ることができた。




　──『だから、フィンさんだけは生きててほしいんです。ほかの誰だれよりも多くのものを視みられる僕らだから、視たものを覚えていてほしいんです』

　──『ああ、君のお願いじゃ……仕方ないな』




　それも、もう二年前のことだ。

　昨日のように覚えてはいても、きっといつかは薄うすらいでいく記き憶おく。

　だから、懐なつかしそうに目を細めてから、いつきは何気なく尋たずねてみた。

「……今回、〈螺旋なる蛇オピオン〉の残党の情報を流してくれたの、フィンでしょ？」

「どうして？」

「他ほかにいないと思うから」

　いつきが微苦笑する。

　大陸での修しゆ行ぎようを早めに切り上げたり、妨ぼう害がい対策を施ほどこした携けい帯たい電話を準備したのも、この情報が理由だった。セリムが網あみ棚だなに携帯電話入りの鞄かばんを忘れたときは、わりと慌あわてたものである。

　フィンは肯こう定ていも否定もせずに、別のことを尋ねた。

「彼が、そうだね？」

「うん」

　と、いつきがうなずく。

　それだけで、言いたいことを察したらしかった。

「タブラ・ラサの忘れ形見。惑わく星せい魔ま術じゆつが残した、最後の欠片かけら」

　歌うように、若者が空を仰あおぐ。

「生命の実は、今彼の中に？」

「……まあ、そうなるかな」

　いつきが、少し迷ってから認めた。

　セリムの妖精眼グラム・サイトが、彼のものだけ異様な『力』を発揮した理由。

　いつきが無理矢や理りに自分の瞳ひとみと同期させた結果、タブラ・ラサの切り札たるルーの槍さえも無効化せしめたその原因は、彼の瞳に封ふうじられたモノにあった。

　タブラ・ラサが少年セリムを狙ねらったのも、同じ理由だろう。

　生命の実。

　紅あかい種。

　かつて大魔術グラン・決闘フエーデで使われた、惑星魔術のエネルギー。

　おそらく、万が一、億が一の偶ぐう然ぜんといっていいだろう。

　大魔術グラン・決闘フエーデにおいて散さん逸いつしたはずの生命の実の術式と『力』は、惑星魔術を通じてセリムが受け取っていたのである。

　だからこそ、〈アストラル〉が彼の身み柄がらを引き受けることとなった。

　現状の〈協会〉圏の魔術結社で、最も妖精眼グラム・サイトの扱あつかいに慣れているのは〈アストラル〉と伊い庭ばいつきをおいて他に無かったからだ。

「つまり、彼こそは──」

　一いつ拍ぱくおいて、歌うようにフィンが言った。

「紛まがうことなき、〈螺旋なる蛇オピオン〉の後こう継けい者しや」

「それだけじゃないよ」

　と、いつきが口を挟はさんだ。

　これはひどく真しん剣けんに、若者の瞳を覗のぞき込んで告げたのだ。

「僕と君の──後継者でもある。セリムも、あのアイラという子も」

「…………」

　その言葉に、不意を突つかれたように、フィンは目を丸くした。

　妖よう精せいにさらわれたという取り替え児チエンジリングの彼が、今度は意識をさらわれたようだった。

　やがて、

「そっか」

　と、かすかに笑った。

「それは、悪くない気がするよ」

「良かった」

　いつきも笑った。

　実際、青年は思うのだ。

　セリムも、アイラも、あのジェイクでさえも、新たに妖精眼グラム・サイトを得た者にはひとつの共通点があった。




　──『魔法ってすごい』




　そんな、素直な憧あこがれを胸に秘ひめていること。

　それこそが、彼らに妖精眼グラム・サイトを与あたえたのではないかと。

　そして、中でも最も純じゆん粋すいに焦こがれた少年にこそ、生命の実は宿ったのではないかと。

「…………」

　もちろん、こんなものはただの推測だ。何の証しよう拠こも材料もないし、いささかロマンチックすぎる考え方かもしれない。

　それでも、いつきにとっては救いに思えた。

　あの瞳を得たことで、これからの人生に影えい響きようを受けるだろうセリムやアイラ、はたまたいつきも知らない多くの人々に、何らかの福ふく音いんはもたらされるように思えたからだった。

「ところで、イツキくん」

「え？」

　いつのまにか、ずいぶんと距離が縮まっていた。

　フィンが四つん這ばい気味に顔を持ち上げ、長い指をこちらへと伸のばす。息のかかる距離で、その瞳が自分だけを映しているのが妙みようによく見えた。

「口にクリームが──」

「いっちゃん！」

「イツキ！」

　そのとき、ふたりの声が頭上から鳴り響ひびいた。

「な、な、何を──」

　慌てふためくいつきの身体からだが、首根っこからずるずる持って行かれる。しばらく会っていなくても、こういうときだけは息の合うふたりの魔女だった。

「そいつにだけは」

「フィンにだけは」

「「近づきすぎるの禁止！」」

　ふーっ、と肉にく食しよく獣じゆうさながらの吐と息いきを、ふたりでつくのだからたまらない。

「え、あ、や、その」

　狼狽うろたえるいつきをよそに、しかし今回はもうひとつの大異変が世界を揺ゆるがした。

　爽そう快かいな笑い声が、青空に突き抜ぬけたのだ。

　え、と三人が目を見開いた。

　腹を抱かかえて、フィン・クルーダが笑っていたからだった。それはもうどれだけツボにはまったのか、草むらをごろごろと転がりながら、若者は延々と笑い続けた。

　啞あ然ぜんとした三人の前で、

「ああ、おかしい。こんなに笑ったの初めてだ」

　目め尻じりを拭ぬぐい、若者は本当におかしそうに相好を崩くずした。

　すると、見守る三人もまた、つられるように微苦笑を交かわしたのであった。




　　　　＊




　そのまま、フィンは川原を去っていった。

　穂波も先に事務所の点検をするということで、駅で別れた。

　結果として、いつきとアディリシアがふたりで残されることとなった。もともと修行を早めに切り上げたこともあり、事件が片づくと手持ちぶさたになったので、もう少し街を見ていこうと、自然にふたりで歩き出していた。

　海が近いこともあって、時々潮の香かおりがした。

　昼下がり特有の、少し眠ねむたげな空気。

　街の一角を騒さわがせた魔術戦など知らぬげに、おびただしい人々が通りすがって。

「どうしたんですの？」

「ん……いや、なんでもないんだけど」

　少し考えて、いつきは、ああそうかと相づちを打った。

「魔術とか関係なしにふたりで歩くのは、結構久しぶりだね」

「そうですわね」

　アディリシアもゆっくりうなずいた。

　二年前とは、ふたりの身体も在り方も大きく異なっている。ある意味で、こうしていられること自体が奇き跡せきであった。

　それこそ、魔術のような。

　夢見るような。

　ゆっくりとした時間。

　何とはなしに手を重ね合わせつつ、さしたる話をすることもなく、ふたりはそぞろ歩きを続ける。先のフィンとの沈ちん黙もくにも似ていたが、少し性質は違ちがっていた。

　これまでのふたりの時間を、ゆっくり馴な染じませているようでもあった。

「退たい屈くつじゃないかな？」

「まさか」

　短い言葉だけ、少し交わした。

　それだけで、互たがいに満足してしまった。ひとりじゃなくてふたりなのだと、多分それだけを確かく認にんしたかったんだと思う。

　景色は、ふたりのペースで流れていく。

　ふたりの影かげを連れていく。

　電柱やコンビニや自じ動どう販はん売ばい機きといった、どこでも当たり前の光景。アディリシアの格好は目立つので、時々通行人に振ふり返られたりするが、それらの顔の多くはふわりと温かな微び笑しようを宿すのであった。

　そっといつきの肩かたに、重みが寄り添そった。

　日差しを吸った黄金の髪かみからは、とてもいい香りがした。多分、その香りと手の平に握にぎった温かみだけで、いくらでも歩いていけるだろう。

　ほんの少し眩まぶしすぎる太陽に、逆の手をあげる。

　そのとき、とあるふたりとすれ違った。

「──やっぱり、何もなかったろ」

　頰ほおに火傷やけど跡あとのある少年が口を開き、一いつ緒しよにいた白い帽ぼう子しの少女がことりと首を傾かしげた。

「むむむ。おかしいな。確かに妙な氣チイを感じたんだが。さっきの中ちゆう華か街がいでも、こっちでも空振りだ」

「だから、気のせいじゃないのか？」

「いやいや、キミは分かってないな。私たちにとって氣チイの異変というのは、何をおいてもまず確認すべき事こと柄がらなんだぞ。それはそれとして、ちょっとした放電現象とかで搔かき回されることはあるんだが」

「じゃあ、そのへんじゃねえの」

　ざっくばらんな少年と、理屈っぽい喋しやべり方の組み合わせ。

　相あい性しようが悪いようで、そうでもないらしい。とっくにすれちがってしまい表情は見えないが、不思議と声はよく聞こえた。

「とりあえず、帰ってメシにしようぜ。今日の依い頼らいがまだ残ってるし」

「ん、だったら助手としては、昼食にキミのお手製ハンバーグを要求したいな」

「ちょ、お前、また一キロ食うつもりか──！」

　騒がしく語り合いながら、ふたりの声は遠くなっていく。

　一度だけ振り返ったが、そのときにはもう見えなくなってしまっていた。

「……ああ」

　なんとなく、唇くちびるがほころんだ。

「どうしましたの？」

「ううん、なんでもない」

　多分、余計な感かん慨がいだ。

　彼らがどんな人間かをいつきは知らない。どんな悩なやみを抱えていて、どんな障害に遭あっているかも分からない。ひょっとすると、かつての自分以上の波は瀾らん万ばん丈じような人生を歩んでいるのかもしれない。
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　だけど。

　彼らの物語の主役は、きっと彼らだろう。

　あのふたりだけのことじゃない。セリムも、アイラも、穂波も、猫ねこ屋や敷しきも、ラピスも、みかんも、黒くろ羽はも、これまで出会った誰だれも彼も、自分だけの掛かけ替がえのない物語を生きていくのだろう。

　誰でも、いつでも、どこででも物語は続いている。

　続いていく。

　だから。




　だから、きっと誰も彼もうまくいくと、そんな風に思ったのだ。










　　　　＊




「帰るのか、猫屋敷」

「ええ。少し心配していたことも、無事にすんだようですので」

　スマートフォンを見下ろして、猫屋敷は口にした。

　目の前の紅茶は半分ほど飲んだところで冷めてしまっている。まだロンドンは冷えるので、上着を羽織ったところで、ふと動きを止めた。

「そうそう」

　と、思い出したように付け足す。

「念のため、予備の眼鏡めがねはつくっておいた方がいいかもしれませんね」

「伝えておく」

　重く、ユーダイクスが言った。

　猫屋敷が部屋から去ってから、錬れん金きん術じゆつ師は背後の扉とびらを見やる。

「だ、そうだ」

「あの子の勘かんがいいとこは嫌きらいよ」
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　すると、扉の隙すき間まから羽のついた猫ねこが現れたのだ。

　ヘイゼル・アンブラー。

　セリムの妖精眼グラム・サイトを密ひそやかに制せい御ぎよしていたのは、過去のいつきの眼帯と同じく、彼らがつくった眼鏡なのであった。

「でもま、忠告には従っておきましょうか？」

　少し拗すねたように、羽猫が口にした。




　　　　＊




　携けい帯たい電話を下ろして、背の高い女──ダフネが向き直った。

「お嬢じよう様さまは無事に終わったそうです」

「何よりでござるな」

　隻せき蓮れんは、軽く自分の肩を揉もむ。

　ちょうど、こちらも〈アストラル〉事務所の結界解除が終わったところだった。まあ結界とくれば坊ぼう主ずの得意なのは当然だろう。

「では、こちらも帰って、先の勝負の続きといくでござるか」
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「もう待ったは聞きませんよ」

「お、うお、その、せ、せめてもう一回」

「聞きません」

　きっぱりと告げた女に、隻蓮がしょげかえる。

　その様子を横目で見つつ、ダフネはぽそりと呟つぶやいた。

「……できたら、もっと別の言葉を聞かせてほしいんですけどね」

　はたして、僧そう侶りよに届いたかどうか。




　　　　＊




「おいおい、こんだけ働かせたんだから、せめて五割増しは払はらえよ！　使った触媒カタリストだって結構なもんなんだぞ！」

「妖精眼グラム・サイトの補助があるからって調子に乗って使ったんじゃないのか、それ？」

　圭とオルトヴィーンが、それぞれに机を叩たたく。

「い、いやいや、今いま更さら魔ま法ほうで俺が調子に乗るとかねえし！」

「一いつ瞬しゆん詰つまっただろ」
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　冷たく、オルトヴィーンが目を細める。

　まだまだ、交こう渉しようには時間がかかりそうだった。




　　　　＊




「いつまで、これが続くんですか！」

「仕方あるまい。いまや、わしが〈協会〉の顧こ問もんなんだからな」

〈銀の騎き士し団〉団長ジェラール・ド・モレーが老眼鏡をあげて、悲鳴の方向を見やった。

　対する女騎士クロエは、ほとんど書類の海を泳ぐような状じよう況きようだった。かつて〈協会〉が独どく占せんしていた書類を、顧問として〈銀の騎士団〉が閲えつ覧らんするようになったわけだから、こうなるのもある意味当然ではあった。

　かすかな含ふくみを持たせて、ジェラールは口角をあげる。

「なんなら、また、〈アストラル〉へ出向するかね？」

「……あ、いえ」

　クロエは、何度か瞬まばたきしてかぶりを振る。

「今は、ここが私の居場所ですから」
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　ひどく懐なつかしそうに、そんなことを口にした。




　　　　＊




「いやあ、ディアナはすごいなあ！　日本のビールまで持ってきてくれてるとは！」

「昔、司つかささんがビールと醬しよう油ゆと味み噌そだけは、ほかの国で代だい替たいがきかないって言ってましたもの」

　くすくすと笑ってお酌しやくをするディアナは、ひどく珍めずらしい光景だった。

「そんなの言ったっけ？」

「ええ。私が中学生の頃ころですわぁ」

「ははあ、先代もあの頃は元気だったものねえ」

「〈アストラル〉様にはずっと贔ひい屓きにしていただいてます」

　にこにこと笑うディアナ。

　ついで、

「元社長の味覚が、三十路みそじから変わってないのも凄すごいですけどね」

　影崎がうんざりした口調で言う。
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「あれれ、拗ねてるんですか」

　ちょこんと隣となりに座った黒羽が、相手を覗のぞき込んだ。霊エーテル体である彼女を気き遣づかって宴うたげはルームサービスで開いてるのだが、高級ホテルのスイートルームにもかかわらず、椅い子すではなく鮮あざやかな刺し繡しゆうの敷しき物ものが使われているのがなんともお国くに柄がらだった。

「どうして、私が拗ねるんです」

「どうしてでしょう」

　メイド服のまま、黒羽が首を傾かしげる。

　それから、くすくすと笑って、

「〈アストラル〉に帰る前に、おみやげ買いましょうね」

　と、付け足した。




　　　　＊




「起きた？」

「た、タブラ・ラサ様！」

　意識を取り戻もどしてすぐ、アイラはばたばたと立ち上がり、一礼した。

「醜しゆう態たいを見せました……！」

「そんなことより、身体からだは大だい丈じよう夫ぶ？」

　司祭服の少女は、かまわずこちらの瞳ひとみを覗き込んでくる。

「だ、だだ、大丈夫です」

「そう、良かった」

　それでやっと、タブラ・ラサも納なつ得とくしたように身を退いた。

「あなたの身体は本当に大事なんだから、気をつけてね。きっとこれは長い長い戦いになるんだから」

「ソウソ。思ったヨリ長い付き合イになりそうダモのね？　それこそ髭ひげの生えた配管工の兄弟と亀かめのバケモノとかソンナ感じ？」

「は、はあ……」

　タブラ・ラサの真意も、隣でジェイクの言う意味も分からず瞬きしたアイラだったが、ひとつ呼吸して居住まいを正した。

　そして、はっきりと告げた。

「どうぞ、最後までご一いつ緒しよさせてくださいませ」
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　　　　＊




　ふたりの先せん輩ぱいとともに呪じゆ波は汚お染せんを洗せん浄じようしつつ、セリムはふと空を見上げた。

　いまだ、〈アストラル〉について納得したわけではない。胃の底には石を吞のみ込んだような違い和わ感があるし、きっと以前と同じ苛いら立だちも、何度だって頭をもたげるはずだ。

　それでも、しばらく自分はこの光景の中にいるのだろうと、素す直なおに思えた。

「あ、そうだ」

　と、みかんがこちらを振ふり返る。

「セリムくんはあたしとラピスとどっちのはばつに入るの？」

「え？」

「絶対あたしにすべきだよ。〈アストラル〉じゃあたしの方が長いでしょ。それに、あたしの方が背高いもん」

　勢い込んで口にするみかんに、ラピスが平然と返した。

「じゃあ、今度あにさまに、成長促そく進しん剤ざいつくってもらう」

「そ、それインチキ！」

「インチキじゃない。ラピス、人造生命ホムンクルスなんだもん。だから、セリムは安心してラピスのはばつに入るべき」

「ちょ、ちょっと先輩方……」

　ひびわれた眼鏡をかけ直しつつ、何か適切な台詞せりふがないかと、セリムが視線を右往左往させる。

「どっちにする？」

「どっちがいいの！」

　ふたりがかりで、少女たちは自分の後輩へごり押しをかけたのだった。
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　　　　＊




　──そして、最後に。




「ただいま」

　静かに扉とびらを開いて、穂波は事務所へと戻った。結界は先に隻蓮とダフネが解除してくれていたので、何の問題もない。

　玄げん関かんをくぐると、何度か瞬きした。

　自分のデスクのすぐ近くに、とある霊エーテル体が佇たたずんでいたのだ。

「アストラル？」

　霊脈レイライン──竜りゆうの、アストラルだった。

　大魔術グラン・決闘フエーデの際、一度は第三団サード・オーダーになりかかったアストラルだが、なんとか再構築が成功したらしく、たまにこうして顔を出してくる。

　かつての自分を模したその顔に、ちょっと複雑な思いで穂波は微び笑しようした。

「ありがと。急に結界とか張られて、心配してくれたん？」

　ふるふると、霊エーテル体の少女がうなずく。

　昔に比べると、この竜もずいぶん表情豊かになった。厳密に言えば、人間と意志疎そ通つうできているかどうかは怪しいのだが、それでもこんな会話ができるあたり、どうしても情はわいてしまう。

「大丈夫。もう済んだから」

　すると、霊エーテル体はにぱっと笑ってから、姿を消した。

　それから、穂波はそっと息をついた。

「……ちょっと、きつかったかなあ」
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　呟つぶやいて、椅子に座る。

　だらしなくデスクにへばって、いつも飾かざってある写真──初期の〈アストラル〉の写真を引き寄せ、ぼんやりと見つめた。

　穂波と猫屋敷とみかんといつき、四人しか社員がいなかった頃。無理矢や理り真ん中の椅子に座らされたいつきへ、昔の自分は嬉うれしそうに手を置いていた。

「……うん」

　胸に、まだ甘い痛みはある。

　当たり前だ。

　幼い頃から、ずっと抱かかえていた恋こい心ごころなのだ。簡単に消えてしまったら、それこそ噓うそだったことになる。今だってちくちくと胸に刺ささって、気づくと目め尻じりに涙なみだが浮ういてしまうことだってある。

　きっとそれは、長い間消えてくれないだろう。

　時々はぶり返して辛つらくなり──でも、いつかは愛いとしい思い出となるのだろう。

　だったら、もう少しの間、この痛みを大切にしていたいと思う。

　この痛みも、愛していたいと思う。

「ふあ……あ」

　日だまりが、背中に当たってやたらと心ここ地ちよかった。

　最近の疲つかれがほどけるようで、うつらうつらとしてしまう。オルトヴィーンが帰ってきたら、また書類整理に追われるのだし、少しぐらい居い眠ねむりしても罰ばちはあたるまい。

　眠気に耐たえきれなくなって、穂波はそっと自分の腕うで枕まくらに頭を転がした。誘ゆう惑わくのままに瞼まぶたを閉じて、とりとめもなくこれまでのことを反はん芻すうする。

　幼い頃の、いくつかの夢は叶かなった。

〈アストラル〉に入りたかったこと。

　貸し出し魔法使いレンタルマギカになりたかったこと。

　どこかの誰だれかの力になりたいと願った──その夢はまだまだ発展途と上じようだけど、なんとかやっていけるはずと、楽観的に信じている。

　叶った夢が実となるのなら、叶わなかった夢は苗なえ床どことなるのだろうか。

　そんなことを考えつつ、意識は暖かなところへ落ちていく。




　　　　＊




　……さあ。

　　　次は、どんな夢を見ようか？





〈完〉









　あとがき




　ついに、お届けします。

『レンタルマギカ』最終巻『未来の魔法使い』です。

　一読された方はおわかりかと思いますが、物語は二年後。少し変わった相手を視点役として綴つづっております。父親世代の話だった『ありし日の魔法使い』を除くと、長編では初めてのことであり……今回に限っては必然と思っています。




　人はいずれ、新たな人にバトンを渡わたします。

　かつて自分が受け取ったバトンを、同じようにして他人に預けるそのときがきます。

　魔ま法ほう使つかいのように何代も血を重ねていく存在ならば、なおさら。

　世代交代。

　あるいは、その予兆。

　これは、そういう物語です。




　私信となってしまいますが、序じよ盤ばんからコミック版・アニメ版に至るまで魔術考証をつとめてくださった三み輪わ清きよ宗むねさん、ここまで『レンタルマギカ』をもりたててくださった何人もの担当編集様とスニーカー文庫編集部さん、九年間いつきたち〈アストラル〉を微びに入いり細さいに入り描えがき続けてくれたpakoさん（今回の最後のイラスト群は彼のアイディアなのです！）に最大級の感謝を。

　そして、もちろん読者の皆みな様さまにも、長らくついてきてくださったお礼を言わせてくださいませ。




　次は、同じ四月中ちゆう旬じゆんに星海社ＦＩＣＴＩＯＮＳから出る『レッドドラゴンⅣ　夜会擾乱』を挟はさみ、夏の遅おそからぬ内に『クロス×レガリア　海神の遺産』を上じよう梓しできる予定です。『クロス×レガリア』は好評を受けてコミカライズも決定しました！　巻末には次巻ともども予告があるとのことですので、よろしければご覧くださいませ。

　一巻よりほぼ丸九年。長い長い間、ありがとうございました。

　いつか、また。




　二○一三年二月


『レンタルマギカ　～魔法使い、貸します！』を読みながら
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